
【
解
説
】

四
條
隆
平
と
元
老
院
関
係
史
料

は
じ
め
に

華
族
史
料
研
究
会
で
は
、
過
去
二
回�
に
わ
た
り
「
四
條
男
爵
家
文
書
」
の
紹
介

を
行
っ
て
き
た
。
今
回
は
こ
れ
に
引
き
続
き
、「
四
條
男
爵
家
文
書
」
の
う
ち
元

老
院
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
若
干
の
解
説
を
ま
じ
え
つ
つ
紹
介
を
し
て
行
き
た
い
。

前
回
詳
し
く
触
れ
た
よ
う
に
、「
四
條
男
爵
家
文
書
」
は
当
初
竹
籠
内
に
未
整

理
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
研
究
会
で
は
同
文
書
の
内
容
を
分

析
し
、
整
理
分
類
に
つ
と
め
て
き
た
。
作
業
の
結
果
文
書
中
に
は
、
四
條
隆
平
の

元
老
院
書
記
官
・
議
官
活
動
を
通
じ
て
手
許
に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
書
が
多

数
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
「
元
老
院
関
係
史
料
」
と
し
て
大
別
、
分

類
し
た
。
四
條
隆
平
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
か
ら
明
治
一
九
年
ま
で
元

老
院
書
記
官
を
、
明
治
二
一
年
か
ら
明
治
二
三
年
の
同
院
廃
止
ま
で
議
官
を
勤
め

た
が
、
同
史
料
は
、
こ
の
時
期
の
元
老
院
に
お
け
る
審
議
関
係
書
類
を
中
心
に
、

総
数
は
一
三
八
点
に
の
ぼ
る
。
同
史
料
の
目
録
化
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
が
元

老
院
な
ら
び
に
四
條
隆
平
の
書
記
官
・
議
官
と
し
て
の
活
動
と
密
接
な
関
係
に
あ

る
と
い
う
点
を
考
慮
し
、
時
系
列
を
基
本
に
、
元
老
院
の
審
議
に
沿
う
形
で
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
「
元
老
院
関
係
史
料
」
を
一
つ
の
史
料
群
と
し

て
有
機
的
に
理
解
で
き
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

以
下
に
史
料
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
く
が
、
そ
の
際
、
特
に
元
老
院
の
活
動
や

機
能
に
関
し
て
基
本
的
な
理
解
が
不
可
欠
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
こ
の
点
を
押

さ
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
た
同
時
に
、
史
料
の
紹
介
を
通
し
て
、
四
條
隆
平

を
中
心
と
し
た
元
老
院
書
記
官
お
よ
び
議
官
の
活
動
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
き
た

い
。
こ
う
し
た
組
織
や
人
物
へ
の
照
射
と
と
も
に
史
料
の
紹
介
、
位
置
付
け
を
試

み
て
い
く
と
い
う
方
法
は
、
必
然
的
に
本
解
説
の
構
成
を
複
雑
な
も
の
に
す
る
が
、

巨
視
的
か
つ
多
角
的
な
分
析
こ
そ
が
本
史
料
の
内
容
や
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に

最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
見
地

か
ら
個
人
文
書
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、
活
用
す
る
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て

も
本
方
法
に
よ
っ
て
一
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

（
史
料
紹
介
）

四
條
男
爵
家
文
書
（
三
）

華
族
史
料
研
究
会

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
二
号

二
〇
〇
八
年
三
月
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一

四
條
男
爵
家
文
書
と
元
老
院
の
「
議
法
」
活
動

元
老
院
は
、
漸
次
立
憲
政
体
樹
立
の
詔
を
う
け
て
、
明
治
八
年
四
月
一
四
日
に

最
高
司
法
機
関
と
し
て
の
大
審
院
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
立
法
諮
問
機
関
で
あ
る
。

同
院
の
基
本
的
役
割
は
、「
元
老
院
職
制
章
程
」
第
一
条
に
「
元
老
院
ハ
議
法
官

ニ
シ
テ
新
法
ノ
設
立
旧
法
ノ
改
正
ヲ
議
定
シ
及
ヒ
諸
建
白
ヲ
受
納
ス
ル
所
ナ
リ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
新
法
・
旧
法
の
議
定
と
、
立
法
に
関
す
る
建
白
書
の
受
納
と
さ

れ
て
い
た�
。
今
回
紹
介
す
る
史
料
は
、
そ
の
多
く
が
元
老
院
が
新
法
・
旧
法
の
議

定
を
行
う
際
に
作
成
さ
れ
た
議
案
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
理
解
す
る
前

提
と
し
て
、
ま
ず
は
同
院
の
審
議
方
法
、
手
続
規
定
な
ど
の
「
議
法
」
機
能
に
つ

い
て
、
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

元
老
院
へ
の
議
案
は
勅
命
を
も
っ
て
内
閣
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
た
が
、
議
案
に

は
、
元
老
院
に
お
い
て
「
議
定
ニ
係
ハ
ル
者
」
と
「
検
視
ヲ
経
ル
者
」
と
の
二
種

類
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
付
す
か
は
内
閣
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た�
。
前
者
は
内

閣
よ
り
下
付
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
元
老
院
の
審
議
を
経
る
も
の
で
あ
り
、
後
者

と
さ
れ
た
議
案
は
「
元
老
院
ニ
於
テ
可
否
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
又
修
正
ノ
権
ナ
シ

故
ニ
委
員
ヲ
用
ヒ
ス
直
ニ
衆
議
院
ヲ
会
シ
全
按
ヲ
朗
読
ス
ヘ
シ
而
シ
テ
逐
条
分
議

ス
ル
コ
ト
ヲ
用
ヒ
ス�
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
老
院
に
お
い
て
可
否
、
修
正
を
加
え

る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
元
老
院
が
検
視
議
案
に
対
し
て

意
思
を
表
明
し
う
る
の
は
、
旧
法
と
の
抵
触
、
同
一
議
案
中
の
相
互
の
抵
触
、
不

備
不
明
の
点
に
関
し
て
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
急
を
要
す
る
た
め
検
視
を
経

る
余
裕
が
な
い
と
内
閣
が
判
断
し
た
も
の
は
布
告
後
検
視
に
付
す
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
元
老
院
に
は
形
式
的
な
事
後
承
認
の
み
が
求
め
ら
れ

る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
明
治
一
四
年
ま
で
の
議
案
に
う
ち
三
分
の
二

が
検
視
議
案
と
さ
れ
て
お
り
、
明
治
一
五
年
か
ら
は
検
視
議
案
は
す
べ
て
布
告
後

検
視
と
な
っ
て
い
た�
。
こ
の
よ
う
に
「
検
視
制
度
」
と
い
う
独
特
の
審
議
方
法
は
、

立
法
諮
問
機
関
と
し
て
の
元
老
院
を
大
き
く
特
色
付
け
て
い
た
。
そ
し
て
同
制
度

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
元
老
院
の
審
議
は
内
閣
の
強
い
拘
束
下
に
あ
っ
た
。

一
方
、
議
案
の
審
議
手
順
に
つ
い
て
は
「
議
事
条
例�
」
お
よ
び
「
読
会
規
則�
」

に
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
議
案
が
元
老
院
に
下
付
さ
れ
る
と
、
議
長

は
こ
れ
を
印
刷
し
各
議
官
に
配
布
し
、
配
布
よ
り
三
日
後
に
会
議
が
開
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
定
足
数
は
三
分
の
一
で
あ
っ
た
。
会
議
で
は
、
書
記
官
が
議

案
を
朗
読
し
た
後
、
議
官
は
議
長
の
許
可
を
経
て
発
言
す
る
こ
と
に
さ
れ
て
い
た
。

議
官
は
議
長
に
よ
っ
て
番
号
で
呼
ば
れ
、
可
否
は
起
立
を
も
っ
て
多
数
決
で
決
せ

ら
れ
た
。
会
議
は
三
読
会
制
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
議
案
は
ま
ず
、
下
付
後
三
日

以
内
に
開
か
れ
る
第
一
読
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
。
第
一
読
会
で
は
、
書
記
官

が
議
案
を
朗
読
し
、
内
閣
委
員
が
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
の
ち
、
審
議
が
開
始
さ
れ

た
。
な
お
、
右
読
会
で
は
修
正
意
見
は
出
さ
れ
な
い
。
第
二
読
会
で
は
、
逐
条
ご

と
に
審
議
に
か
け
ら
れ
可
否
が
決
定
さ
れ
、
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
つ
づ
く
第
三

読
会
で
は
、
第
二
読
会
で
の
修
正
案
を
含
め
最
終
的
な
可
否
が
決
定
さ
れ
た
。
な

お
、
各
読
会
の
期
間
は
衆
議
に
よ
っ
て
短
縮
で
き
た
ほ
か
、
議
官
の
動
議
が
多
数

を
も
っ
て
決
せ
ら
れ
た
場
合
は
委
員
を
選
び
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
議
に

よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
議
長
よ
り
太
政
大
臣
を
経
て
上
奏
さ
れ
、
否
決
さ

れ
た
議
案
は
、
そ
の
理
由
を
添
え
て
上
奏
さ
れ
た
。

ま
た
、
議
案
に
対
し
て
修
正
を
行
う
場
合
は
、
議
長
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
修

正
委
員
に
よ
り
修
正
案
が
作
成
さ
れ
た�
。
修
正
委
員
以
外
か
ら
の
修
正
案
の
提
出

も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
は
委
員
に
よ
り
検
討
さ
れ
た
。
で
き
あ
が
っ
た

修
正
案
は
議
長
か
ら
各
議
官
に
配
布
お
よ
び
内
閣
に
送
付
さ
れ
た
後
、
第
二
読
会

で
審
議
さ
れ
た
。
第
二
読
会
で
は
、
書
記
官
が
逐
条
原
案
、
修
正
案
、
内
閣
委
員
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の
意
見
の
順
で
読
み
上
げ
、
こ
れ
を
受
け
て
修
正
委
員
が
修
正
の
趣
旨
を
説
明
し
、

内
閣
委
員
が
原
案
維
持
の
主
張
を
述
べ
た
後
、
議
官
に
よ
り
可
否
が
決
議
さ
れ
た
。

こ
の
他
に
元
老
院
は
、
新
法
の
制
定
、
旧
法
の
廃
止
・
改
正
に
関
す
る
意
見
書

を
上
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た�
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
意
見
書
取
扱
手
続
ヲ
定
ム�
」

に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
議
官
か
ら
の
意
見
書
は
、
提
出
者
以
外
の
議

官
一
名
の
賛
同
を
得
れ
ば
、
元
老
院
の
意
見
書
案
と
み
な
さ
れ
た
。
審
議
順
序
は

議
案
の
場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
可
決
さ
れ
る
と
元
老
院
の
意
見
と
し
て
上
奏
さ
れ

た
。
な
お
、
元
老
院
の
存
続
期
間
中
に
審
議
さ
れ
た
意
見
書
は
全
部
で
五
七
件
あ

り
、
う
ち
半
数
の
二
八
件
が
可
決
、
上
奏
さ
れ
て
い
た�
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
意

見
書
の
最
終
的
な
採
否
に
つ
い
て
も
内
閣
が
握
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

他
に
元
老
院
は
、
予
算
議
定
権
や
行
政
監
督
権
を
保
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
権
限

は
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
内
閣
に
制
限
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
り
、
元
老
院
の
審
議
は
行
わ
れ
て
い
た
。
本
史
料

は
、
四
條
が
元
老
院
に
在
籍
し
た
期
間
の
審
議
関
係
史
料
が
大
半
を
占
め
て
い
る

が
、
先
に
説
明
し
た
検
視
、
議
定
関
係
で
は
、
検
視
会
関
係
史
料
が
一
五
件
、
議

定
に
付
さ
れ
た
議
案
等
の
審
議
史
料
が
六
五
件
み
ら
れ
、
ま
た
、
第
二
読
会
に
お

け
る
修
正
委
員
に
よ
る
修
正
案
も
八
件
あ
っ
た
。

二

四
條
隆
平
と
元
老
院
書
記
官

四
條
隆
平
は
、
明
治
一
五
年
五
月
一
〇
日
太
政
官
権
少
書
記
官
兼
元
老
院
権
少

書
記
官
に
任
じ
ら
れ
、
調
査
課
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た�
。
は
じ
め
は
太
政
官
権
少
書

記
官
を
本
務
と
し
元
老
院
は
兼
務
だ
っ
た
が
、
翌
日
に
は
元
老
院
書
記
官
専
務
と

な
っ
た
。

「
元
老
院
職
制
章
程�
」
に
よ
れ
ば
、
書
記
官
は
い
ず
れ
も
奏
任
官
で
あ
り
、
大

書
記
官
一
〜
二
名
を
筆
頭
に
、
権
大
書
記
官
二
名
、
少
書
記
官
三
〜
四
名
、
権
少

書
記
官
六
〜
八
名
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
四
條
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
権

少
書
記
官
は
、「
議
長
或
ハ
議
官
ニ
属
シ
テ
其
課
務
ヲ
分
担
ス
」
と
さ
れ
た
権
大

書
記
官
と
同
じ
く
、「
議
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
議
場
ニ
出
テ
場
中
ノ
議
式
ヲ
演
シ
議
案

ヲ
読
ミ
議
事
ヲ
記
シ
上
奏
文
案
ヲ
作
ル
ヲ
掌
ル
」
大
書
記
官
の
職
務
の
補
佐
を
行

う
と
さ
れ
て
い
た
。

元
老
院
内
に
は
、
事
務
を
執
行
す
る
部
局
と
し
て
議
長
事
務
局
が
お
か
れ
た
が
、

明
治
一
一
年
一
一
月
二
八
日
よ
り
、
議
長
、
副
議
長
、
幹
事
か
ら
な
る
上
局
と
、

書
記
官
書
記
生
か
ら
な
る
下
局
と
に
わ
け
ら
れ
て
お
り�
、
明
治
一
三
年
に
は
、
下

局
に
、
議
事
、
庶
務
、
調
査
、
建
白
、
会
計
の
五
課
が
お
か
れ
た�
。
こ
の
う
ち
四

條
が
属
し
た
調
査
課
は
、「
法
律
規
則
等
ノ
照
査
編
纂
及
外
国
書
籍
ノ
翻
訳
ニ
関

ス
ル
事
務�
」
を
職
掌
と
し
、「
法
律
規
則
ニ
関
ス
ル
照
査
を
担
当
す
る
」
照
査
掛
、

「
法
律
規
則
に
関
す
る
編
纂
を
担
当
す
る
」
編
纂
掛
、「
外
国
書
籍
の
翻
訳
を
担
当

す
る
」
翻
訳
掛
、「
書
類
の
浄
書
及
文
按
を
起
草
し
て
浄
書
校
合
」
す
る
浄
書
掛
、

「
課
中
の
雑
務
を
担
当
す
る
」
受
付
掛
の
五
つ
の
掛
が
お
か
れ
て
い
た	
。
ま
た
、

調
査
課
に
は
、
四
條
の
ほ
か
、
課
長
と
し
て
金
子
堅
太
郎
少
書
記
官

、
平
山
成
信

少
書
記
官�
、
久
我
通
久
少
書
記
官�
、
四
屋
恒
之
権
少
書
記
官

、
豊
原
基
臣
権
少
書

記
官�
、
小
倉
久
准
奏
任
御
用
掛�
、
合
川
正
道
准
判
任
御
用
掛�
お
よ
び
各
掛
に
お
か

れ
た
二
〜
四
名
の
書
記
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
史
料
に
は
四
條
隆
平
の
書
記
官
時
代
の
史
料
が
多
数

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
議
案
審
議
の
際
の
配
布
史
料
と
考
え
ら

れ
る
が
、
元
老
院
の
議
事
録
で
あ
る
『
元
老
院
会
議
筆
記�
』
と
同
文
書
と
を
対
照

し
た
結
果
、
議
事
録
と
は
一
致
し
な
い
部
分
に
加
筆
、
修
正
さ
れ
て
い
る
史
料
が

少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
元
老
院
書
記
官
調
査
掛
と
し
て
議
案

の
「
照
査
」
に
あ
た
っ
て
い
た
際
の
調
査
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
文
書
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の
中
に
は
、【
６３
】「〔
徴
兵
検
査
関
係
法
令
〕」
や
【
１００
】「〔
徴
兵
関
係
法
令
一
覧

表
〕」
な
ど
の
各
種
議
案
調
査
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
参
考
資
料

も
み
ら
れ
た
。

既
に
元
老
院
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
元
老
院
の
会
議
筆
記
を
は
じ
め
と
し

て
国
立
公
文
書
館
に
多
数
の
薄
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り�
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
具
体
的
な
審
議
経
過
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

公
文
書
史
料
を
活
用
し
た
議
事
の
内
容
分
析
や
元
老
院
に
お
け
る
国
憲
案
を
は
じ

め
と
し
た
法
典
の
編
纂
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い�
。
し
か
し
、
本
史
料
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
審
議
に
至
る
以
前
の
元
老
院
内
の
各
課
の
活
動
を
伝
え
る
史
料
は

ほ
と
ん
ど
例
が
な
く
、
こ
れ
は
元
老
院
関
係
者
の
個
人
文
書
な
ら
で
は
の
特
色
と

い
え
る
。
特
に
四
條
が
在
籍
し
た
調
査
課
は
「
照
査
」
を
主
業
務
と
す
る
こ
と
か

ら
、
基
本
的
に
最
終
的
な
記
録
が
保
存
さ
れ
る
公
文
書
内
に
は
活
動
の
痕
跡
を
見

出
し
に
く
く
、
そ
の
実
態
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
よ
っ

て
、
今
後
本
史
料
を
、
議
事
史
料
お
よ
び
元
老
院
の
業
務
記
録
で
あ
る
『
元
老
院

日
誌
』
な
ど
と
重
ね
て
見
て
い
く
こ
と
で
元
老
院
内
部
の
様
子
を
よ
り
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

三

明
治
一
五
年
以
降
の
元
老
院
と
四
條
男
爵
家
文
書

元
老
院
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
権
限
が
内
閣
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
た
び
た
び
「
議
法
」
活
動
の
再
確
認
と
権
限
拡
張
が
主
張
さ
れ
て
い

た
。
と
く
に
明
治
一
四
年
に
は
宮
中
の
反
薩
摩
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
元
老
院
議
官

数
名
が
派
閥
を
結
成
し
て
政
府
批
判
を
強
め
、
政
府
機
構
改
革
と
と
も
に
元
老
院

の
権
限
強
化
を
主
張
し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
動
き
は
結
局
成
功
せ
ず
、
逆
に
一

〇
月
に
は
法
律
の
起
案
審
査
を
司
る
機
関
と
し
て
参
事
院
が
創
設
さ
れ
た
の
だ
っ

た�
。
さ
ら
に
、
明
治
一
七
年
の
制
度
取
調
局
の
設
置�
、
明
治
一
八
年
の
内
閣
制
へ

の
移
行�
に
伴
い
、
元
老
院
の
権
限
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
明
治
一
五
年
か
ら
は
検
視
は
す
べ
て
布
告
後
検
視
と
な
り�
、
元
老
院
に
は
法

令
の
審
議
と
い
い
つ
つ
も
事
後
承
諾
の
み
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え

て
明
治
一
七
年
か
ら
は
、
議
案
審
査
順
序
も
、
制
度
取
調
局
、
参
事
院
を
経
た
の

ち
元
老
院
が
議
決
す
る
こ
と
に
な
り
、
元
老
院
で
審
議
の
結
果
が
上
奏
さ
れ
る
場

合
に
お
い
て
も
、
一
旦
内
閣
の
回
覧
を
経
て
か
ら
上
奏
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た�
。

こ
の
よ
う
に
四
條
隆
平
が
在
籍
し
た
明
治
一
五
年
以
降
の
時
期
の
元
老
院
は
、

徐
々
に
政
府
内
に
お
け
る
立
法
諮
問
機
関
と
し
て
の
位
置
付
け
が
不
明
確
に
な
り

つ
つ
あ
っ
た
。

元
老
院
の
状
態
は
右
の
と
お
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
政
府
内
で
は
立
憲
制

の
確
立
に
向
け
重
要
な
法
案
が
次
々
と
立
案
さ
れ
て
お
り
、
同
院
に
お
い
て
も
審

議
自
体
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
本
史
料
に
は
明
治
一
五
〜
一
八
年
の
元
老
院

会
議
の
審
議
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
明
治
一
七
年
は
元
老
院
で
審
議
さ

れ
た
議
案
三
九
件
の
う
ち
三
一
件
、
明
治
一
八
年
で
は
、
全
三
九
件
の
う
ち
三
四

件
の
審
議
史
料
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
当
該
期
の
元
老
院
の
審
議
は
も
ち

ろ
ん
政
府
に
よ
る
立
法
活
動
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
当
時
元
老
院
で
は
、
松
方
財
政
の
時
代
を
反
映
し
て
、
金
融

関
係
、
工
業
所
有
権
関
係
、
産
業
関
係
の
様
々
な
議
案
が
審
議
さ
れ
て
い
た
が
、

本
史
料
に
お
い
て
も
、【
４２
】「〔
第
四
百
四
十
号
議
案

兌
換
銀
行
券
条
例
〕」、

【
４６
】「〔
第
四
百
四
十
五
号
議
案

商
標
条
例
〕」
や
【
７１
】「〔
第
四
百
六
十
九
号

議
案

預
金
規
則
制
定
ノ
儀
〕」、【
１１
】「
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
」
な
ど
の
財

政
関
係
重
要
法
案
の
審
議
史
料
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、【
４２
】「〔
第
四
百
四
十
号
議
案

兌
換
銀
行
券
条
例
〕」
は
明
治
一

七
年
五
月
九
日
〜
一
二
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
元
老
院
会
議
の
審
議
資
料
で
あ
る
。
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「
兌
換
銀
行
券
条
例
」
制
定
は
、
明
治
一
六
年
一
〇
月
一
九
日
の
松
方
正
義
の
建

議
お
よ
び
「
兌
換
銀
行
券
条
例
草
案
」
を
発
端
に
、
参
事
院
の
審
議
を
経
た
修
正

案
が
明
治
一
七
年
五
月
に
な
っ
て
元
老
院
の
審
議
に
か
け
ら
れ
て
お
り
、
銀
行
券

の
発
行
規
制
に
対
す
る
元
老
院
修
正
案
が
採
用
さ
れ
た
後
、
同
年
五
月
二
六
日
太

政
官
第
一
八
号
布
告
と
し
て
公
布
さ
れ
た�
。【
４２
】
に
は
、
同
条
例
の
審
議
の
際

に
四
條
隆
平
が
書
き
込
ん
だ
と
み
ら
れ
る
鉛
筆
書
き
メ
モ
も
残
さ
れ
て
い
る
。

【
１１
】「
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
」
は
、
明
治
一
五
年
一
二
月
一
一
日
太
政
官

第
五
七
号
布
告
と
し
て
公
布
さ
れ
た
手
形
取
引
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
。
こ
の
法

令
は
、
ロ
エ
ス
レ
ル
起
草
の
手
形
法
を
含
め
た
商
法
の
草
案
の
中
か
ら
「
為
替
ノ

部
」
を
抜
き
出
し
翻
訳
し
、
大
蔵
省
と
参
事
院
に
お
い
て
簡
略
化
、
修
正
し
た
も

の
を
元
老
院
に
「
為
替
法
」
と
し
て
下
付
し
た
も
の
で
あ
る�
。
元
老
院
で
の
審
議

状
況
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
一
五
年
一
〇
月
一
九
日
、
議
案
が

「
為
替
法
」
と
し
て
下
付
さ
れ
る
と
、
同
月
二
六
日
第
一
読
会
が
開
か
れ
た
が
、

質
疑
、
異
論
が
続
出
し
た
た
め
修
正
委
員
に
修
正
案
が
付
託
さ
れ
た
。
そ
の
後

「
熟
達
シ
タ
ル
有
名
ノ
商
人
数
名
ヲ
召
喚
シ
テ
之
ニ
諮
詢
」
し
て
作
成
さ
れ
た
修

正
案
が
一
一
月
一
六
日
上
程
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
六
日
間
の
審
議
を
経
て
一
一
月
二

五
日
決
議
さ
れ
、
即
日
上
奏
さ
れ
た�
。
本
史
料
に
は
、
こ
の
法
案
の
草
稿
と
思
わ

れ
る
【
１２
―
１
】「〔
手
形
条
例
布
告
案
〕」
が
あ
り
、
関
連
史
料
と
し
て
【
１２
―

２
】「
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
附
則
」、【
１３
】「〔
綴
断
片
〕」
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
議
案
の
審
議
に
お
け
る
参
考
資
料
が
【
７
】「〔
商
人
手
形
流
通
ノ
儀
ニ
付
関

係
書
類
〕」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
」
制
定
以
前
の
手
形

流
通
関
係
の
動
き
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
元
老
院
の
審
議
に
際
し
て
調
査
し

た
参
考
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
に
は
、
東
京
銀
行
集
会
所
加
盟
の
三
井
銀
行

ほ
か
八
行
が
手
形
取
引
関
連
の
法
制
化
を
求
め
た
明
治
一
四
年
一
〇
月
一
四
日
の

大
蔵
�
佐
野
常
民
宛
意
見
書
や
、
渋
沢
栄
一
が
司
法
大
輔
玉
乃
世
履
に
手
形
流
通

に
つ
い
て
法
制
面
で
照
会
し
た
書
簡
と
玉
乃
の
返
書
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
明
治
財
政
史
』
第
一
三
巻
の
「
手
形
法
規
ノ
制
定
」
に
収

録
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
同
書
と
は
掲
載
の
順
番
が
違
っ
て
い
る
ほ
か
、
同
書

に
は
省
略
さ
れ
た
部
分
が
本
史
料
で
は
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

【
１８
―
１
】「
合
本
銀
行
貯
蔵
銀
行
条
例
御
発
行
ノ
義
ニ
付
上
申
」
お
よ
び
【
１８

―
２
】「
合
本
銀
行
貯
蔵
銀
行
条
例
」
は
、
と
も
に
「
合
本
銀
行
貯
蔵
銀
行
条

例
」
制
定
に
つ
い
て
の
史
料
で
あ
る
。【
１８
―
１
】
は
明
治
一
六
年
一
〇
月
付
太

政
大
臣
三
條
実
美
宛
大
蔵
�
松
方
正
義
の
意
見
書
で
あ
り
、【
１８
―
２
】
は
条
例

案
と
な
っ
て
い
る
。【
１８
―
１
】
に
お
い
て
、
大
蔵
�
松
方
正
義
は
、
明
治
九
年

の
国
立
銀
行
条
例
改
正
以
来
次
々
と
設
立
さ
れ
て
い
た
「
合
本
銀
行
」「
貯
蔵
銀

行
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
保
護
監
督
」
す
る
法
令
を
つ
く
る
よ
う
進
言
し
て
い

る
。
こ
の
当
時
政
府
は
次
々
と
設
立
さ
れ
急
激
に
勢
力
を
の
ば
し
て
い
た
私
立
銀

行
に
つ
い
て
対
応
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
本
史
料
は
、
こ
う
し
た
中
で
考
案
さ
れ
た

条
例
案
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
結
果
的
に
は
こ
の
条
例
案
は
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
、
私
立
銀
行
へ
の
規
制
は
明
治
二
三
年
の
「
銀
行
条
例
」
ま
で
実
現
し

て
い
な
い
。
な
お
、
本
史
料
に
つ
い
て
【
１８
―
２
】
と
同
文
の
も
の
が
「
箕
作
阮

甫
・
麟
祥
文
書�
」
に
あ
る
が
、【
１８
―
１
】
は
『
明
治
財
政
史
』
中
に
は
掲
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
松
方
正
義
関
係
文
書
」
を
は
じ
め
、
管
見
の
限
り
各
文
書

中
に
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
新
出
史
料
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
に
、【
５１
】【
５３
】【
５４
】【
６４
】
は
い
ず
れ
も
「
西
洋
形
船
舶
検
査
規

則
」（
明
治
一
七
年
二
月
二
二
日
太
政
官
第
三
〇
号
布
告
）
の
審
議
史
料
で
あ
り
、

「
第
四
百
五
十
二
号
議
案

西
洋
形
船
舶
検
査
規
則
制
定
ノ
儀
」
の
審
議
に
お
け

る
各
読
会
の
修
正
案
も
含
ま
れ
て
い
た
。

明
治
二
一
年
三
月
六
日
、
四
條
隆
平
は
元
老
院
議
官
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
本
史

料
に
お
い
て
も
明
治
二
一
年
か
ら
二
三
年
の
審
議
史
料
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
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の
元
老
院
は
、
柳
原
前
光
、
尾
崎
三
良
、
鳥
尾
小
弥
太
各
議
官
な
ど
に
よ
り
前
年

か
ら
徐
々
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
事
実
上
最
後
の
元
老
院
改
革
の
動
き
を
み
せ
つ

つ
、
会
議
で
は
、
帝
国
議
会
開
会
を
目
前
に
し
て
民
法
、
商
法
の
編
纂
に
と
も
な

う
審
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。【
１０１
】「
第
五
百
八
十
九
議
案

商
法
第
一
編
第
一
章

乃
至
第
六
章
」、【
１３２
】「
商
法
草
案
第
一
編
第
七
章
以
下
及
第
二
編
第
三
編
」
は

商
法
審
議
の
際
の
配
布
史
料
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
商
法
は
、
他
の
諸

法
典
と
と
も
に
法
律
取
調
委
員
会
、
元
老
院
会
議
の
審
議
を
経
て
帝
国
議
会
発
足

の
前
に
公
布
さ
れ
た
が
、
施
行
期
日
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
生
じ
、
元
老
院
で
は
施

行
延
期
を
議
決
し
、
そ
の
旨
を
意
見
書
と
し
て
上
奏
し
て
い
た�
。
民
法
は
、
商
法

と
な
ら
ぶ
元
老
院
で
の
重
要
議
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
【
１０６
】「〔
第

六
百
十
四
号
議
案

民
法
人
事
編
獲
得
編
第
二
部
ヲ
除
ク
〕」
を
は
じ
め
と
し
た

審
議
史
料
が
、
断
片
的
な
も
の
も
含
め
数
点
み
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
か
ら
こ
れ
以
上
の
紹
介
は
控
え
る
が
、
い

ず
れ
も
当
該
期
の
元
老
院
の
審
議
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料

と
な
っ
て
い
る
。

四

華
族
と
元
老
院
議
官

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
な
か
っ
た
史
料
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

【
１
】
〜
【
４
】
は
、
元
老
院
の
審
議
と
直
接
に
は
関
係
性
が
薄
い
が
、
同
院

に
お
け
る
四
條
の
活
動
を
通
じ
手
許
に
残
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
し
、
こ
こ

に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
３
】「〔
内
田
政
風
・
海
江
田
信
義
意
見
書
〕」、【
４
】「〔
島
津
久
光
上
奏

文
〕」
は
、
と
も
に
写
し
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
理
由
や
経
緯
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
、
四
條
の
手
許
に
残
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。【
３
】
に
つ
い
て
は
、
同

文
の
文
書
が
『
明
治
建
白
書
集
成
』
第
四
巻�
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今

回
所
蔵
先
と
さ
れ
る
機
関
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
文
書
の
存
在
が
確
認
で
き
ず
、

出
典
が
不
確
か
な
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
こ
の
文
書
は
、
か
つ
て
川
崎
男
爵

家
所
蔵
の
「
岩
倉
具
視
関
係
文
書
」
に
原
本
乃
至
写
し
が
存
在
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
現
在
古
文
書
と
し
て
内

容
を
確
認
で
き
る
の
は
【
３
】
だ
け
と
い
え
、
そ
の
意
味
で
貴
重
で
あ
る
。

【
４
】
は
、『
鹿
児
島
県
史
料

玉
里
島
津
家
史
料
八
』
の
「
二
四
四
八

久
光

公
官
位
奉
還
ノ
上
書�
」
お
よ
び
、
右
を
典
拠
と
し
た
『
島
津
久
光
公
実
記�
』、『
明

治
天
皇
紀�
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
文
書
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、

【
４
】
が
日
付
を
「
明
治
八
年
乙
亥
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
鹿
児
島
県
史

料
』
は
「
明
治
七
年
十
月
」
と
し
て
い
る
点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
鹿

児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
保
管
「
玉
里
島
津
家
史
料
」
で
、
先
に
あ
げ

た
二
四
四
八
お
よ
び
、
こ
の
史
料
の
別
の
草
稿
で
あ
る
「
二
四
五
一

久
光
公
ノ

上
書�
」
を
参
照
し
た
結
果
、
後
者
の
草
稿
の
末
尾
に
「
右
通
ノ
御
書
面
去
年
十
月

御
認
ニ
相
成
居
候
ヲ
明
治
八
年
亥
四
月
九
日
三
條
江
御
遣
ニ
相
成
候
事
」
と
書
込

ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
意
見
書
の
日
付
を
「
明
治
八

年
」
と
す
る
【
４
】
の
記
述
は
内
容
的
に
矛
盾
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら

に
、「
三
條
実
美
関
係
文
書
」
中
の
四
月
九
日
付
三
條
・
岩
倉
宛
島
津
久
光
書
簡�

に
意
見
書
の
奉
呈
を
示
す
記
述
が
あ
る
こ
と
や
、
島
津
が
三
條
・
岩
倉
等
の
動
き

を
記
し
た
覚
書
で
あ
る
「
二
五
五
一

三
條
岩
倉
両
公
ノ
左
府
公
訪
問
其
他�
」
に

「
四
月
九
日

一
御
書
付
御
差
出
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
従
来
明
治
七
年
一
〇
月
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た

意
見
書
は
、
実
際
に
公
表
さ
れ
た
の
は
明
治
八
年
四
月
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
他
に
も
、
右
文
書
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
意
見
書
の
提
出
経
緯
や

明
治
七
、
八
年
の
島
津
久
光
を
め
ぐ
る
政
局
に
つ
い
て
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
が
、
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紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

以
上
、
元
老
院
の
機
能
と
四
條
の
書
記
官
・
議
官
と
し
て
の
活
動
を
踏
ま
え
つ

つ
「
四
條
男
爵
家
文
書
」
の
紹
介
を
試
み
て
き
た
が
、
四
條
に
つ
い
て
考
え
る
上

で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
同
人
が
華
族
議
官
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

華
族
が
上
院
議
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
、
木
戸
孝
允
を
は
じ
め
明
治
政
府
内

で
早
く
か
ら
構
想
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
華
族
自
身
も
こ
れ
を
階
級
的
使
命
と
受
け

と
め
、
将
来
に
向
け
研
鑚
を
積
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
中
で
「
元
老
院

章
程
」
第
四
条
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
議
長
、
副
議
長
、
議
官
ニ
選
任
セ
ラ
ル
ル

者
ハ
、
皇
族
、
華
族
及
ヒ
勅
任
官
ニ
昇
リ
シ
者
、
国
家
ニ
功
労
ア
ル
者
、
政
治
法

律
ノ
学
識
ア
ル
者
ニ
限
ル
ヘ
シ�
」
と
い
う
議
官
の
選
任
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
明
治
八
年
七
月
に
は
、
柳
原
前
光
・
長
谷
信

篤
・
壬
生
基
修
（
以
上
旧
公
家
）・
大
給
恒
・
秋
月
種
樹
（
以
上
旧
大
名
）
が
議

官
に
就
任
し
、
そ
の
後
も
四
條
の
養
父
隆
謌
を
は
じ
め
何
人
も
の
華
族
が
議
官
に

な
っ
た
。
元
老
院
議
官
に
は
立
法
諮
問
機
関
と
い
う
性
格
上
、
法
曹
関
係
者
、
内

務
官
僚
経
験
者
が
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
華
族
議
官
も
一
角
を
占
め
て
お
り
、

彼
ら
の
存
在
自
体
が
、
元
老
院
が
そ
れ
ま
で
の
立
法
機
関
と
も
後
の
帝
国
議
会
と

も
違
っ
た
独
自
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
華
族
か

ら
の
元
老
院
議
官
就
任
者
は
全
議
官
一
七
〇
名
中
、
一
九
名
と
い
う
よ
う
に
狭
き

門
で
あ
り
、
明
治
維
新
の
功
績
者
、
華
族
社
会
の
代
表
者
な
ど
ご
く
か
ぎ
ら
れ
た

人
物
し
か
な
れ
な
か
っ
た�
。
四
條
の
場
合
も
議
官
就
任
に
あ
た
っ
て
は
、
三
條
実

美
、
伊
藤
博
文
ら
の
口
添
え
を
受
け
て
い
た�
。
こ
う
し
た
中
で
の
四
條
の
元
老
院

書
記
官
お
よ
び
議
官
就
任
を
考
え
る
と
、
彼
自
身
の
力
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

立
憲
制
確
立
期
に
お
け
る
国
家
の
構
成
要
素
と
し
て
華
族
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過

程
の
中
で
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
り
、
当
時
の
政
府
や
華
族
社
会
か
ら
の
期
待
の

あ
ら
わ
れ
と
理
解
で
き
よ
う
。
実
際
、
四
條
と
同
じ
日
に
太
政
官
少
書
記
官
、
元

老
院
少
書
記
官
に
就
任
し
た
久
我
通
久
は
少
壮
俊
才
の
華
族
と
し
て
期
待
を
集
め

て
お
り
、
ま
た
四
條
が
議
官
に
就
任
し
た
明
治
二
一
年
の
前
後
に
は
多
数
の
華
族

が
議
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
の
事
情
は
、
前
号
で
紹
介
し
た
「（
公

家
華
族
ニ
常
職
ヲ
授
ク
ル
議
）」
に
み
ら
れ
る
四
條
隆
平
の
華
族
認
識
と
合
わ
せ

て
考
え
る
と
興
味
深
い
。

明
治
二
三
年
一
一
月
に
成
立
し
た
貴
族
院
に
は
元
老
院
議
官
か
ら
転
じ
た
者
が

多
数
お
り
、
さ
き
に
み
た
久
我
も
侯
爵
議
員
に
就
任
し
て
い
る
が
、
四
條
は
こ
の

時
は
議
員
に
は
な
れ
ず
宮
中
の
名
誉
職
で
あ
る
錦
鶏
間
祗
候
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

四
條
が
議
員
に
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
当
時
彼
が
侯
爵
家
の
嗣
子

で
あ
り
将
来
的
に
は
議
席
を
有
す
る
こ
と
を
予
想
さ
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る

が
、
議
席
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
四
條
自
身
に
と
っ
て
は
不
本
意
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
可
能
性
と
し
て
は
勅
選
議
員
と
い
う
道
も
あ
っ
た
が
、
当

時
は
華
族
が
勅
選
議
員
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
あ
り�
、

さ
ら
に
勅
任
官
通
算
在
籍
五
年
以
上
と
い
う
勅
選
の
目
安
に
も
経
歴
的
に
若
干
届

か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
勅
選
議
員
と
し
て
の
任
命
も
難
し
か
っ

た
よ
う
で
あ
る�
。
ち
な
み
に
四
條
が
貴
族
院
に
議
席
を
得
た
の
は
、
明
治
三
七
年

七
月
、
男
爵
議
員
と
し
て
互
選
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、「
四
條
男
爵
家
文
書
」
に
お
け
る
元
老
院
関
係
史
料
に
つ
い
て
、
主
な

文
書
を
紹
介
し
つ
つ
、
四
條
隆
平
の
元
老
院
書
記
官
・
議
官
活
動
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
当
該
期
の
元
老
院
の
審
議
過
程
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
元
老
院
の
実
態
を
検
討
す
る
上
で
も
貴
重
な
史

料
で
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
た
。
ま
た
、
史
料
を
通
し
て
四
條
の
元
老
院
書
記
官
、
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議
官
と
し
て
の
活
動
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
元
老
院
期
の
華
族
議
官
の
実
態
を
知
る
上
で
も
貴

重
な
も
の
と
な
ろ
う
。
本
史
料
を
さ
ら
に
分
析
し
、
他
史
料
と
の
比
較
、
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
元
老
院
お
よ
び
華
族
議
官
に
つ
い
て
一
層
の
研
究
の
進
展

が
見
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

﹇
水
野
京
子
﹈

註�
「（
史
料
紹
介
）
四
條
男
爵
家
文
書
」
本
紀
要
第
八
号
（
平
成
一
六
年
三
月
発

刊
）、「
同
（
二
）」
第
一
一
号
（
平
成
一
九
年
三
月
発
刊
）。

�
「
元
老
院
職
制
章
程
」
第
一
条
（
明
治
八
年
四
月
二
五
日
、
国
立
公
文
書
館

蔵
『
太
政
類
典
』
二
編
一
八
巻
七
三
）。

�

前
掲
「
元
老
院
職
制
章
程
」
第
五
条
。

�
「
検
視
条
例
」
第
一
条
（「
元
老
院
条
例
」
明
治
八
年
一
二
月
二
二
日
太
政
官

達
）。
以
下
、
法
令
は
特
に
記
さ
な
い
か
ぎ
り
『
法
令
全
書
』（
内
閣
官
報
局
編
、

原
書
房
〈
覆
刻
〉、
昭
和
四
九
〜
五
一
年
）
に
拠
っ
た
。

�

柴
田
和
夫
「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
元
老
院
関
係
資
料
に
つ
い
て
」（『
北
の
丸

―
国
立
公
文
書
館
報
―
』
第
六
号
、
昭
和
五
一
年
）。

�

前
掲
「
元
老
院
条
例
」
明
治
八
年
一
二
月
二
二
日
太
政
官
達
。

�
「
読
会
規
則
」
明
治
九
年
一
二
月
二
八
日

通
牒
（
大
日
方
純
夫
・
我
部
政

男
編
『
元
老
院
日
誌
』
一
巻
〈
三
一
書
房
、
昭
和
五
六
年
〉
五
二
六
頁
）。

�
「
議
案
修
正
条
例
」（
前
掲
「
元
老
院
条
例
」
明
治
八
年
一
二
月
二
二
日
太
政

官
達
）。

	
「
元
老
院
ノ
条
例
規
則
ヲ
廃
シ
更
ニ
職
制
章
程
及
議
長
以
下
ノ
俸
給
ヲ
定
メ

ラ
ル
」
明
治
八
年
一
一
月
二
五
日
〔
太
政
官
〕
太
政
大
臣
達
（
前
掲
『
元
老
院

日
誌
』
一
巻
、
二
八
三
頁
）。




明
治
九
年
一
月
二
四
日
〔
元
老
院
〕
副
議
長
回
達
（
前
掲
『
元
老
院
日
誌
』

一
巻
、
三
三
八
頁
）。

�

前
掲
柴
田
論
文
。

�

明
治
一
五
年
五
月
一
〇
日
（『
元
老
院
日
誌
』
三
巻
〈
同
、
昭
和
五
六
年
〉

二
二
四
頁
）。




明
治
八
年
一
二
月
二
八
日
太
政
官
第
二
一
七
号
達
。

�
『
単
行
書
・
元
老
院
沿
革
略
誌
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
本
館
―
２
Ａ
―
０３４
―

０３
・
単
０
１
７
７
７
１
０
０
）。

�
「
事
務
局
条
例
改
定
ノ
件
」
明
治
一
三
年
一
二
月
二
日
議
長
大
木
喬
任
〔
決

裁
〕（
国
立
公
文
書
館
蔵
『
単
行
書
・
諸
規
則
録
』
本
館
―
２
Ａ
―
０３４
―
０４
・

単
０
―
８
２
５
１
０
０
）。

�
「
事
務
局
条
例
改
正
」
明
治
一
三
年
一
二
月
二
日
〔
元
老
院
〕
議
長
達
（『
元

老
院
日
誌
』
二
巻
〈
同
、
昭
和
五
六
年
〉
四
八
一
頁
）。

�
「
調
査
課
細
則
ヲ
定
ム
」
明
治
一
四
年
二
月
二
日
〔
元
老
院
〕
決
裁
（
前
掲

『
元
老
院
日
誌
』
二
巻
、
五
四
九
頁
）。

�

明
治
一
四
年
三
月
二
二
日
（
前
掲
『
元
老
院
日
誌
』
二
巻
、
六
〇
〇
頁
）。

�

明
治
一
四
年
一
二
月
二
日
（
前
掲
『
元
老
院
日
誌
』
二
巻
、
七
六
九
頁
）。

�

明
治
一
五
年
五
月
一
〇
日
（
前
掲
『
元
老
院
日
誌
』
三
巻
、
二
二
四
頁
）。

�

明
治
一
四
年
一
二
月
二
二
日
（
前
掲
『
元
老
院
日
誌
』
二
巻
、
七
八
九
頁
）。

�

明
治
一
三
年
一
二
月
二
日
よ
り
准
奏
任
御
用
掛
（
前
掲
『
元
老
院
日
誌
』
二

巻
、
四
八
〇
頁
）。
明
治
一
四
年
五
月
六
日
か
ら
は
権
少
書
記
官
。

�

明
治
一
四
年
五
月
三
〇
日
（
前
掲
『
元
老
院
日
誌
』
二
巻
、
六
三
八
頁
）、

明
治
一
五
年
六
月
一
三
日
か
ら
権
少
書
記
官
。

�

明
治
一
四
年
八
月
一
一
日
（
前
掲
『
元
老
院
日
誌
』
二
巻
、
六
八
九
頁
）、
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明
治
一
六
年
一
二
月
二
七
日
よ
り
准
奏
任
官
、
明
治
一
八
年
六
月
二
日
よ
り
権

少
書
記
官
。

�

明
治
法
制
経
済
史
研
究
書
編
、
元
老
院
会
議
筆
記
刊
行
会
刊
、
昭
和
三
八
〜

平
成
四
年
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
の
翻
刻
。

�

前
掲
柴
田
論
文
。

�

元
老
院
に
関
わ
る
研
究
は
膨
大
に
あ
り
す
べ
て
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
上
下
（
有
斐
閣
、
昭
和
三
五
・
三
七

年
）
な
ど
の
憲
政
史
研
究
の
ほ
か
、『
元
老
院
会
議
筆
記
』
を
利
用
し
た
法
制

史
関
係
や
元
老
院
宛
の
建
白
書
を
使
用
し
た
研
究
な
ど
が
あ
る
。
研
究
史
に
つ

い
て
は
、
大
日
方
純
夫
・
我
部
政
男
「
解
説
」（『
元
老
院
日
誌
』
四
巻
〈
同
、

昭
和
五
七
年
〉
七
三
三
〜
七
六
九
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

�
「
太
政
官
中
参
事
院
ヲ
置
ク
」
明
治
一
四
年
一
〇
月
二
一
日
太
政
官
第
六
〇

号
布
告
。

�
「
宮
中
ニ
制
度
取
調
局
設
置
」
明
治
一
七
年
三
月
一
七
日
太
政
官
第
二
三
号

達
。

�
「
太
政
大
臣
左
右
大
臣
参
議
各
省
�
ノ
職
制
ヲ
廃
シ
内
閣
総
理
大
臣
及
各
省

諸
大
臣
ヲ
置
キ
内
閣
ヲ
組
織
ス
」
明
治
一
八
年
一
二
月
二
二
日

太
政
官
第
六

九
号
達
。

�

前
掲
柴
田
論
文
。

	

明
治
一
七
年
三
月
一
八
日
「
法
案
審
閲
順
序
」（
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分

類
大
全
』
第
一
〇
冊
、
第
一
編
、
官
職
門
一
〜
六
〈
明
治
二
二
年
〉
三
〇
一

頁
）。




明
治
財
政
史
編
纂
会
『
明
治
財
政
史
』
第
一
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四

七
年
）
二
五
八
〜
二
七
〇
頁
。

�

ロ
エ
ス
レ
ル
起
草
の
商
法
草
案
の
中
の
「
為
替
ノ
部
」
は
、
大
蔵
省
に
お
い

て
、
銀
行
局
加
藤
済
議
長
お
よ
び
、
渋
沢
栄
一
（
第
一
国
立
銀
行
）、
三
野
村

利
左
衛
門
（
三
井
銀
行
）、
中
村
道
太
（
横
浜
正
金
銀
行
）、
安
田
善
次
郎
（
安

田
銀
行
）、
種
田
誠
一
（
第
三
十
三
国
立
銀
行
）
ら
と
と
も
に
手
形
条
例
草
案

を
作
成
、
参
事
院
商
法
編
纂
委
員
が
修
正
し
「
為
替
法
」
と
な
っ
た
。（『
東
京

経
済
雑
誌
』
第
一
〇
八
号
、〈
第
五
巻
（
二
）、
五
二
五
頁
、
明
治
文
献
、
昭
和

五
一
年
翻
刻
版
〉）。

�
「
第
三
百
五
十
一
号
議
案
制
定
事
情
」（
前
掲
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
第
一
三

巻
、
一
一
三
四
〜
一
一
三
八
頁
）。




国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
寄
託
「
箕
作
阮
甫
・
麟
祥
文
書
」
一
二
七

「
合
本
銀
行
貯
蔵
銀
行
条
例
」。
同
史
料
は
枢
密
院
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

�

三
枝
一
雄
『
明
治
商
法
の
成
立
と
変
遷
』（
三
省
堂
、
平
成
四
年
）。

�

牧
原
憲
夫
、
茂
木
陽
一
編
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
三
年
）
九
五
三
〜
九
五
四

頁
。

�

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
鹿
児
島
県
史
料

玉
里
島
津
家

史
料
八
』（
鹿
児
島
県
、
平
成
一
一
年
）
六
〜
九
頁
。

�

三
、
覆
刻
版
、
日
本
史
蹟
協
会
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
一
二
年
。

�

宮
内
庁
、
第
三
巻
、
平
成
一
二
年
、
三
二
六
〜
三
三
〇
頁
。

�

鹿
児
島
県
立
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
寄
託
、
玉
里
島
津
家
史
料
二
四
五

一
「
久
光
公
ノ
上
書
」。

�

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
三
條
実
美
関
係
文
書
」
書
翰
の
部
、

三
一
一
―
三
。

�

前
掲
『
鹿
児
島
県
史
料
』、
一
七
七
〜
一
七
八
頁
。

�

前
掲
「
元
老
院
職
制
章
程
」
第
四
条
。

�

内
訳
は
、
皇
族
一
名
、
公
家
華
族
一
二
名
、
大
名
華
族
六
名
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
勲
功
華
族
を
含
ま
な
い
。
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�

明
治
（
二
一
）
年
三
月
七
日
付
伊
藤
博
文
宛
三
條
実
美
書
簡
（
伊
藤
博
文
関

係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
五
巻
〈
塙
書
房
、
昭
和
五
二
年
〉

一
五
七
頁
）。

�

金
子
堅
太
郎
述
「
議
会
開
設
当
時
の
事
情
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料

室
蔵
「
貴
族
院
五
十
年
史
編
纂
会
収
集
文
書
」
六
三
）。

�

小
林
和
幸
『
明
治
立
憲
政
治
と
貴
族
院
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
二
年
）

一
一
五
〜
一
一
六
、
一
三
五
頁
。

〔
後
記
〕

今
回
紹
介
し
た
史
料
の
整
理
、
目
録
化
に
つ
い
て
は
、
華
族
史
料
研
究
会
の
以

下
の
メ
ン
バ
ー
が
行
い
、
最
終
的
な
と
り
ま
と
め
は
水
野
が
担
当
し
た
。

荒
川

将
（
中
央
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

今
津
敏
晃
（
関
東
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

神
谷
久
覚
（
東
京
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
経
済
史
専
攻
博
士
課
程
）

土
田
宏
成
（
神
田
外
語
大
学
外
国
語
学
部
専
任
講
師
）

内
藤
一
成
（
宮
内
庁
書
陵
部
員
）

水
野
京
子
（
成
蹊
学
園
史
料
館
調
査
員
）

な
お
、
今
回
紹
介
し
た
史
料
に
つ
い
て
研
究
を
目
的
と
し
て
閲
覧
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
以
下
の
ア
ド
レ
ス
（kbunsho@

yahoo.co.jp

）
ま
で
お
問
合
せ
下

さ
い
。

今
回
も
史
料
調
査
及
び
成
果
の
公
表
に
つ
い
て
快
く
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
四
條

家
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
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【
史
料
翻
刻
】

凡
例

一
、
漢
字
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。
仮
名
に
つ
い
て
は
そ
の

ま
ま
と
し
、
変
体
仮
名
は
普
通
仮
名
に
改
め
た
。
句
読
点
は
適
宜
付
し
た
。

一
、
闕
字
、
平
出
は
行
わ
な
か
っ
た
。

一
、
原
文
中
の
文
字
訂
正
は
当
該
部
分
に
傍
線
を
付
し
、〔

〕
に
て
訂
正
を
記

し
た
。

一
、
誤
字
、
脱
字
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
原
本
の
ま
ま
と
し
、
適
宜
そ
の
傍
ら
に

マ
マ
や
（

）
を
付
し
た
。

一
、
虫
損
、
汚
損
に
よ
り
判
読
不
能
な
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

一
、
年
代
表
記
は
原
則
と
し
て
元
号
と
し
た
。

一
、
今
回
翻
刻
を
行
っ
た
史
料
は
目
録
中
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
表
記
し
た
。

一
、
今
日
か
ら
見
て
、
不
適
切
な
表
現
な
ど
に
つ
い
て
も
歴
史
的
史
料
と
し
て
の

性
格
上
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

【
史
料
３
】〔
内
田
政
風
・
海
江
田
信
義
意
見
書
〕

夫
レ
国
ニ
君
ア
リ
テ
政
府
ヲ
設
ル
ハ
闔
国
幾
多
ノ
生
霊
ヲ
天
ニ
代
テ
保
護
ス
ル
所

以
ナ
リ
。
故
ニ
人
民
モ
亦
政
府
ニ
尽
ス
義
務
ア
リ
。
此
義
務
ハ
政
府
ノ
保
護
ヲ
愛

テ
恩
労
ニ
酬
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
則
税
租
其
他
雑
税
等
政
府
規
則
ヲ
設
ケ
人
民
之
ヲ
遵

奉
ス
。
各
国
大
同
小
異
ア
リ
ト
雖
モ
其
理
ハ
則
一
ナ
リ
。
夫
レ
各
国
ト
モ
ニ
建
国

ノ
約
束
ア
リ
テ
政
体
ノ
立
様
各
種
ア
リ
ト
雖
モ
畢
竟
圧
制
束
縛
シ
君
主
意
ノ
如
ク

擅
ニ
行
フ
ハ
稀
ナ
リ
。
若
君
主
亦
は
政
府
意
ノ
如
ク
行
フ
国
ア
レ
ハ
之
ヲ
野
蛮
ト

称
シ
甚
之
レ
ヲ
卑
ム
故
ニ
君
主
専
制
ノ
国
ト
雖
モ
逐
次
之
レ
ヲ
改
正
シ
其
弊
ヲ
除

キ
或
ハ
自
主
自
由
ノ
権
ヲ
許
シ
上
下
ノ
権
利
ヲ
区
域
シ
政
治
其
宜
ヲ
得
、
人
民
各

其
業
ニ
安
着
シ
一
家
ノ
営
ヲ
ナ
シ
君
臣
父
母
妻
子
兄
弟
朋
友
孝
悌
忠
信
ノ
道
�
ヒ

世
人
交
際
ノ
義
随
テ
興
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
只
政
府
ノ
注
意
ス
ル
数
千
万
口
ヲ
シ
テ
有

道
ノ
域
ニ
教
導
シ
廉
恥
ヲ
知
ラ
シ
メ
其
方
向
ヲ
一
ツ
ニ
ナ
シ
上
下
安
寧
浮
沈
ヲ
倶

ニ
シ
内
ヲ
実
シ
国
威
ヲ
振
興
シ
敵
国
外
寇
ノ
憂
患
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
ル
ノ
ミ
。

若
シ
夫
レ
国
威
張
ラ
サ
レ
ハ
敵
国
其
弊
ニ
乗
シ
終
ニ
国
土
人
民
蹂
躪
セ
ラ
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ス
之
レ
ヲ
挽
回
ス
ル
ノ
道
甚
難
ク
勢
尽
レ
ハ
敵
国
ノ
奴
隷
ト
ナ
ル
。
先
�
挙

テ
数
エ
カ
タ
シ
茲
ヲ
以
テ
古
今
君
主
タ
ラ
ン
人
ハ
専
ラ
政
治
ニ
心
志
ヲ
労
シ
賢
相

良
吏
ヲ
抜
擢
シ
公
論
ヲ
以
テ
善
道
ヲ
行
ヒ
聊
カ
愛
憎
ノ
念
ヲ
除
キ
民
ヲ
率
ユ
ル
ニ

仁
心
信
義
ヲ
以
テ
シ
不
偏
不
党
公
明
正
大
ナ
ラ
サ
レ
ハ
民
服
従
セ
ス
。
民
予
テ
ノ

政
令
ニ
服
従
セ
サ
レ
ハ
外
寇
内
憂
ア
リ
ト
雖
モ
必
ス
鋒
ヲ
逆
ニ
ス
。
抑
政
府
ノ
制

タ
ル
ヤ
君
主
特
命
ノ
詔
ニ
成
ル
ア
リ
。
或
ハ
政
府
議
定
シ
是
ヲ
聖
断
ニ
出
ル
モ
ノ

ア
リ
ト
雖
モ
君
主
ノ
命
ヲ
奉
ス
ル
ハ
大
臣
体
認
ニ
ア
ラ
サ
ル
者
ナ
シ
。
大
臣
之
レ

ヲ
奉
シ
是
レ
ヲ
施
行
シ
タ
ル
後
仮
令
不
体
裁
ヲ
生
ス
ト
モ
聖
徳
ノ
煩
ト
ナ
サ
ヽ
ラ

シ
ム
。
是
宇
内
万
国
大
臣
ノ
大
規
責
ニ
シ
テ
動
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
則
ナ
リ
。
然
ル

ニ
吾
帝
国
近
事
ノ
如
キ
ハ
太
政
大
臣
三
條
実
美
公
�
職
掌
ヲ
誤
リ
不
体
裁
ア
ル
モ

悉
ク
之
ヲ
天
皇
陛
下
ニ
負
セ
奉
リ
再
ヒ
叡
慮
ヲ
伺
ヒ
是
レ
ヲ
裁
ス
、
吾
耳
度
外
ニ

在
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
。
之
レ
大
臣
タ
ル
ノ
則
ニ
触
ル
モ
ノ
ニ
テ
天
威
地
ニ
堕
チ
不
信

ヲ
海
内
ニ
示
ス
原
因
ナ
リ
。
不
臣
ノ
極
メ
ト
云
ヘ
シ
。
実
ニ
恐
多
ク
モ
聖
明
ノ
至

尊
ヲ
眩
惑
シ
奉
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
。
臣
ト
シ
テ
孰
レ
カ
之
レ
ヲ
傍
観
坐
視
ス
ル
ヲ

得
ヘ
ケ
ン
ヤ
。
伏
テ
惟
ル
ニ
慶
応
四
年
閏
四
月
五
ヶ
条
ノ
目
ヲ
挙
ケ
ラ
レ
タ
ル
御

誓
文
ニ
条
件
事
行
ハ
レ
不
悖
ヲ
以
テ
旨
趣
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
布
達
海
内
遵
奉
セ
サ
ル

ナ
シ
。
然
ル
ヲ
太
政
大
臣
ト
シ
テ
御
誓
文
ニ
不
恥
依
然
職
ヲ
奉
ス
、
何
等
ノ
謂
タ

ル
哉
。
夫
レ
如
斯
自
己
ノ
責
任
ヲ
願
念
セ
ス
、
何
ヲ
以
テ
数
千
万
口
ノ
生
霊
ヲ
統

轄
ス
ル
ヲ
得
ヘ
ケ
ン
ヤ
。
人
民
政
府
信
義
ノ
ア
ル
所
ヲ
疑
フ
ハ
要
ス
ル
ニ
積
年
是

等
ノ
曖
昧
ア
ル
ニ
萌
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
政
府
ハ
闔
国
人
民
ノ
恨
府
ト
ナ
ル
其
弊
挙
ル

ニ
遑
ア
ラ
ス
仮
令
天
皇
陛
下
優
渥
ノ
勅
諭
ア
ラ
セ
玉
フ
ト
モ
少
シ
ク
恥
ヲ
知
ル
ノ
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人
ナ
ラ
ハ
争
カ
職
ヲ
奉
ス
ル
ノ
顔
ア
ラ
ン
ヤ
。
況
ヤ
大
臣
タ
ル
モ
ノ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
。

畢
竟
器
ニ
乏
シ
キ
カ
致
ス
所
ナ
ラ
ン
。
臣
等
苟
モ
皇
国
三
千
万
口
余
ノ
一
人
ニ
シ

テ
皇
基
不
立
政
府
信
義
ナ
ク
大
臣
ノ
責
任
ヲ
顧
ミ
サ
ル
等
ノ
重
弊
粲
然
タ
ル
ヲ
覚

知
シ
ナ
カ
ラ
臣
等
其
政
令
ニ
屈
伏
シ
唯
命
之
レ
従
フ
ノ
人
タ
ル
ヲ
得
ス
。
且
又
国

家
燃
眉
ノ
大
憂
ト
ナ
ル
モ
ノ
ハ
金
貨
ノ
濫
出
ニ
シ
テ
大
弊
害
ノ
来
ル
瞬
息
ノ
間
ニ

ア
ラ
ン
カ
。
之
ヲ
維
持
ス
ル
ノ
難
キ
三
尺
ノ
童
ト
雖
モ
能
ク
之
レ
ヲ
弁
知
ス
。
若

シ
之
レ
ニ
加
フ
ル
ニ
変
ヲ
以
テ
セ
ハ
終
ニ
国
ヲ
裂
ク
ニ
止
マ
ラ
サ
ル
モ
亦
知
ル
ヘ

カ
ラ
ス
。
実
ニ
目
今
内
外
危
急
存
亡
切
迫
ノ
秋
ナ
リ
。
故
ニ
忌
諱
ヲ
不
憚
御
為
筋

ノ
議
ア
ラ
ハ
建
白
ス
ヘ
キ
旨
予
テ
ノ
布
達
ヲ
遵
奉
シ
天
地
ノ
公
道
ニ
基
キ
大
臣
ノ

非
ヲ
挙
ケ
元
老
院
議
員
中
ニ
陳
述
ス
。
抑
願
ハ
若
シ
臣
等
不
遜
ノ
事
ニ
帰
セ
ハ
罪

ニ
伏
シ
聊
ノ
無
恨
処
誠
惶
誠
態
頓
首
拝

明
治
八
年
十
月
三
十
日
従
五
位
内
田
政
風

従
五
位
海
江
田
信
義

元
老
院
議
員
御
中

【
史
料
４
】〔
島
津
久
光
上
奏
書
〕

左
大
臣
従
二
位
島
津
久
光
誠
恐
誠
惶
頓
首
頓
首
、
謹
テ
上
書
ス
。
臣
不
省
ノ
身
ナ

リ
ト
雖
モ
文
久
壬
戌
ノ
春
ヨ
リ
元
治
甲
子
ノ
春
ニ
至
リ
公
武
ノ
間
ニ
周
旋
セ
シ
処

先
帝
臣
カ
菲
才
ヲ
棄
玉
ハ
ス
再
三
宸
翰
ヲ
垂
レ
密
勅
ヲ
蒙
リ
且
ツ
御
太
刀
御
短
刀

ヲ
玉
ヒ
官
ニ
叙
任
セ
ラ
レ
臣
犬
馬
ノ
労
ヲ
尽
シ
聖
恩
ニ
奉
令
セ
ン
ト
欲
ス
。
豈
料

ラ
ン
ヤ
、
浮
説
百
端
事
遂
ニ
成
ラ
ス
空
シ
ク
藩
ニ
帰
ル
。
既
ニ
シ
テ
陛
下
祚
ヲ
践

ミ
玉
ヒ
亦
臣
ヲ
召
故
ニ
慶
応
丁
卯
ノ
夏
更
ニ
上
京
ス
。
料
ラ
ス
脚
気
ノ
病
ニ
罹
リ

永
ク
滞
京
ス
ル
能
ハ
ス
。
請
テ
浪
華
ニ
下
リ
保
養
ス
ト
雖
モ
季
秋
ニ
至
リ
病
労
愈

加
リ
終
ニ
腰
脚
痿
痺
寸
歩
ス
ル
能
ハ
ス
。
時
勢
日
ニ
紛
擾
ニ
赴
ク
ト
雖
モ
勉
強
尽

力
ス
ル
ニ
由
ナ
シ
。
己
ヲ
得
ス
請
フ
テ
藩
ニ
帰
リ
再
来
荏
苒
病
蓐
ニ
在
テ
戊
辰
ノ

乱
ト
雖
モ
病
脚
猶
依
然
タ
リ
。
故
ニ
耳
砲
声
ヲ
聞
カ
ス
目
旌
旗
ヲ
見
ス
遺
憾
極
リ

ナ
シ
。
幸
ニ
シ
テ
黄
泉
ノ
客
ト
ナ
ラ
サ
ル
已
。
己
巳
ノ
春
右
少
弁
柳
原
前
光
ヲ
勅

使
ト
シ
テ
大
ニ
褒
賞
ノ
宸
翰
ヲ
玉
ヒ
病
夫
汗
馬
ノ
労
ナ
ク
此
恵
典
ニ
逢
フ
恐
縮
シ

テ
手
足
ヲ
措
ク
ニ
所
ナ
シ
。
故
ニ
病
ヲ
扶
テ
上
京
シ
天
恩
ノ
隆
渥
ヲ
謝
ス
。
亦
官

位
昇
進
ノ
命
ヲ
蒙
リ
再
三
ノ
厚
恩
報
ス
ル
ニ
道
ナ
シ
。
然
リ
ト
雖
ト
モ
病
脚
未
タ

恢
復
ニ
至
ラ
ス
朝
ニ
立
チ
従
事
ス
ル
ヲ
得
ス
。
辞
シ
テ
藩
ニ
皈
ル
。
庚
午
ノ
冬
復

タ
大
納
言
岩
倉
具
視
ヲ
勅
使
ト
シ
テ
藩
ニ
遣
ハ
サ
レ
懇
篤
ノ
宸
翰
ヲ
賜
ヒ
上
京
ヲ

命
セ
ラ
レ
病
愈
サ
ル
ヲ
以
辛
未
ノ
春
藩
知
事
忠
義
ヲ
シ
テ
代
テ
上
京
シ
是
ヲ
拝
謝

セ
シ
ム
。
是
年
ノ
秋
廃
藩
ノ
命
ア
リ
。
初
メ
テ
賊
乱
ヲ
平
ク
長
士
薩
士
ノ
力
許
多

ナ
ル
故
ニ
薩
ノ
兵
士
等
休
暇
ヲ
賜
ヒ
テ
皈
藩
ス
ル
ヤ
戦
捷
ノ
余
威
ニ
募
リ
衆
人
ヲ

蔑
視
シ
或
ハ
人
家
ニ
闌
入
シ
或
ハ
分
捕
ト
称
シ
テ
席
上
ノ
器
財
ヲ
掠
奪
毀
傷
シ
或

ハ
白
日
酒
樽
ヲ
携
ヘ
街
頭
ニ
放
歌
シ
或
ハ
恣
マ
ヽ
ニ
髪
ヲ
断
チ
洋
服
ヲ
着
ケ
公
然

徘
徊
シ
或
ハ
門
地
ヲ
無
用
ノ
贅
物
ト
シ
テ
是
ヲ
廃
ス
ル
ノ
議
ヲ
主
張
シ
暴
行
跋
扈

至
ラ
サ
ル
所
ナ
シ
。
主
宰
タ
ル
者
目
見
サ
ル
カ
如
ク
耳
聴
カ
サ
ル
カ
如
シ
。
其
為

ス
所
ニ
任
セ
自
在
然
セ
シ
ム
ル
カ
如
シ
。
臣
病
蓐
ニ
在
テ
如
何
ト
モ
ス
ル
能
ハ
ス

唯
切
歯
嘆
息
ス
ル
ノ
ミ
。
終
ニ
其
ノ
形
勢
ヲ
朝
廷
ニ
及
ホ
シ
衣
冠
ヲ
廃
シ
礼
節
ヲ

壊
リ
政
教
法
令
宮
殿
器
服
悉
ク
洋
風
ニ
模
擬
拘
泥
シ
風
土
人
情
異
同
ヲ
弁
セ
ス
孟

浪
無
離
ノ
極
ニ
至
ル
長
大
息
ス
ヘ
シ
。
是
皆
諸
藩
士
ノ
其
藩
主
ヲ
軽
侮
ス
ル
モ
ノ

ト
臣
カ
旧
家
臣
五
六
輩
ノ
主
張
ス
ル
所
其
本
ヲ
推
セ
ハ
臣
カ
不
肖
ニ
シ
テ
制
圧
ス

ル
能
ハ
サ
ル
ノ
罪
ナ
リ
。
是
故
ニ
壬
申
ノ
夏
西
国
御
巡
幸
鹿
児
島
県
御
滞
輩
ノ
時

宮
内
�
徳
大
事
実
則
ニ
委
曲
演
舌
シ
旧
家
臣
等
ノ
黜
免
ヲ
乞
ヒ
且
十
四
条
ノ
愚
考

ヲ
奉
ル
。
還
幸
後
御
下
問
ノ
故
ヲ
以
テ
上
京
ノ
命
ヲ
承
リ
病
ニ
依
テ
是
ヲ
辞
ス
。

癸
酉
ノ
春
更
ニ
海
軍
大
輔
勝
安
房
侍
従
西
四
�
公
業
ノ
両
勅
使
ヲ
下
サ
シ
懇
篤
ノ

命
ヲ
蒙
リ
御
品
ヲ
賜
ハ
ル
。
故
ニ
已
ム
ヲ
得
ス
病
ヲ
忍
テ
上
京
シ
是
ヲ
謝
シ
御
下

問
ノ
条
件
ヲ
逐
一
ニ
上
陳
セ
シ
カ
ト
モ
三
十
余
日
ヲ
経
テ
猶
可
否
ノ
勅
諭
ナ
シ
。
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控

甲

天

第
一
二
四
号

銀

銀
十
ノ
二
七
一
号

十
四
年
十
月
十
二
日
受
付
課

故
ニ
太
政
大
臣
三
條
ニ
一
簡
ヲ
呈
シ
是
ヲ
問
フ
。
尋
テ
皇
居
ニ
召
シ
太
政
大
臣
ヨ

リ
十
四
条
ノ
中
服
制
学
制
兵
制
ノ
三
件
御
採
用
ナ
リ
難
キ
ノ
旨
ヲ
拝
承
ス
。
眼
目

ノ
三
条
行
ハ
レ
ス
尽
力
ス
ル
ニ
道
ナ
キ
ヲ
以
テ
病
体
保
養
ノ
為
メ
ニ
帰
県
ノ
内
願

ヲ
太
政
大
臣
ニ
申
ス
。
岩
倉
大
臣
西
洋
ヨ
リ
皈
朝
マ
テ
滞
京
ス
ヘ
キ
ノ
答
ア
リ
。

九
月
ニ
至
リ
右
大
臣
皈
朝
ス
。
十
月
朝
鮮
処
置
ノ
廟
議
紛
乱
西
郷
板
垣
等
辞
職
皈

県
ス
。
十
二
月
ニ
至
リ
内
閣
顧
問
ニ
任
セ
ラ
ル
。
愚
意
御
採
用
ノ
有
無
ヲ
拝
承
セ

ス
。
故
ニ
辞
表
ヲ
上
ル
。
昨
年
一
月
佐
賀
ノ
乱
起
リ
西
郷
等
応
与
ス
ル
ノ
巷
説
生

ス
。
依
テ
下
向
シ
テ
説
諭
シ
共
ニ
上
京
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
。
許
可
ヲ
得
テ
下
問
セ

ン
ト
雖
モ
彼
レ
等
亦
辞
ス
ル
ニ
条
理
ア
ル
ヲ
以
テ
強
テ
促
ス
ニ
道
ナ
シ
。
御
内
勅

ノ
行
ノ
ハ
レ
サ
ル
臣
カ
罪
ナ
ル
ヲ
以
テ
復
命
ス
ル
能
ハ
ス
其
由
ヲ
上
陳
ス
。
更
ニ

宮
内
大
輔
万
里
小
路
博
房
小
丞
山
岡
鉄
太
郎
ノ
両
勅
使
ヲ
下
サ
シ
上
京
ス
ヘ
キ
ノ

命
ア
リ
。
故
ニ
上
京
セ
シ
処
料
ラ
ス
モ
懇
勅
ヲ
拝
聴
シ
且
ツ
御
短
刀
ヲ
賜
フ
。
皇

恩
愈
優
渥
感
泣
ノ
外
ナ
シ
。
尋
テ
左
大
臣
ノ
重
職
ニ
任
セ
ラ
レ
愚
魯
ノ
病
夫
固
ヨ

リ
負
担
ス
ル
能
ハ
ス
ト
雖
モ
命
ノ
重
ヲ
辞
ス
ル
ニ
由
ナ
ク
駑
才
ヲ
竭
シ
以
テ
鴻
恩

ノ
万
一
ニ
報
セ
ン
ト
欲
シ
三
條
岩
倉
ノ
両
大
臣
ト
共
ニ
姦
臣
ノ
免
職
ヲ
議
ス
ト
雖

〔
禧
〕

モ
事
速
ニ
成
ラ
ス
。
職
ヲ
辞
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
処
侍
従
長
東
久
世
通
信
ヲ
勅
使
ト

シ
テ
邸
ニ
遣
ハ
サ
レ
懇
命
ヲ
蒙
リ
已
ム
ヲ
得
ス
参
内
シ
是
ヲ
拝
謝
ス
。
料
ラ
ス
モ

玉
座
近
ク
召
シ
台
湾
ノ
事
件
切
迫
ノ
形
勢
ニ
ヨ
リ
病
ヲ
忍
テ
参
朝
シ
尽
力
ス
ヘ
キ

ノ
命
ヲ
奉
ス
。
再
三
ノ
懇
命
辞
ス
ル
能
ハ
ス
夫
レ
ヨ
リ
参
朝
シ
テ
今
日
ニ
至
レ
リ
。

然
ト
雖
モ
愚
意
未
タ
一
毫
モ
御
採
用
ノ
形
勢
リ
ク
皇
道
日
ヲ
遂
テ
陵
夷
シ
士
ハ
廉

マ

マ

〔
儘
〕

節
ヲ
失
ヒ
農
商
ハ
苛
法
ニ
若
シ
邪
教
ハ
頻
リ
ニ
蔓
延
シ
人
心
洶
々
タ
リ
。
此
侭
ニ

シ
テ
歳
月
ヲ
重
ネ
ハ
将
ニ
言
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
御
国
難
ニ
至
ラ
ン
ト
日
夜
焦
思
慮

苦
ス
ト
雖
モ
在
官
ノ
旧
家
臣
等
過
半
姦
臣
ニ
同
意
シ
洋
風
ニ
漫
淫
シ
冗
費
放
逸
侈

太
詐
術
ヲ
以
テ
文
明
開
化
自
主
自
由
ト
称
揚
シ
臣
ヲ
以
テ
固
陋
因
循
ト
シ
讒
口
嗷

ク
事
行
ハ
レ
ス
言
容
ラ
レ
ス
。
烏
�
奈
何
セ
ン
。
旧
主
ヲ
軽
蔑
愚
視
ス
ル
ノ
諸
藩

士
何
ソ
皇
上
ニ
真
忠
ヲ
尽
サ
ン
ヤ
。
皆
冨
貴
ヲ
貪
ル
ノ
私
心
ヲ
以
テ
終
ニ
国
家
ヲ

不
測
ノ
禍
ニ
陥
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
。
是
ヲ
洞
察
憂
悶
ス
ト
雖
ト
モ
朝
ニ
孤
立
シ
テ
是

ヲ
制
ス
ル
ニ
力
ナ
ク
且
宿
痾
頻
リ
ニ
発
リ
昏
耄
愈
加
ル
尸
位
素
餐
ノ
罪
万
死
遁

ル
ヽ
所
ナ
シ
。
故
ニ
左
大
臣
従
二
位
ノ
官
位
ト
モ
奉
還
ス
。
冀
ク
ハ
陛
下
臣
カ
衷

情
ヲ
憐
ミ
之
レ
ヲ
許
可
シ
玉
ヒ
然
ト
雖
モ
若
シ
臣
カ
愚
意
採
用
シ
玉
フ
ト
セ
ハ
臣

ニ
委
任
シ
テ
其
成
功
ヲ
責
メ
玉
ハ
ン
コ
ト
ヲ
。
両
条
孰
レ
ニ
モ
聖
亮
ノ
勅
裁
ヲ
仰

キ
奉
ル
ノ
ミ
臣
久
光
誠
恐
誠
惶
頓
首
頓
首

明
治
八
年
乙
亥

月

左
大
臣
従
二
位
島
津
久
光
拝

【
史
料
７
】〔
商
人
手
形
流
通
ノ
儀
ニ
付
関
係
書
類
〕

﹇
註
１
﹈

商
人
手
形
流
通
ノ
儀
ハ
其
業
務
ノ
進
歩
ヲ
資
ケ
所
謂
商
運
隆
盛
ノ
根
軸
ト
モ
可
相

成
ノ
処
、
当
府
下
諸
商
賈
ノ
取
引
ハ
従
来
此
方
法
ナ
キ
ヲ
以
テ
動
モ
ス
レ
ハ
金
融

梗
塞
売
買
渋
滞
ノ
患
有
之
候
ニ
付
、
今
般
左
ノ
各
行
等
協
議
ノ
上
別
紙
手
続
書
ノ

如
ク
各
其
取
引
先
ノ
商
賈
ニ
告
示
シ
、
漸
ク
手
形
取
引
ノ
拡
伸
ヲ
企
図
仕
候
得
共
、

尚
再
案
ス
ル
ニ
、
従
前
我
邦
ニ
ハ
此
手
形
取
引
ニ
係
ル
法
律
完
備
セ
サ
ル
様
奉
存

候
ニ
付
、
右
取
引
ノ
間
或
ハ
疑
問
ヲ
生
シ
常
ニ
危
懼
ヲ
免
レ
サ
ル
ノ
想
有
之
候
。

依
テ
左
ニ
其
理
由
ヲ
略
記
シ
テ
以
テ
此
法
律
ノ
御
施
設
ヲ
奉
願
候
。

第
一
手
形
取
引
ニ
付
テ
生
ス
ル
取
立
ノ
権
利
仕
払
ノ
義
務
ハ
通
常
ノ
貸
借
ト
其

性
質
ヲ
異
ニ
ス
ル
ノ
義
ヲ
明
示
セ
ラ
ル
ヘ
キ
事

明
治
九
年
七
月
第
九
十
九
号
御
布
告
ヲ
以
テ
貸
借
証
文
譲
替
ノ
事
ヲ
制
限
セ
ラ
レ
、

貸
者
モ
シ
其
貸
金
ヲ
他
人
ニ
譲
替
ヘ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
モ
借
者
ノ
承
諾
ヲ
得
、
其
証
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文
ヲ
書
替
ヘ
サ
レ
ハ
譲
替
ノ
効
ナ
キ
モ
ノ
ト
ナ
レ
リ
。
而
シ
テ
其
御
布
告
ニ
手
形

ノ
事
ハ
掲
示
ナ
キ
ヲ
以
テ
或
ハ
共
ニ
此
範
囲
内
ニ
在
ル
ノ
疑
団
ヲ
生
セ
サ
ル
ヲ
得

ス
。
然
ル
ニ
此
手
形
ハ
全
ク
其
性
質
ヲ
異
ニ
シ
テ
甲
乙
互
ニ
其
義
務
ヲ
連
帯
ス
ル

ヨ
リ
シ
テ
其
取
引
ノ
便
利
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
若
シ
試
ニ
為
替
手
形
ノ
如
キ

マ
マ

約
束
手
形
ノ
如
キ
必
ス
仕
払
ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
承
諾
ヲ
待
テ
之
ヲ
発
付
ス
ル

ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
寧
ロ
其
流
通
ヲ
禁
ス
ル
ノ
簡
ナ
ル
ニ
如
カ
ス
。
故
ニ
従
来
商

賈
取
引
ノ
慣
習
ニ
於
テ
モ
為
替
手
形
ヲ
振
出
ス
ニ
当
リ
テ
先
ツ
其
名
宛
人
ノ
承
諾

ヲ
取
ル
ノ
例
ナ
シ
。
然
リ
ト
雖
ト
モ
既
ニ
貸
借
上
ニ
此
成
文
律
ア
リ
テ
而
シ
テ
手

形
ニ
付
テ
ハ
法
律
ナ
キ
ニ
於
テ
ハ
裁
判
上
万
一
彼
レ
ヲ
以
テ
此
ニ
類
推
ス
ル
ノ
虞

ナ
キ
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
是
故
ニ
自
今
以
後
為
替
手
形
約
束
手
形
ノ
類
ハ
其
交
替

ノ
自
由
ヲ
明
許
セ
ラ
ル
ヽ
旨
ノ
御
布
告
有
之
度
候
。

第
二

為
替
手
形
又
ハ
約
束
手
形
ノ
不
渡
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
キ
其
弁
償
ノ
義
務
ハ

先
ツ
其
手
形
ノ
割
引
ヲ
依
頼
セ
シ
者
（
手
形
ヲ
持
参
シ
テ
通

貨
ヲ
受
授
セ
シ
モ
ノ

）
ニ
在
リ
テ
而
後
其

譲
替
ノ
順
ヲ
追
テ
此
義
務
ヲ
有
ス
ル
旨
ヲ
明
示
セ
ラ
ル
可
キ
事

為
替
手
形
又
ハ
約
束
手
形
ハ
商
賈
間
互
ニ
其
取
引
ノ
際
ニ
交
換
シ
得
ヘ
キ
モ

ノ
ナ
レ
ト
モ
之
ヲ
割
引
シ
テ
通
貨
ヲ
得
ル
ハ
多
ク
銀
行
ニ
依
頼
ス
ル
モ
ノ
ニ

テ
、
而
シ
テ
其
銀
行
ハ
手
形
ノ
日
限
ニ
至
リ
テ
其
金
額
ヲ
名
宛
人
ヨ
リ
要
求

ス
ル
ニ
当
リ
、
モ
シ
不
渡
リ
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
キ
先
キ
ニ
其
手
形
ヲ
銀
行
ヨ
リ

名
宛
人
ニ
照
会
シ
仕
払
ヲ
承
諾
セ
シ
ム
ル
ニ
於
テ
ハ
現
行
ノ
法
律
ニ
拠
レ
ハ

金
銀
貸
借
ノ
借
用
本
人
ト
引
受
証
人
ト
ニ
比
準
シ
テ
其
銀
行
之
レ
カ
弁
償
ヲ

要
求
ス
ル
モ
先
ツ
其
名
宛
人
ニ
係
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
思
惟
ス
。
果
シ
テ
然
ラ
ハ

此
法
律
ハ
手
形
取
引
ニ
付
テ
ハ
最
モ
不
便
ノ
モ
ノ
ト
ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
銀
行

者
カ
為
替
手
形
約
束
手
形
ヲ
割
引
ス
ル
ハ
其
割
引
ヲ
乞
フ
者
多
ク
ハ
得
意
先

ノ
人
タ
ル
ニ
付
、
先
ツ
之
レ
ヲ
信
用
シ
テ
後
ニ
其
名
宛
人
ノ
誰
タ
ル
ヲ
知
リ

以
テ
此
割
引
ノ
コ
ト
ヲ
完
結
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ル
ヲ
若
シ
銀
行
ハ
先
ツ
其

手
形
ノ
名
宛
人
ノ
身
柄
ヲ
察
知
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
セ
ハ
極
メ
テ
難
事
ト
ス
。
是

レ
其
名
宛
人
ハ
未
タ
必
ス
其
銀
行
ノ
得
意
先
タ
リ
ト
ス
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
。

然
リ
而
シ
テ
此
手
形
不
渡
リ
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
キ
普
通
貸
借
ノ
例
ニ
因
依
シ
テ

之
レ
カ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ト
セ
ハ
銀
行
ハ
其
手
形
面
ノ
金
額
回
収
ヲ
稽
延
セ
ラ

ル
ヽ
ノ
虞
ア
ル
ニ
付
、
常
ニ
手
形
割
引
ノ
注
意
ニ
迷
フ
ノ
恐
ア
リ
。
故
ニ
此

手
形
不
渡
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
西
洋
各
国
普
通
ノ
制
ノ
如
ク
銀
行
ハ
其
割
引

ヲ
依
頼
セ
シ
者
ニ
係
リ
順
次
追
及
シ
テ
名
宛
人
ニ
至
ル
ノ
制
ヲ
御
布
告
有
之

度
候
。

手
形
取
引
ニ
付
テ
完
全
ノ
法
律
ヲ
求
ム
レ
ハ
尚
数
多
可
有
之
儀
ト
ハ
奉
存
候
得
共

目
下
其
慣
習
ニ
乏
シ
キ
折
柄
詳
密
ノ
御
制
度
御
施
設
相
成
候
ハ
却
テ
之
レ
ヲ
厭
フ

ノ
虞
モ
有
之
候
ニ
付
、
差
向
前
陳
ノ
両
項
御
制
定
有
之
候
様
仕
度
此
段
奉
願
候
也
。

明
治
十
四
年
十
月
十
二
日

三
井
銀
行

第
百
国
立
銀
行

第
四
十
四
国
立
銀
行

第
三
十
三
国
立
銀
行

第
二
十
七
国
立
銀
行

第
二
十
国
立
銀
行

第
五
国
立
銀
行

第
三
国
立
銀
行

第
一
国
立
銀
行

大
蔵
�
佐
野
常
民
殿

稟
告

我
東
京
府
下
ノ
商
業
ハ
近
来
益
々
開
ケ
駸
々
ト
シ
テ
旺
盛
ノ
境
ニ
進
ム
ノ
勢
ア
リ
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ト
雖
ト
モ
其
取
引
ノ
方
法
ニ
至
リ
テ
ハ
未
タ
整
備
セ
サ
ル
モ
ノ
多
シ
。
諸
君
ノ
詳

知
セ
ル
カ
如
ク
従
来
取
引
ノ
方
法
ハ
全
ク
現
金
商
ヒ
ト
貸
買
商
ヒ
ノ
二
種
ニ
止
マ

リ
テ
絶
テ
手
形
取
引
ノ
行
ハ
ル
ヽ
ナ
シ
。
会
々
各
国
立
銀
行
ノ
振
出
手
形
当
座
小

切
手
ノ
流
通
ス
ル
ア
リ
ト
雖
ト
モ
其
区
域
極
テ
狭
隘
ニ
シ
テ
大
ニ
商
業
ヲ
便
益
ス

ル
ニ
足
ル
ア
リ
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
而
シ
テ
商
家
ノ
信
用
ニ
基
キ
テ
振
出
ス
ヘ
キ

府
内
ノ
為
替
手
形
及
ヒ
約
束
手
形
ノ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
嘗
テ
一
片
ノ
流
通
ス
ル
ア
ル

マ
マ

ナ
シ
。
是
レ
固
ニ
商
業
上
ノ
一
大
欠
典
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
。
大
阪
ノ
如
キ
ハ
従
来
手
形

ノ
取
引
盛
ニ
行
ハ
レ
商
家
各
其
信
用
ニ
因
リ
テ
手
形
ヲ
振
出
ス
カ
為
メ
ニ
能
ク
小

量
ノ
資
本
ヲ
以
テ
巨
万
ノ
売
買
ヲ
行
フ
ヲ
得
タ
リ
。
大
阪
商
業
ノ
活
�
ニ
シ
テ
金

融
ノ
暢
通
ス
ル
所
以
ハ
全
ク
之
レ
ニ
基
カ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
夫
レ
東
京
ハ
輦
轂
ノ

下
ニ
シ
テ
人
口
ノ
多
キ
貨
財
ノ
富
メ
ル
海
内
比
ナ
シ
。
其
商
家
ノ
信
用
豈
独
リ
大

阪
ノ
下
ニ
ア
ラ
ン
ヤ
。
然
ル
ニ
手
形
ノ
取
引
彼
ニ
行
レ
テ
而
シ
テ
此
ニ
行
ハ
レ
サ

ル
ハ
抑
モ
何
ソ
ヤ
。
敝
行
等
窃
ニ
以
為
ラ
ク
是
レ
全
ク
現
金
商
ヒ
ト
貸
売
商
ヒ
ト

ノ
習
慣
然
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
。
何
ト
ナ
レ
ハ
従
来
現
金
商
ヲ
常
ト
ス
ル
カ
為

メ
ニ
手
形
ヲ
使
用
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
忽
チ
之
ヲ
誹
リ
テ
曰
ク
彼
レ
果
シ

テ
貨
幣
ニ
欠
乏
シ
タ
ル
ナ
ラ
ン
ト
。
貸
売
商
ヒ
ヲ
常
ト
ス
ル
カ
為
メ
ニ
手
形
取
引

ニ
改
メ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
忽
チ
之
ヲ
拒
ミ
テ
曰
ク
仕
払
期
日
ノ
厳
確
ナ
ル

ハ
甚
タ
営
業
ニ
便
ナ
ラ
ス
ト
。
是
ヲ
以
テ
宜
シ
ク
信
用
ス
ヘ
キ
商
家
ヲ
シ
テ
終
ニ

手
形
ヲ
使
用
ス
ル
能
ハ
サ
ラ
シ
メ
タ
リ
。
然
レ
ト
モ
貨
幣
ニ
欠
乏
ス
ル
ハ
手
広
ク

商
業
ヲ
営
ム
モ
ノ
ヽ
常
ナ
リ
。
何
ソ
之
ヲ
以
テ
誹
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
。
仕
払
期
日
ノ
厳

確
ナ
ル
ハ
商
業
上
最
モ
欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
何
ソ
之
ヲ
不
便
ト
ス
ヘ
ケ

ン
ヤ
。
今
ヤ
之
ヲ
以
テ
手
形
取
引
ノ
良
法
ヲ
妨
ク
ル
ニ
至
ル
。
真
ニ
惜
ム
ヘ
キ
ナ

リ
。
敝
行
等
ノ
見
ル
処
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
手
形
取
引
ヲ
行
フ
ト
キ
ハ
左
ノ
便
益
ア
リ
。

第
一
手
形
ヲ
使
用
ス
ル
ト
キ
ハ
資
本
ノ
増
加
セ
ル
ト
同
一
ノ
結
果
ア
ル
事
。

例
ヘ
ハ
一
問
屋
ア
リ
テ
製
造
人
ヨ
リ
品
物
ヲ
買
入
ル
ヽ
ニ
当
リ
現
金
取
引
ニ

テ
ハ
現
ニ
手
許
ニ
貨
幣
ヲ
所
持
セ
サ
レ
ハ
取
引
ス
ル
能
ハ
ス
ト
雖
ト
モ
手
形

取
引
ニ
於
テ
ハ
凡
ソ
何
日
ノ
後
他
ヨ
リ
貨
幣
ノ
手
ニ
入
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
ト

見
レ
ハ
則
チ
其
日
以
テ
仕
払
期
日
ト
為
シ
手
形
（
後
ニ
記
ス
ル
所
ノ
約
束
手

形
ナ
リ
）
ヲ
振
出
シ
以
テ
其
品
物
ヲ
買
入
ル
ヽ
ヲ
得
ヘ
シ
。
故
ニ
厚
ク
信
用

セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ハ
其
資
本
ニ
数
倍
セ
ル
取
引
ヲ
為
ス
コ
ト
難
カ
ラ
ス
。
貸
売

商
ニ
於
テ
モ
此
便
益
ア
リ
ト
雖
ト
モ
此
ハ
唯
々
従
来
取
引
ノ
主
顧
ト
ノ
ミ
約

定
ス
ル
ヲ
得
ヘ
ク
シ
テ
不
時
ニ
入
来
ル
貨
物
若
シ
ク
ハ
市
場
競
売
ノ
貨
物
ヲ

買
フ
ニ
至
リ
テ
此
法
ニ
及
ハ
サ
ル
コ
ト
遠
シ
。
是
レ
手
形
取
引
ノ
利
益
ア
ル

一
ナ
リ
。

第
二
貸
売
商
ニ
於
テ
ハ
其
仕
払
期
限
内
急
需
ア
リ
ト
雖
ト
モ
空
シ
ク
其
期
限
ヲ

俟
タ
サ
ル
可
ラ
ス
。
然
ル
ニ
手
形
取
引
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
利
用
ス
ル
ヲ
得
ル

ヲ
以
テ
機
ニ
臨
ミ
変
応
シ
テ
随
意
ニ
資
本
ヲ
運
用
ス
ヘ
キ
事
。

例
ヘ
ハ
製
造
人
甲
ノ
問
屋
ヨ
リ
手
形
ヲ
受
取
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
此
手
形
ヲ
以
テ

乙
ニ
係
ル
負
債
ヲ
償
フ
ヲ
得
ヘ
シ
。
或
ハ
又
銀
行
ニ
至
リ
テ
割
引
シ
其
金
額

ヲ
以
テ
当
座
預
ケ
ト
為
シ
更
ニ
他
ノ
買
入
レ
ニ
使
用
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
。
又
問

屋
ニ
於
テ
ハ
其
買
入
タ
ル
品
物
ヲ
小
売
店
ニ
売
捌
キ
之
レ
ニ
宛
テ
ヽ
為
替
手

形
ヲ
振
出
シ
銀
行
ニ
至
リ
テ
割
引
シ
其
金
額
ヲ
当
座
預
ケ
ト
ナ
シ
以
テ
最
初

買
入
レ
ノ
為
メ
ニ
振
出
セ
ル
約
束
手
形
ノ
仕
払
ニ
充
ツ
ル
ヲ
得
ヘ
シ
。
未
タ

仕
払
期
限
ニ
至
ラ
サ
レ
ハ
此
金
額
ヲ
銀
行
ニ
預
ケ
別
ニ
他
ノ
目
途
ニ
使
用
ス

ル
ヲ
得
ヘ
シ
。
是
レ
手
形
取
引
ノ
利
益
ア
ル
二
ナ
リ
。

第
三
現
金
商
ヒ
ハ
勿
論
貸
売
商
ヒ
ト
雖
ト
モ
其
仕
払
ハ
自
店
ニ
テ
弁
ス
ヘ
キ
ニ

付
、
常
ニ
貨
幣
ヲ
備
ヘ
置
カ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
然
レ
ト
モ
手
形
取
引
ニ
於
テ

ハ
貨
幣
ヲ
銀
行
ニ
預
ケ
置
キ
テ
不
便
ナ
キ
事
。

手
形
取
引
ニ
於
テ
ハ
聊
カ
モ
現
金
ヲ
備
ヘ
置
ク
ヲ
要
セ
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
若

シ
品
物
ヲ
買
入
レ
ン
ト
欲
セ
ハ
則
チ
約
束
手
形
ヲ
以
テ
シ
、
売
懸
代
金
ヲ
取
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立
ン
ト
欲
セ
ハ
為
替
手
形
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
前
ニ
述
ル
カ
如
ク
シ
テ
而
シ
テ

其
手
形
ハ
皆
銀
行
ニ
集
ル
ヲ
以
テ
凡
テ
貸
金
モ
負
債
モ
銀
行
帳
簿
ノ
中
ニ
テ

決
済
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
。
是
レ
手
形
取
引
ノ
利
益
ア
ル
三
ナ
リ
。

第
四
都
テ
現
金
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
ナ
ク
悉
ク
手
形
ヲ
以
テ
取
引
ス
ル
ト
キ
ハ
通
貨

ヲ
鑑
定
シ
且
ツ
計
算
ス
ル
ノ
労
ヲ
省
キ
火
災
盗
難
ノ
懼
ナ
ク
従
テ
費
用
ヲ

減
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
事
。

現
時
東
京
商
家
ノ
景
況
ヲ
看
ル
ニ
此
入
費
極
メ
テ
巨
額
ナ
ル
ヲ
知
ル
。
洋
商

等
巨
大
ナ
ル
取
引
ヲ
為
ス
モ
至
テ
少
人
数
ヲ
以
テ
ス
ル
ヲ
見
レ
ハ
親
カ
ラ
現

マ

マ

金
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
ナ
ク
都
テ
手
形
取
引
キ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ヘ
シ
。
是
手
形
取

引
ノ
利
益
ア
ル
四
ナ
リ
。

第
五
手
形
ノ
流
通
盛
ニ
行
ハ
ル
ヽ
ト
キ
ハ
商
家
ノ
名
声
ヲ
伝
播
シ
信
用
ヲ
厚
ク

シ
其
取
引
ヲ
手
広
ク
ス
ル
ヲ
得
ル
コ
ト
。

現
金
商
ヒ
若
シ
ク
ハ
貸
売
商
ヒ
ニ
於
テ
ハ
其
取
引
ハ
得
意
ニ
ノ
ミ
止
リ
テ
甚

タ
狭
隘
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
手
形
取
引
ヲ
行
ヒ
商
家
ノ
手
形
洽
ネ
ク

諸
方
ニ
流
通
ス
ル
ト
キ
ハ
自
カ
ラ
名
声
ヲ
伝
播
シ
何
某
ノ
手
形
ナ
レ
ハ
安
全

ナ
リ
ト
賞
誉
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
。
故
ニ
大
ニ
営
業
ヲ
奨
励
シ
且
ツ
広
張
セ
シ

ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
是
レ
手
形
取
引
ノ
利
益
ア
ル
五
ナ
リ
。

以
上
ノ
便
益
ア
ル
ヲ
以
テ
若
シ
諸
君
ニ
シ
テ
之
ヲ
実
行
セ
ラ
ル
ヽ
ト
キ
ハ
必
ス
東

京
府
下
商
業
ノ
面
目
ヲ
一
新
ス
ヘ
シ
ト
思
惟
ス
。
因
テ
茲
ニ
之
レ
ヲ
施
行
ス
ル
ノ

順
序
ヲ
述
ヘ
諸
君
ノ
参
考
ニ
供
ス
。

一
十
日
目
払
或
ハ
廿
日
目
払
其
他
適
宜
ノ
約
定
ヲ
以
テ
品
物
ヲ
買
入
ル
ヽ
時
ハ
左

ノ
書
式
ノ
如
キ
手
形
ヲ
造
リ
其
売
主
ニ
交
付
ス
ヘ
シ
。
是
レ
ヲ
府
内
ノ
約
束
手

形
ト
云
フ
。

印
紙

約
束
手
形

一

金

何

円

何
品
若
干
ノ
代
価

右
物
品
受
取
候
ニ
付
書
面
ノ
金
額
何
月
何
日
限
リ
貴
殿
或
ハ
貴
殿
ノ
差
図
人
ヘ

此
手
形
引
替
ニ
無
相
違
仕
払
可
申
候
也

明
治
何
年
何
月
何
日

蛭
子
屋
鯛
助
�

大
黒
屋
福
兵
衛
殿

此
手
形
ヲ
以
テ
期
限
前
ニ
貨
幣
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
左
ノ
如
キ
裏
書
ヲ
為
シ
銀
行
ニ

至
リ
テ
割
引
ヲ
請
求
ス
ヘ
シ
。

表
書
ノ
金
額
何
々
銀
行
ヨ
リ
正
ニ
請
取
候
間
期
日
ニ
至
リ
同
行
ヘ
御
払
渡
可
被

成
候
也

明
治
何
年
何
月
何
日

大
黒
屋
福
兵
衛
�

一
十
日
目
払
或
ハ
廿
日
目
払
其
他
適
宜
ノ
約
束
ヲ
以
テ
品
物
売
渡
シ
期
限
前
ニ
金

額
ヲ
要
ス
ル
時
ハ
左
ノ
如
キ
手
形
ヲ
作
リ
銀
行
ニ
至
リ
テ
割
引
ヲ
請
求
ス
ヘ
シ
。

是
レ
ヲ
府
内
ノ
為
替
手
形
ト
云
フ
。

三
類
印
紙

為
替
手
形

一

金

何

円

何
品
若
干
ノ
代
価

右
ノ
金
額
何
々
ヨ
リ
正
ニ
受
取
候
ニ
付
何
月
何
日
限
此
手
形
引
替
ニ
右
金
額

何
々
ヘ
無
相
違
御
払
渡
可
披
成
候
也

明
治
何
年
何
月
何
日

大
黒
屋
福
兵
衛
�

蛭
子
屋
鯛
助
殿

一
右
ノ
約
束
手
形
若
シ
ク
ハ
為
替
手
形
ヲ
割
引
セ
ン
ト
欲
ル
モ
ノ
ハ
敝
行
ニ
来
議
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セ
ラ
ル
ヘ
シ
。
敝
行
ハ
相
当
ノ
契
約
ヲ
結
フ
ノ
後
之
レ
ヲ
承
諾
ス
ヘ
シ
。

右
ノ
手
続
ヲ
以
テ
手
形
ヲ
使
用
ス
ル
ト
キ
ハ
絶
ヘ
テ
現
金
商
ヒ
若
シ
ク
ハ
貸
売
商

ヒ
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
依
リ
テ
茲
ニ
其
手
続
ノ
大
要
ヲ
述
ン
ニ
例
ヘ
ハ
一
問
屋

ア
リ
。
三
十
日
目
渡
リ
千
円
ノ
他
人
ノ
手
形
ヲ
所
持
ス
ル
ニ
当
リ
現
金
ニ
テ
貨
物

ヲ
買
入
レ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
其
融
通
ニ
差
支
ユ
ヘ
シ
。
此
如
キ
ト
キ
ハ
銀
行
ニ

至
リ
拾
円
ノ
割
引
ヲ
以
テ
九
百
九
十
円
ヲ
得
テ
此
金
額
ヲ
銀
行
ニ
当
座
預
ケ
ト
為

シ
翌
日
九
百
円
ノ
小
切
手
ヲ
振
出
シ
テ
以
テ
貨
物
ヲ
買
入
レ
三
十
日
代
金
払
ノ
約

束
ニ
テ
小
売
店
ヘ
千
円
ニ
売
捌
キ
為
替
手
形
ヲ
振
出
シ
銀
行
ニ
至
リ
テ
此
手
形
ヲ

割
引
シ
再
ヒ
当
座
預
ケ
ト
ナ
ス
ヘ
シ
。
手
形
ノ
仕
払
期
日
ニ
至
レ
ハ
銀
行
ヨ
リ
小

売
店
ニ
向
ヒ
取
付
ケ
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
万
一
不
渡
ノ
事
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヨ
リ
ハ
復

タ
手
形
ニ
関
係
ナ
キ
ナ
リ
。
豈
亦
至
便
ノ
方
法
ナ
ラ
ス
ヤ
。

現
今
我
東
京
商
業
取
引
ニ
於
テ
此
ノ
如
キ
至
便
ノ
方
法
行
ハ
レ
サ
ル
ハ
誠
ニ
之
ヲ

遺
憾
ト
云
フ
ヘ
シ
。
敝
行
等
私
カ
ニ
之
ヲ
歎
キ
同
業
同
志
ノ
数
行
ト
謀
リ
菲
力
ヲ

顧
ミ
ス
諸
君
ト
相
待
テ
此
良
法
ヲ
誘
導
セ
ン
ト
欲
ス
。
冀
ク
ハ
諸
君
弊
ヲ
捨
テ
利

ヲ
取
リ
以
テ
実
施
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
切
ニ
望
ム
処
ナ
リ
。

何
々
銀
行

甲

手
形
添
書
文
例

用
紙
証
券
界
紙

為
替
手
形
割
引
添
証
書

何
某
氏
何
年
何
月
何
日
附
何
号
ノ
手
形
仕
払
期
日
ニ
至
リ
万
一
不
渡
ノ
節
ハ
相

当
ノ
利
息
並
ニ
諸
入
費
ト
モ
相
添
拙
者
ニ
於
テ
速
ニ
償
弁
可
仕
候
為
念
添
証
書

如
件明

治
何
年
何
月
何
日

何

某
�

何
々
銀
行
御
中

乙
手
形
添
書
文
例

用
紙
証
券
界
紙

為
替
手
形
割
引
添
証
書

拙
者
何
年
何
月
何
日
第
何
号
ノ
手
形
仕
払
期
日
ニ
至
リ
何
氏
ニ
於
テ
万
一
仕
払

不
申
候
節
ハ
相
当
ノ
利
息
並
ニ
諸
入
費
ト
モ
相
添
ヘ
拙
者
ニ
於
テ
速
ニ
償
弁
可

仕
候
為
念
添
証
書
如
件

明
治
何
年
何
月
何
日

何

某
�

何
々
銀
行
御
中

明
治
十
四
年
十
月
十
日

御
清
暢
奉
賀
候
。
陳
者
先
頃
縷
々
申
上
候
手
形
取
引
ニ
付
立
法
願
請
之
儀
ハ
昨
日

書
面
も
取
究
め
連
署
上
申
之
都
合
ニ
仕
候
間
、
何
卒
別
而
御
高
配
被
下
余
リ
曠
日

弥
久
ニ
不
相
成
様
御
措
置
被
下
度
候
。
且
此
法
律
御
願
申
上
候
も
畢
竟
重
立
候
法

官
之
見
解
を
懇
親
上
聞
合
候
ニ
別
紙
之
如
ク
回
答
モ
有
之
候
程
ニ
付
敢
而
右
往
復

書
状
ハ
表
向
進
呈
候
ニ
ハ
無
之
只
台
下
御
一
覧
之
為
写
さ
し
上
候
。
右
ニ
て
此
要

請
之
情
実
ハ
御
諒
察
可
被
下
候
。

過
日
申
上
候
栃
木
第
四
十
一
銀
行
抵
当
公
債
証
書
一
条
も
願
書
ニ
認
替
昨
日
進
達

仕
候
。
是
又
此
度
ハ
貫
徹
候
様
御
厚
配
可
被
下
候
。

約
束
手
形
印
税
之
伺
書
今
以
御
指
令
ニ
不
相
成
候
。
是
ハ
御
局
務
外
ニ
候
得
共
何

卒
御
配
意
被
下
早
々
相
済
候
様
仕
度
奉
存
候
。

〔
ト
〕

此
度
進
呈
之
書
面
ニ
相
添
ヘ
候
手
形
面
之
文
字
先
頃
之
分
ニ
少
々
字
句
更
正
仕

〔
ト
〕

候
。
右
ハ
租
税
局
ヘ
印
紙
伺
之
分
を
此
度
之
書
面
ニ
相
添
候
分
ニ
相
違
有
之
候

ニ
付
為
念
申
上
候
義
ニ
御
座
候
。

右
之
段
拝
願
迄
勿
々
頓
首

渋
沢
栄
一
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岩
崎
局
長
台
下

明
治
十
四
年
七
月
廿
九
日

過
日
ハ
昇
堂
奉
妨
清
閑
候
。
拝
顔
之
手
形
取
引
ニ
付
法
律
上
之
懸
念
ハ
左
ニ
略
記

之
通
リ
候
間
何
分
御
審
案
御
教
示
奉
祈
候
。

第
一

約
束
手
形
又
ハ
為
替
手
形
ハ
明
治
九
年
第
九
十
九
号
御
布
告
ノ
成
文

律
ニ
ヨ
リ
テ
仕
払
ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
人
ノ
急
迫
ニ
際
シ
テ
遁
辞
ヲ
為
ス
ヲ
得

ル
ノ
患
ハ
コ
レ
ナ
キ
ヤ

此
件
譬
ハ
約
束
手
形
ヲ
振
出
シ
タ
ル
人
又
ハ
為
替
手
形
ノ
名
宛
人
タ
ル
者
モ
シ
日

限
ニ
至
リ
テ
其
仕
払
ヲ
為
シ
カ
タ
キ
ヨ
リ
シ
テ
却
テ
此
御
布
告
ニ
籍
リ
「
已
レ
直

ニ
其
義
務
ヲ
負
サ
ル
人
ニ
対
シ
テ
払
方
ヲ
為
ス
ノ
理
ナ
シ
。
譲
替
ヲ
承
諾
セ
ス
故

ニ
其
効
ナ
シ
ト
」
借
用
証
書
ト
手
形
ト
ヲ
混
同
シ
テ
拒
辞
ヲ
設
ク
ル
ト
キ
手
形
ハ

右
御
布
告
外
タ
ル
明
文
ナ
キ
ニ
付
均
シ
ク
貸
借
ノ
証
書
ト
看
倣
ス
抔
ノ
判
断
ヲ
生

ス
ル
恐
レ
ハ
コ
レ
ナ
キ
ヤ
ト
申
意
味
ニ
候
。
但
為
替
手
形
ハ
甲
振
出
シ
テ
金

ヲ
受
取
ル
人

乙
引
受
ケ
テ

割
引
ヲ
為

シ
タ
ル
人

丙
手
形
期
日
ニ
金
ヲ

仕
払
フ
ヘ
キ
人

ノ
三
人
ニ
限
ル
取
引
ナ
レ
ハ
、
モ
シ
一
旦
乙
ニ
テ
割
引
ヲ
為
シ

テ
後
丙
ニ
送
リ
其
承
諾
ヲ
乞
フ
ニ
当
リ
丙
モ
シ
承
諾
セ
サ
レ
ハ
乙
ハ
其
手
形
ヲ
直

ニ
甲
ニ
戻
シ
テ
割
引
セ
シ
金
額
ヲ
返
却
セ
シ
ム
ル
ニ
付
差
支
少
シ
ト
云
ト
モ
尚
此

手
形
数
人
ニ
交
渉
セ
シ
ト
キ
丙
ノ
金
ヲ
仕
払
フ
ヘ
キ
義
務
ア
ル
者
其
交
渉
中
名
前

替
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
前
ノ
御
布
告
ニ
引
付
テ
之
ヲ
拒
ム
ノ
辞
柄
ヲ
生
ス
ル
ノ
患
ア
ラ

ン
カ
ト
存
候
。

第
二

為
替
手
形
ノ
仕
払
人
其
払
方
ヲ
怠
リ
タ
ル
ト
キ
割
引
ヲ
為
シ
タ
ル
銀
行

ハ
其
手
形
振
出
人
ヲ
第
一
ノ
義
務
者
ト
ス
ヘ
キ
ヤ
又
ハ
名
宛
人
（
手
形
ニ
仕
払

ノ
承
諾
ヲ
為
シ
タ
ル
分
）
ヲ
第
一
ノ
義
務
者
ト
シ
不
足
ア
レ
ハ
振
出
人
ニ
及
フ

ノ
順
序
ナ
ル
ヘ
キ
ヤ

此
件
法
律
ノ
明
文
ナ
キ
様
ニ
存
候
ニ
付
銀
行
モ
シ
振
出
人
ヲ
相
手
取
リ
其
償
却

ヲ
要
求
ス
ル
ト
モ
名
宛
人
ヲ
身
代
限
リ
ニ
為
シ
タ
ル
上
ニ
テ
其
不
足
ハ
引
受
ク

ヘ
シ
抔
ノ
辞
ヲ
以
テ
其
遷
延
ヲ
謀
ル
ノ
恐
レ
ア
リ
。
是
等
ハ
従
来
ノ
裁
判
法
ニ

テ
ハ
如
何
相
成
ル
モ
ノ
ニ
候
ヤ
。

モ
シ
慣
行
ノ
裁
判
法
ハ
承
諾
セ
シ
名
宛
人
ヲ
銀
行
ヨ
リ
原
告
シ
テ
身
代
限
リ
ヲ

為
シ
テ
後
ナ
ラ
テ
ハ
振
出
人
ニ
掛
合
フ
ヲ
得
サ
ル
ト
セ
ハ
銀
行
ハ
大
ニ
懸
念
ヲ

増
ス
ノ
理
ア
リ
。
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
最
初
手
形
割
引
ヲ
引
受
ク
ハ
多
ク
振
出
人
ノ

信
用
ヲ
以
テ
取
扱
フ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。

之
ニ
反
シ
テ
直
ニ
其
不
渡
リ
ノ
手
形
ヲ
以
テ
振
出
人
ヲ
義
務
者
ト
為
ス
ヲ
得
ル
ト

ス
ル
モ
銀
行
ヨ
リ
名
宛
人
ヘ
掛
合
弥
不
渡
リ
ト
ナ
リ
タ
ル
時
ニ
振
出
人
ニ
通
知
ス

ル
訳
ニ
付
其
間
多
少
時
日
ヲ
要
ス
故
ニ
此
時
日
遷
延
ヲ
苦
情
ト
シ
テ
振
出
シ
人
ハ

其
義
務
ヲ
免
ル
ヽ
ノ
辞
柄
ヲ
生
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
。「
譬
ハ
八
月
十
五
日
限
リ
ノ
手

形
不
渡
リ
ト
為
リ
テ
振
出
シ
人
ヘ
銀
行
ヨ
リ
掛
合
フ
日
時
ハ
廿
日
ト
ナ
リ
タ
ル
ト

キ
日
限
後
レ
ノ
苦
情
ヲ
振
出
シ
人
ヨ
リ
申
出
ル
ノ
類
」
然
リ
ト
云
ト
モ
モ
シ
不
渡

リ
ノ
即
日
ニ
銀
行
ヨ
リ
振
出
シ
人
ニ
通
知
ス
ル
ハ
極
メ
テ
難
事
ニ
テ
且
取
引
上
得

意
先
ヘ
ノ
慈
愛
ヲ
失
フ
ノ
恐
ア
リ
。
故
ニ
其
裁
判
法
ノ
帰
ス
ル
所
ヲ
前
知
ス
ル
ヲ

要
用
ト
ス
。

過
日
呈
電
覧
候
書
面
中
副
証
書
ノ
雛
形
相
添
候
ハ
此
懸
念
ニ
付
テ
相
設
候
得
共

マ
マ

此
副
証
書
ヲ
展
伝
交
通
ス
ヘ
手
形
ニ
附
ス
ル
ハ
余
日
不
文
明
ト
ノ
説
モ
有
之
手

数
モ
亦
不
少
候
故
或
ハ
手
形
表
面
ニ
記
入
セ
ハ
如
何
ト
再
案
セ
シ
義
ニ
御
座
候
。

右
之
外
尚
連
接
之
事
ヨ
リ
奉
伺
度
義
モ
数
多
可
相
生
ト
奉
存
候
得
共
是
迄
手
形
取

引
相
成
候
ハ
隔
地
間
ニ
ハ
（
東
京
ト
大
坂
ト
ノ
類
）
追
々
相
進
居
、
未
タ
一
度
モ

面
倒
ハ
不
相
生
候
得
共
、
モ
シ
モ
相
生
シ
候
ハ
ヽ
如
何
ト
目
前
之
懸
念
モ
有
之
。

其
上
当
府
下
ニ
拡
伸
之
望
有
之
候
ヨ
リ
篤
ト
現
在
之
裁
判
ニ
テ
モ
此
辺
ニ
可
相
成
、

或
ハ
法
理
ハ
斯
々
ナ
レ
ト
モ
尚
法
律
之
明
文
ヲ
要
ス
ヘ
キ
等
高
案
御
垂
示
之
程
偏

ニ
奉
祈
候
。
頓
首
謹
言
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渋
沢
栄
一

玉
乃
老
閣

渋
沢
君
ノ
問
ニ
対
フ

第
一

立
法
ノ
原
由

凡
ソ
法
律
ナ
ル
モ
ノ
ハ
何
ニ
由
テ
之
ヲ
設
立
セ
シ
ヤ
ト
問
フ
モ
ノ
ア
ラ
ハ
事
柄
ア

リ
テ
其
事
柄
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
規
程
無
ケ
レ
ハ
其
事
柄
ノ
安
全
ヲ
鞏
固
ナ
ラ
シ
ム

ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
因
リ
法
律
ヲ
設
立
セ
リ
ト
答
ヘ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ヘ
シ
。

第
二

習
慣
ハ
成
文
法
ノ
基
礎

事
柄
ノ
為
メ
ニ
法
律
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ハ
多
ク
ハ
其
事
柄
ヲ
取
扱
ヒ
シ
経
験
ノ
慣
行

ヨ
リ
シ
テ
終
ニ
成
文
ノ
法
律
ト
ナ
ル
コ
ト
ハ
各
国
普
通
ニ
行
ハ
レ
シ
成
述
ニ
シ

テ
人
ノ
疑
ハ
サ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
。

第
三

裁
判
ノ
一
定
ニ
帰
シ
難
キ
原
由

此
ニ
一
難
問
ア
リ
其
訳
ハ
、
甲
乙
等
ノ
各
国
〔
欧
米
各
国
〕
ニ
於
テ
ハ
、
久
シ
ク

慣
行
セ
シ
事
柄
ニ
シ
テ
且
ツ
成
文
ノ
法
律
モ
全
備
シ
タ
ル
ト
モ
、
丙
国
〔
日
本

ノ
類
〕
ニ
テ
ハ
、
其
事
柄
ノ
行
ハ
レ
シ
コ
ト
、
日
猶
ホ
浅
ク
、
人
民
モ
其
事
柄

ヲ
熟
知
ス
ル
モ
ノ
少
ナ
ク
、
事
理
蒙
昧
ノ
中
ニ
挙
行
ス
ル
ノ
場
合
ニ
当
リ
、
其

事
柄
ヨ
リ
生
ス
ル
争
訟
ニ
付
キ
、
裁
判
ノ
結
果
ハ
、
如
何
ナ
ル
方
向
ニ
帰
着
ス

ヘ
キ
ヤ
ノ
問
是
ナ
リ
。

右
ニ
答
フ
ル
ニ
ハ
、
裁
判
ノ
結
果
ハ
、
一
定
ニ
帰
着
ス
ル
コ
ト
ヲ
保
シ
難
シ
ト

ノ
言
ヲ
以
テ
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
、
如
何
ト
ナ
レ
ハ
、
左
ノ
如
シ
。

第
一

丙
国
ニ
於
テ
、
曽
テ
成
文
律
ナ
キ
時
代
ナ
レ
ハ
、
何
事
モ
自
然
法
ノ

ミ
ニ
依
拠
シ
、
成
文
律
ノ
為
メ
ニ
束
縛
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
ケ
レ
ト
モ
、

甲
ノ
条
件
ニ
ハ
成
文
律
ア
リ
テ
、
乙
ノ
条
件
ニ
ハ
成
文
律
ナ
ク
、
却

テ
之
カ
為
メ
ニ
、
裁
判
上
、
許
多
ノ
疑
難
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
少
ナ
カ
ラ

サ
ル
コ
ト
ア
リ
。

第
二

成
文
律
ナ
キ
条
件
ハ
、
法
官
、
頭
脳
ノ
作
用
ニ
依
リ
、
審
判
ヲ
為
ス

ヲ
以
テ
、
裁
判
セ
シ
結
果
ノ
一
定
ニ
帰
ス
ル
ヲ
保
シ
難
シ
。

第
三

丙
国
ニ
於
テ
経
験
慣
行
少
ナ
キ
事
柄
ハ
、
之
ヲ
取
扱
フ
人
民
モ
、
其

意
思
、
多
岐
ニ
迷
ヒ
易
ク
、
其
争
訟
ヲ
裁
判
ス
ル
法
官
モ
、
亦
タ
其

意
思
、
多
岐
ニ
迷
ヒ
易
ク
、
而
シ
テ
右
ノ
如
キ
多
岐
ナ
ル
意
思
ア
ル

ニ
乗
シ
、
奸
詐
モ
亦
其
間
ニ
行
ハ
レ
易
シ
、
故
ニ
明
敏
老
練
ナ
ル
法

官
ニ
非
サ
レ
ハ
裁
判
ノ
失
当
ヲ
来
ス
ヲ
以
テ
、
裁
判
ノ
結
果
ハ
、
如

何
ナ
ル
ヘ
キ
ヤ
ヲ
保
シ
難
シ
、

右
ノ
如
キ
理
由
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
本
案
、
質
疑
サ
レ
シ
点
ニ
付
キ
、
裁
判
一
定
ノ

結
果
ヲ
得
ン
ト
欲
セ
ハ
、
為
替
法
ノ
成
文
律
、
即
チ
商
法
ノ
一
部
分
ヲ
設
立
ス

ル
コ
ト
ヲ
除
キ
テ
ハ
、
恐
ク
ハ
他
ニ
満
足
ス
ヘ
キ
企
望
ヲ
達
ス
ル
ノ
道
ナ
カ
ル

ヘ
シ
ト
信
ス
。

若
シ
又
タ
小
生
ニ
於
テ
裁
判
セ
ハ
、
其
裁
判
ノ
見
込
ハ
如
何
ン
ト
ノ
問
ア
ラ
ハ
、

小
生
ハ
、
約
束
手
形
ニ
モ
セ
ヨ
、
又
ハ
為
替
手
形
ニ
モ
セ
ヨ
、
各
々
手
形
ノ
性

質
ト
、
双
方
授
受
ノ
意
思
ト
ニ
従
ヒ
、
事
実
ニ
適
当
セ
シ
裁
判
ヲ
為
サ
ン
ト
欲

ス
ル
ノ
ミ
。

以
上
ヲ
、
貴
問
第
一
ノ
答
ト
ス
。

第
四

原
告
人
カ
訴
訟
ノ
被
告
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ハ
、
前
後
ノ
順
序
ア
ル
ノ
場

合

第
二
ノ
貴
問
為
替
手
形
ノ
被
差
人
カ
、
承
諾
ヲ
為
セ
シ
上
ノ
不
渡
リ
金
ナ
レ
ハ
、

其
承
諾
人
ニ
対
シ
、
訴
訟
ヲ
為
シ
、
其
裁
判
済
ノ
後
ニ
非
サ
レ
ハ
差
立
人
ニ
掛

ル
コ
ト
ハ
、
出
来
サ
ル
ヘ
シ
ト
信
ス
。

右
ハ
不
便
利
ナ
ル
裁
判
ノ
手
続
ナ
レ
ト
モ
、
此
ノ
如
キ
習
慣
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
成
文

律
ヲ
用
ヒ
、
之
ヲ
改
正
セ
サ
レ
ハ
、
便
利
ナ
ル
方
法
ニ
移
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヘ
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シ
、

義
務
者
〔
本
人
〕
ト
受
人
証
人
ト
ニ
対
シ
、
訴
訟
ス
ル
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
、
厳

重
ナ
ル
成
文
律
ア
リ
テ
、
第
一
番
ニ
義
務
者
ヲ
相
手
取
リ
、
其
裁
判
済
、
後
至

ラ
サ
レ
ハ
、
受
人
証
人
ニ
対
シ
、
訴
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
法
ナ
リ
、
是
亦
不
便

ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
。

第
五

相
手
方
カ
、
連
帯
ノ
義
務
者
ナ
レ
ハ
、
何
人
ヲ
相
手
取
ル
モ
、
原
告

ノ
撰
ニ
任
ス
ヘ
キ
コ
ト
。

前
文
ニ
掲
ケ
シ
如
ク
、
不
便
利
ナ
ル
習
慣
法
ト
成
文
法
ト
ヲ
改
正
ス
ル
ニ
ハ
、
如

何
ナ
ル
改
正
ヲ
用
フ
ヘ
キ
ヤ
ト
問
ハ
ン
ニ
、
或
ル
事
柄
ニ
付
テ
ハ
権
利
者
等
ハ

連
帯
ノ
権
利
ヲ
有
シ
、
義
務
者
等
ハ
、
連
帯
ノ
義
務
ヲ
負
フ
ノ
法
律
ヲ
設
定
セ

サ
レ
ハ
、
真
理
ニ
適
合
セ
シ
便
益
ハ
、
之
ヲ
得
ル
ニ
道
ナ
カ
ル
ヘ
シ
、〔
仏
商

法
第
百
四
十
条
見
合
〕

第
六

手
形
ノ
書
式

約
束
手
形
ノ
雛
形
ニ
ハ
何
品
若
干
ノ
代
価
ト
ノ
ミ
ア
リ
テ
、
何
品
ヲ
受
取
リ
シ
コ○

ト
ノ
明
文
ナ
シ
、
為
替
手
形
ノ
雛
形
ニ
ハ
〔
右
ノ
金
額
何
々
銀
行
ヨ
リ
正
ニ
受

○取
候
ニ
付
〕
ト
ノ
明
文
ア
リ
。
何
故
ニ
、
両
箇
ト
モ
同
一
理
ナ
ル
手
形
ニ
シ
テ
、

○

○

為
替
手
形
ニ
於
テ
ハ
、
金
ヲ
払
渡
ス
ヘ
キ
原
由
、
即
チ
金
ヲ
受
取
リ
シ
コ
ト
ヲ

記
載
シ
、
約
束
手
形
ニ
於
テ
ハ
、
金
ヲ
仕
払
フ
ヘ
キ
原
由
、
即
チ
物
品
ヲ
受
取

リ
シ
コ
ト
ヲ
記
載
セ
サ
ル
ヤ
、
若
シ
代
価
ト
ア
ル
上
ハ
、
物
品
ヲ
受
取
リ
シ
コ

ト
ハ
論
ヲ
待
タ
ス
ト
ノ
意
ナ
レ
ハ
、
法
ニ
適
セ
サ
ル
意
見
ナ
リ
ト
ス
。
如
何
ト

ナ
レ
ハ
代
価
ノ
引
渡
シ
ハ
、
物
品
ヲ
受
取
リ
シ
後
ニ
為
ス
コ
ト
モ
ア
リ
、
物
品

ヲ
受
取
ラ
サ
ル
前
ニ
為
ス
コ
ト
モ
ア
リ
テ
、
双
方
ノ
便
利
ヨ
リ
成
リ
立
ツ
コ
ト

ユ
ヘ
ニ
、
代
価
ノ
二
字
カ
記
載
シ
ア
リ
ト
テ
、
之
ヲ
以
テ
、
物
品
ヲ
受
取
リ
シ

証
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
、
故
ニ
他
日
ノ
異
論
ヲ
予
防
ス
ル
為
メ
ニ
ハ
、
約
束
手

形
ヘ
モ
、
物
品
ヲ
受
取
リ
シ
コ
ト
ヲ
明
記
シ
タ
キ
コ
ト
ナ
リ
」、
若
シ
然
カ
セ

サ
リ
シ
ト
キ
ハ
約
束
手
形
ハ
振
出
シ
タ
レ
ト
モ
、
物
品
ハ
未
タ
受
取
ラ
サ
ル
ニ

付
キ
、
相
手
方
ニ
在
テ
、
物
品
引
渡
シ
ノ
約
ニ
背
キ
シ
上
ハ
、
物
品
ノ
引
渡
シ

ヲ
為
ス
ニ
非
サ
レ
ハ
、
金
ノ
仕
払
ハ
為
シ
難
シ
ト
云
フ
カ
如
キ
、
詐
偽
ヲ
為
ス

ノ
基
ト
ナ
ル
ヘ
ク
、
又
ハ
事
実
ニ
於
テ
、
真
ニ
右
ノ
如
キ
行
違
ヒ
ナ
シ
ト
モ
断

定
シ
難
キ
ニ
似
タ
リ
、〔
仏
国
商
法
第
百
十
条
ノ
第
七
項
及
ヒ
第
百
八
十
八
条

ノ
第
五
項
見
合
〕

第
七

手
形
ノ
書
式

手
形
ノ
雛
形
ニ
ハ
、
払
方
承
諾
ノ
コ
ト
ヲ
、
裏
書
ニ
ス
ル
ノ
方
法
ナ
レ
ト
モ
、
承

〔
面

※
朱
筆
〕

諾
ノ
コ
ト
ハ
、
表
書
ニ
記
載
シ
テ
、
手
形
持
主
ノ
移
転
ス
ル
コ
ト
ヲ
裏
書
ニ
ス

ル
方
、
便
益
ナ
ル
ヘ
シ
ト
思
考
セ
リ
、〔
仏
商
法
第
百
二
十
二
条
及
ヒ
第
百
三

十
六
条
見
合
〕

第
八

手
形
持
主
ノ
移
転
ス
ル
コ
ト

手
形
ヲ
所
持
ス
ル
権
利
者
〔
手
形
持
主
〕
即
チ
手
形
ニ
記
載
シ
ア
ル
金
額
ヲ
得
ヘ

キ
権
利
者
カ
、
其
所
持
ス
ル
手
形
ノ
所
有
権
ヲ
、
他
人
ニ
移
ス
ノ
手
続
ニ
於
テ

ハ
、
尤
モ
布
告
ノ
明
文
ア
ル
ヲ
必
要
ト
ス
、
若
シ
然
ラ
サ
レ
ハ
、
右
ニ
付
テ
ノ

争
訟
ヲ
生
ス
ル
毎
ニ
、
太
タ
繁
難
ナ
ル
裁
判
ノ
手
続
ヲ
経
サ
レ
ハ
事
実
ヲ
証
明

シ
難
キ
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
〔
仏
商
法
第
百
三
十
六
条
見
合
〕

明
治
十
四
年
七
月
三
十
日

玉
乃
世
履
記

第
九
拾
九
号

金
穀
等
借
用
証
書
ヲ
其
貸
主
ヨ
リ
他
人
ニ
譲
渡
ス
時
ハ
其
借
主
ニ
証
書
ヲ
書
換
ヘ

シ
ム
ヘ
シ
若
シ
之
ヲ
書
換
ヘ
シ
メ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
貸
主
ノ
譲
渡
証
書
有
之
ト
モ
仍

ホ
譲
渡
ノ
効
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
此
旨
布
告
候
事

但
相
続
人
ヘ
譲
渡
候
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス

明
治
九
年
七
月
六
日

太
政
大
臣
三
條
実
美
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﹇
註
１
﹈
朱
書

【
史
料
１８
―
１
】
合
本
銀
行
貯
蔵
銀
行
条
例
御
発
行
ノ
義
ニ
付
上
申

合
本
銀
行
貯
蔵
銀
行
条
例
御
発
行
ノ
義
ニ
付
上
申

明
治
九
年
国
立
銀
行
条
例
改
正
以
来
七
八
年
ノ
久
シ
キ
国
立
銀
行
ノ
数
既
ニ
百
五

十
有
余
ノ
多
キ
ヲ
致
シ
其
内
三
四
ノ
銀
行
覆
滅
ヲ
取
リ
シ
コ
ト
ナ
キ
ニ
非
ス
ト
雖

モ
其
他
ハ
大
率
子
今
日
ニ
至
リ
基
礎
漸
ク
定
リ
、
随
テ
一
国
ノ
経
済
上
裨
益
ス
ル

所
亦
鮮
少
ナ
ラ
ス
。
其
然
ル
所
以
ハ
畢
竟
条
例
成
規
ノ
設
ア
リ
テ
之
ヲ
保
護
監
督

ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
周
到
詳
密
ナ
ル
ノ
致
ス
所
ニ
外
ナ
ラ
ス
。
然
ル
ニ
私
立
銀
行
其

他
会
社
ノ
名
ヲ
以
テ
銀
行
事
業
ヲ
営
ム
モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
従
来
未
タ
之
ヲ
律
ス
ル

ノ
成
法
ナ
キ
ニ
依
リ
総
テ
人
民
相
互
ノ
結
約
ニ
任
セ
敢
テ
之
ヲ
規
約
検
束
ス
ル
所

ア
ラ
サ
リ
シ
カ
。
近
来
人
民
益
々
合
資
興
利
ノ
念
慮
ヲ
発
シ
私
立
銀
行
貯
蔵
銀
行

ノ
類
創
立
ヲ
出
願
ス
ル
者
陸
続
相
接
キ
現
今
ニ
至
テ
ハ
私
立
銀
行
ト
称
ス
ル
モ
ノ

百
七
十
五
行
此
資
本
金
千
八
百
四
拾
九
万
六
千
九
百
円
会
社
ト
称
ス
ル
モ
ノ
五
百

二
十
九
社
此
資
本
金
千
百
六
拾
七
万
四
千
五
百
七
拾
余
円
貯
蔵
銀
行
并
ニ
貯
蓄
会

社
ト
称
ス
ル
モ
ノ
三
十
三
此
資
本
金
七
拾
弐
万
六
千
弐
百
五
拾
六
円
総
数
七
百
三

十
七
資
本
金
総
額
三
千
〇
八
拾
九
万
七
千
七
百
余
円
ノ
多
キ
ニ
及
ヘ
リ
。
其
盛
洵

ト
ニ
嘉
ス
ヘ
キ
カ
如
シ
ト
雖
モ
苟
モ
之
カ
運
用
ヲ
誤
ル
ト
キ
ハ
其
害
亦
測
ル
可
カ

ラ
サ
ル
者
ア
リ
。
今
各
地
方
ノ
情
況
ヲ
通
観
ス
ル
ニ
大
率
子
之
カ
主
唱
者
ナ
ル
モ

ノ
未
タ
銀
行
ノ
何
物
タ
ル
ヲ
知
ラ
ス
又
其
地
方
ニ
資
本
ヲ
要
ス
ル
ノ
程
度
ヲ
量
ラ

ス
。
其
甚
シ
キ
ハ
銀
行
ヲ
視
テ
以
テ
後
手
攫
利
ノ
捷
径
ナ
リ
ト
妄
断
シ
之
ヲ
以
テ

地
方
ノ
愚
民
ヲ
誘
導
シ
株
主
ヲ
募
集
ス
ル
ノ
弊
少
シ
ト
セ
ス
。
其
レ
カ
為
メ
一
地

方
ニ
シ
テ
数
多
ノ
小
銀
行
併
興
シ
同
業
相
競
ヒ
余
有
ル
ノ
資
本
ヲ
以
テ
限
有
ル
ノ

需
要
ヲ
待
ツ
。
其
弊
ヤ
花
主
ノ
良
否
ト
抵
当
ノ
確
否
ト
ヲ
問
ハ
ス
程
度
外
ノ
貸
附

ヲ
為
シ
以
テ
奇
利
ヲ
僥
倖
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
至
ル
。
是
レ
現
今
私
立
銀
行
ノ
通
弊

ニ
シ
テ
其
禍
胎
ヲ
他
日
ニ
遺
ス
。
果
シ
テ
如
何
フ
ヤ
。
苟
モ
事
無
ケ
レ
ハ
乃
チ
止

ム
。
一
旦
蹉
跌
ヲ
致
ス
コ
ト
ア
ラ
ン
ニ
ハ
�
頓
狼
狽
自
ラ
救
フ
ニ
遑
ア
ラ
サ
ル
ニ

至
ル
ヘ
キ
ハ
必
然
ニ
シ
テ
其
害
豈
独
リ
一
銀
行
ニ
止
ラ
ン
ヤ
。
全
国
七
百
三
十
七

社
資
本
金
三
千
〇
八
拾
九
万
七
千
七
百
余
円
ノ
多
キ
其
一
進
一
退
ハ
全
国
ノ
経
済

上
ニ
影
響
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
実
ニ
尠
少
ナ
ラ
ス
。
若
シ
此
際
一
定
ノ
条
例
ヲ
発
行
シ

以
テ
之
ヲ
規
約
監
督
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
他
日
何
等
ノ
患
害
ヲ
惹
起
サ
ン
モ
測
ラ
レ

ス
。
依
テ
此
条
例
中
其
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
考
究
ス
ル
ニ
第
一
資
本
金
寡
少
ナ
ル
銀

行
ハ
大
率
子
営
業
上
得
失
相
償
ハ
ス
シ
テ
却
テ
株
主
ノ
損
耗
ヲ
来
ス
ハ
勿
論
其
商

業
上
ニ
裨
益
ス
ル
所
蓋
シ
亦
幾
モ
希
シ
。
且
ツ
夫
小
資
本
ヲ
以
テ
満
足
ス
ヘ
キ
ノ

地
方
ハ
一
個
人
ヲ
以
テ
営
業
ス
ル
モ
可
ナ
リ
。
又
其
地
方
ニ
シ
テ
多
少
金
融
ノ
需

要
ア
リ
テ
小
銀
行
ノ
設
立
ヲ
要
ス
ル
程
ナ
レ
ハ
自
カ
ラ
他
ノ
銀
行
ヨ
リ
支
店
ヲ
置

ク
コ
ト
必
然
ナ
リ
。
何
フ
故
ラ
ニ
株
主
ヲ
募
リ
一
小
銀
行
ヲ
創
立
ス
ル
ヲ
須
ヒ
ン

ヤ
。
依
テ
合
本
銀
行
ノ
資
本
金
ハ
五
万
円
以
上
ト
定
メ
若
シ
其
地
方
ニ
ヨ
リ
已
ム

ヲ
得
サ
ル
ノ
事
実
ア
ル
モ
ノ
ハ
地
方
官
ノ
意
見
ヲ
聴
キ
其
利
害
得
失
ヲ
詳
悉
シ
タ

ル
上
特
別
ニ
之
ヲ
許
可
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
一
ハ
以
テ
小
銀
行
競
争
ノ
弊
ヲ
防
キ
一

ハ
以
テ
彼
是
変
通
ノ
道
ヲ
失
ハ
サ
ル
ニ
庶
幾
カ
ラ
ン
。
第
二
銀
行
責
任
ノ
義
ハ
有

限
無
限
ノ
両
法
各
々
其
理
由
ア
リ
テ
従
来
仏
国
ハ
有
限
ヲ
用
ヒ
英
国
ハ
大
率
子
無

限
ノ
制
ニ
従
ヒ
シ
カ
先
年
「
グ
ラ
ス
コ
ー
」
銀
行
ノ
破
産
ニ
当
リ
其
責
任
ノ
無
限

ナ
ル
カ
為
メ
株
主
ノ
破
産
流
離
ス
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ス
。
巨
商
大
買
ト
雖
モ
之
カ
為

メ
危
殆
ノ
地
位
ニ
陥
イ
リ
其
地
方
ノ
商
業
上
ニ
激
変
ヲ
来
シ
非
常
ノ
惨
状
ヲ
極
メ

附
近
諸
国
モ
亦
為
メ
ニ
多
少
ノ
影
響
ヲ
被
フ
ル
ニ
至
レ
リ
。
尓
後
英
国
ニ
在
テ
モ

無
限
責
任
ノ
弊
害
終
ニ
此
ニ
至
ル
ヲ
察
シ
改
良
ノ
説
ヲ
主
張
ス
ル
モ
ノ
多
ク
政
府

ニ
在
テ
ハ
習
慣
ノ
久
キ
未
タ
遽
カ
ニ
改
ム
ル
能
ハ
ス
ト
雖
モ
其
説
亦
殆
ン
ト
此
ニ

帰
セ
リ
ト
聞
ク
。
無
限
責
任
ノ
弊
其
レ
亦
察
セ
サ
ル
可
ケ
ン
ヤ
。
夫
レ
我
邦
私
立
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銀
行
ノ
若
キ
ハ
未
タ
条
例
規
則
ノ
設
ナ
キ
カ
為
メ
姑
ク
無
限
責
任
ヲ
以
テ
営
業
セ

シ
メ
タ
リ
ト
雖
モ
今
ヤ
条
例
制
定
ニ
当
リ
之
ヲ
将
来
ニ
慮
リ
之
ヲ
外
国
ノ
実
例
ニ

徴
ス
ル
ニ
此
際
改
メ
テ
有
限
ノ
制
ニ
従
フ
ヲ
適
当
ナ
リ
ト
セ
ン
カ
。
然
レ
ト
モ
又

顧
ミ
テ
一
般
ノ
情
勢
ヲ
察
ス
ル
ニ
銀
行
会
社
ノ
花
主
タ
ル
者
概
シ
テ
未
タ
有
限
無

限
ノ
何
物
タ
ル
ヲ
弁
知
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
其
銀
行
ノ
確
否
如
何
ヲ
顧
ミ
ス
徒

ニ
信
任
ヲ
以
テ
取
引
ヲ
為
シ
始
ヨ
リ
毫
モ
警
戒
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ス
。
而
シ
テ
銀
行

ノ
将
サ
ニ
傾
覆
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
及
ン
テ
方
ニ
始
メ
テ
狼
狽
自
失
ス
ル
モ
ノ
比
々
是

レ
ナ
リ
。
夫
レ
花
主
ノ
未
タ
事
ヲ
解
セ
サ
ル
此
ノ
如
シ
。
之
ヲ
如
何
ソ
適
宜
ノ
制

ヲ
設
ケ
テ
以
テ
之
ヲ
保
護
ス
ル
所
ナ
ク
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
。
去
迚
銀
行
ノ
責
任
ヲ

シ
テ
依
然
無
限
ナ
ラ
シ
メ
ン
カ
。
株
主
ノ
禍
害
ヲ
被
フ
ル
亦
察
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
。

何
ト
ナ
レ
ハ
現
今
ノ
私
立
銀
行
ハ
大
率
子
資
力
薄
弱
ニ
シ
テ
当
業
者
猶
キ
練
達
ヲ

欠
ク
モ
ノ
多
ケ
レ
ハ
一
朝
破
産
倒
行
ノ
不
幸
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
。
若
シ
此
ノ
不
幸
ニ

遭
遇
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
其
禍
害
ヲ
衆
株
主
ニ
及
ホ
シ
延
イ
テ
商
業
社
会
ニ
妨
碍
ヲ

与
フ
ル
コ
ト
勝
テ
言
フ
ヘ
ケ
ン
ヤ
。
故
ニ
万
一
其
銀
行
ニ
シ
テ
破
産
ス
ル
コ
ト
ア

ル
モ
株
主
ノ
禍
害
此
ノ
如
キ
ノ
惨
烈
ニ
至
ラ
シ
メ
サ
ル
ノ
保
護
法
ヲ
設
ケ
サ
ル
可

カ
ラ
ス
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
花
主
固
ヨ
リ
保
護
ス
ヘ
シ
。
株
主
モ
亦
之
ヲ
忽
諸
ス
可

カ
ラ
ス
。
依
テ
合
本
銀
行
ノ
責
任
ハ
姑
ク
被
是
折
衷
シ
テ
倍
額
保
証
ノ
有
限
ト
ナ

シ
銀
行
若
シ
鎖
店
ス
ル
ト
キ
ハ
各
株
主
ヲ
シ
テ
其
所
有
株
金
ノ
外
更
ニ
之
ト
同
額

ヲ
限
リ
各
々
出
金
シ
テ
以
テ
其
負
債
ヲ
弁
償
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
ヘ
シ
。
夫
レ
此

ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
則
チ
花
主
ニ
倍
額
ノ
保
証
ア
リ
株
主
ニ
有
限
ノ
保
護
ア
リ
。
両
ナ

カ
ラ
其
利
益
ヲ
全
フ
シ
テ
互
ニ
権
衡
ヲ
失
ハ
サ
ル
ヘ
シ
。
而
シ
テ
発
起
人
及
ヒ
株

主
等
ニ
在
テ
モ
初
ヨ
リ
警
戒
ヲ
加
ヘ
テ
敢
テ
妄
断
軽
挙
ノ
憂
ナ
ク
随
テ
銀
行
ノ
確

実
ニ
赴
ク
ヘ
キ
ハ
亦
論
ヲ
俟
タ
サ
ル
ナ
リ
。
夫
ノ
国
立
銀
行
ノ
若
キ
ハ
素
ト
政
府

ヨ
リ
特
権
ヲ
付
与
シ
花
主
株
主
両
ナ
カ
ラ
直
接
ノ
保
護
ヲ
受
ク
ル
者
ナ
レ
ハ
一
般

私
立
ノ
銀
行
ト
其
責
任
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
誰
カ
敢
テ
之
ヲ
怪
マ
シ
ヤ
。
第
三
貯
蔵
銀

行
ノ
義
ハ
細
民
日
常
ノ
工
銭
ヨ
リ
其
幾
分
ヲ
貯
蓄
セ
シ
メ
厘
ヲ
積
ミ
毛
ヲ
累
子
之

ヲ
シ
テ
他
日
幾
許
ノ
資
本
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
ト
ス
ル
者
ニ
シ
テ
畢
竟
政
府
慈

恵
ノ
主
意
ニ
出
ツ
ヘ
ク
人
民
営
利
ノ
目
的
ハ
毫
モ
其
間
ニ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。

是
レ
欧
州
諸
国
ニ
於
テ
政
府
自
ラ
之
ヲ
管
掌
シ
之
ヲ
人
民
ニ
放
任
セ
サ
ル
所
以
ナ

リ
。
今
我
国
貯
蔵
銀
行
ノ
数
三
十
三
行
資
本
金
七
拾
弐
万
六
千
弐
百
五
拾
六
円
ノ

多
キ
ニ
登
ル
。
我
国
一
般
ノ
進
度
ヲ
以
テ
之
ヲ
視
ル
ニ
亦
盛
ナ
ラ
サ
ル
ニ
非
ス
ト

雖
モ
未
タ
条
例
ノ
制
定
ナ
キ
ヲ
以
テ
資
本
ノ
虚
実
営
業
ノ
確
否
或
ハ
未
タ
其
実
ヲ

得
ス
。
管
理
上
ニ
於
テ
亦
遺
憾
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ス
。
且
其
創
立
多
ク
ハ
営
利
ノ
目

的
ニ
出
テ
慈
恵
ノ
点
ニ
至
テ
ハ
未
タ
顧
ル
ニ
遑
ア
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
是
ヲ
以
テ

事
業
或
ハ
慎
重
ヲ
欠
キ
之
カ
為
メ
他
日
非
常
ノ
災
害
ヲ
醸
シ
小
民
ヲ
シ
テ
貯
蔵
銀

行
ヲ
厭
忌
ス
ル
ノ
念
ヲ
起
サ
シ
メ
ン
モ
測
ラ
レ
ス
。
是
レ
早
晩
之
ヲ
政
府
ニ
収
メ

以
テ
十
分
慈
恵
ノ
本
旨
ヲ
達
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
蓋
シ
一
国
ノ
計
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
。

然
リ
ト
雖
ト
モ
全
国
七
百
三
十
七
行
ノ
多
キ
遽
カ
ニ
之
ヲ
処
分
ス
ル
ハ
亦
得
策
ニ

非
サ
ル
ヲ
以
テ
今
合
本
銀
行
条
例
ノ
制
定
ニ
方
リ
其
特
ニ
貯
蔵
銀
行
ニ
関
ス
ル
モ

ノ
数
項
ヲ
掲
ケ
テ
余
ハ
蓋
ク
合
本
銀
行
ト
一
律
ニ
之
ヲ
規
約
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
其

事
業
稍
ヤ
慎
密
ヲ
加
ヘ
或
ハ
慈
恵
ノ
実
ヲ
失
ハ
サ
ル
ニ
庶
幾
カ
ラ
ン
。
而
シ
テ
其

責
任
ノ
若
キ
モ
各
株
主
ヲ
シ
テ
無
限
ノ
責
任
ヲ
負
ハ
シ
メ
以
テ
自
ラ
警
戒
ス
ル
所

ヲ
知
ラ
シ
ム
。
是
レ
亦
尋
常
一
般
ノ
銀
行
ト
其
資
格
ヲ
異
ニ
シ
其
業
体
ヲ
同
セ
サ

ル
ヲ
示
ス
所
以
ナ
リ
。
此
外
結
社
ノ
方
法
役
員
ノ
責
任
及
ヒ
罰
則
等
ハ
之
ヲ
従
来

ノ
経
験
ニ
徴
シ
旁
ハ
ラ
欧
州
諸
国
ノ
律
令
ニ
就
キ
彼
是
参
酌
シ
テ
此
ニ
別
冊
合
本

銀
行
貯
蔵
銀
行
条
例
草
按
ヲ
草
定
シ
以
テ
上
呈
ス
。
此
条
例
御
発
行
ノ
上
ハ
全
国

銀
行
管
理
ノ
方
法
始
メ
テ
備
ハ
リ
貨
財
流
通
ノ
要
機
更
ニ
面
目
ヲ
革
新
ス
ヘ
ク
実

ニ
目
下
ノ
急
務
ト
存
候
条
至
急
御
裁
定
御
施
行
相
成
候
様
致
度
此
度
相
伺
候
也
。

明
治
十
六
年
十
月

大
蔵
�
松
方
正
義
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太
政
大
臣
三
條
実
美
殿

【
史
料
１８
―
２
】
合
本
銀
行
貯
蔵
銀
行
条
例

合
本
銀
行
貯
蔵
銀
行
条
例

第
一
章

合
本
銀
行

第
一
節

性
質
及
ヒ
営
業
年
限

第
一
条

合
本
銀
行
ハ
株
式
ヲ
以
テ
資
本
金
ヲ
募
リ
次
条
ニ
記
載
ス
ル
事
業
ノ
全

部
又
ハ
幾
分
ヲ
営
ム
会
社
ヲ
云
フ

第
二
条

合
本
銀
行
ノ
営
業
ハ
左
ノ
如
シ

第
一

貸
附
金
、
預
リ
金
、
為
換
荷
為
換
ノ
取
扱
ヲ
為
ス
事

第
二

為
換
手
形
約
束
手
形
其
他
諸
証
書
ノ
割
引
又
ハ
其
代
金
ノ
取
立
ヲ
為

ス
事

第
三

公
債
証
書
外
国
貨
幣
及
ヒ
地
金
銀
ノ
売
買
又
ハ
両
替
ヲ
為
ス
事

第
四

金
銀
貨
貴
金
属
及
ヒ
諸
証
書
ノ
保
護
預
リ
ヲ
為
ス
事

第
三
条

合
本
銀
行
ハ
株
主
七
人
以
上
資
本
金
五
万
円
以
上
ニ
非
サ
レ
ハ
創
立
ス

ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
。
但
地
方
ノ
事
情
ニ
ヨ
リ
大
蔵
�
之
ヲ
必
要
ナ
リ
ト

ス
ル
ト
キ
ハ
右
制
限
以
内
ト
雖
モ
特
別
ニ
之
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ

シ

第
四
条

合
本
銀
行
ノ
営
業
年
限
ハ
開
業
免
状
ノ
日
附
ヨ
リ
満
十
五
年
ト
ス
。
但

満
期
ノ
後
尚
ホ
其
業
ヲ
継
続
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
株
主
総
会
ノ
決
議
ニ
依

リ
更
ニ
大
蔵
�
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
二
節

創
立

第
五
条

合
本
銀
行
ヲ
創
立
ス
ル
ニ
ハ
発
起
人
三
人
以
上
ニ
テ
株
主
ヲ
結
合
シ
創

立
願
書
ニ
定
款
ヲ
添
ヘ
地
方
庁
ヲ
経
由
シ
テ
大
蔵
�
ニ
差
出
ス
ヘ
シ

第
六
条

定
款
ニ
ハ
銀
行
ノ
名
称
本
支
店
設
置
ノ
場
所
資
本
金
額
其
他
株
主
等
契

約
ノ
条
款
ヲ
記
載
シ
株
主
一
同
署
名
捺
印
シ
地
方
官
ノ
奥
書
証
印
ヲ
得

ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
条

大
蔵
�
ハ
創
立
願
書
及
ヒ
定
款
ヲ
審
按
シ
適
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ

之
ヲ
許
可
シ
且
定
款
ニ
奥
書
捺
印
ヲ
為
シ
テ
之
ヲ
下
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
八
条

銀
行
ヨ
リ
開
業
前
資
本
入
金
ノ
届
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
大
蔵
�
ハ
特
ニ

官
吏
ヲ
派
遣
シ
又
ハ
地
方
官
ニ
命
シ
テ
之
ヲ
検
査
セ
シ
メ
其
入
金
確
実

ナ
ル
モ
ノ
ハ
開
業
免
状
ヲ
下
付
ス
ヘ
シ
。
但
其
入
金
確
実
ナ
ラ
サ
ル
モ

ノ
ハ
前
条
ノ
許
可
ヲ
取
消
ス
モ
ノ
ト
ス

第
九
条

発
起
人
ハ
総
員
ニ
テ
資
本
金
高
十
分
ノ
二
以
上
ヲ
負
担
シ
且
役
員
選
定

迄
ハ
其
銀
行
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
責
ニ
任
ス
ヘ
シ

第
十
条

合
本
銀
行
ハ
開
業
前
ニ
株
主
総
会
ヲ
開
キ
頭
取
々
締
役
ヲ
選
挙
シ
且
支

配
人
ヲ
選
任
ス
ヘ
シ

第
三
節

社
名
及
ヒ
社
印

第
十
一
条

合
本
銀
行
ハ
開
業
免
状
ヲ
得
タ
ル
上
某
銀
行
ト
称
シ
開
業
前
ニ
其
印

鑑
ヲ
大
蔵
�
ニ
届
出
ツ
ヘ
シ

第
十
二
条

合
本
銀
行
ノ
名
称
ハ
人
ノ
氏
名
又
ハ
他
ノ
銀
行
ト
同
名
若
ク
ハ
類
似

ノ
者
ヲ
用
フ
ル
ヲ
得
ス
。
但
此
条
例
布
告
以
前
ニ
シ
テ
人
ノ
氏
名
ヲ
用

ヒ
シ
者
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

第
十
三
条

合
本
銀
行
ハ
諸
願
伺
届
ヲ
始
メ
訴
訟
約
定
報
告
及
ヒ
手
形
証
書
其
他

緊
要
ノ
文
書
ハ
総
テ
社
名
ヲ
用
ヒ
社
印
ヲ
捺
シ
且
頭
取
支
配
人
等
ノ
役

印
ヲ
加
用
ス
ヘ
シ

第
十
四
条

合
本
銀
行
ハ
営
業
時
間
中
其
名
称
ヲ
記
シ
タ
ル
掲
牌
ヲ
店
頭
ニ
掲
ケ

置
ク
ヘ
シ

第
四
節

資
本
金
及
ヒ
株
式
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第
十
五
条

合
本
銀
行
ノ
資
本
金
ハ
之
ヲ
同
額
ノ
株
式
ニ
分
割
シ
一
株
弐
拾
円
以

上
タ
ル
ヘ
シ

第
十
六
条

合
本
銀
行
ノ
株
券
ハ
記
名
ト
ナ
シ
内
国
人
ニ
限
リ
之
ヲ
所
有
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
、
但
銀
行
ノ
営
業
年
限
間
株
金
ノ
払
戻
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス

第
十
七
条

合
本
銀
行
ノ
資
本
金
ハ
開
業
前
ニ
半
額
以
上
ヲ
入
金
シ
残
高
ハ
定
款

ニ
於
テ
適
宜
割
合
ヲ
定
メ
、
開
業
ノ
翌
月
ヨ
リ
十
月
以
内
ニ
入
金
ス
ヘ

シ
。
但
入
金
毎
ト
ニ
之
ヲ
大
蔵
�
ニ
届
出
ツ
ヘ
シ

第
十
八
条

合
本
銀
行
ノ
株
主
規
定
ノ
入
金
ヲ
怠
ル
ト
キ
ハ
銀
行
ニ
於
テ
五
十
日

以
内
ニ
其
株
式
ヲ
公
売
シ
、
売
却
ニ
関
ス
ル
費
用
ヲ
引
去
リ
、
若
シ
残

金
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
元
株
主
ニ
還
付
ス
ヘ
シ

第
十
九
条

右
売
却
ノ
手
続
ヲ
ナ
シ
其
株
式
ヲ
買
受
ル
モ
ノ
ナ
キ
ト
キ
ハ
銀
行
ニ

於
テ
既
ニ
入
金
シ
タ
ル
金
高
ヲ
没
収
シ
テ
其
株
式
ヲ
消
却
シ
、
其
旨
ヲ

〔
制
〕

大
蔵
�
ニ
届
出
ツ
ヘ
シ
。
但
第
三
条
ニ
定
メ
タ
ル
資
本
期
限
高
ヨ
リ

減
少
ス
ル
ヲ
許
サ
ス

第
二
十
条

合
本
銀
行
ノ
株
主
ハ
定
款
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
手
続
ニ
依
リ
何
時
ニ
テ

モ
其
株
式
ヲ
売
買
譲
与
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
。
但
銀
行
ハ
毎
半
季
利
益

金
配
当
ノ
際
三
十
日
以
内
ハ
株
式
ノ
売
買
譲
与
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
一
条

合
本
銀
行
ハ
株
主
総
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
大
蔵
�
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル

ニ
於
テ
ハ
其
資
本
金
ヲ
増
加
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
。
但
入
金
済
ノ
上
ハ
株
主

姓
名
株
数
及
ヒ
金
額
等
ヲ
詳
記
シ
タ
ル
増
加
証
書
ヲ
作
リ
地
方
官
ノ
奥

書
証
印
ヲ
得
テ
之
ヲ
大
蔵
�
ニ
差
出
シ
奥
書
鈴
印
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
二
条

合
本
銀
行
其
資
本
金
ヲ
減
少
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
株
主
総
会
ノ
決

議
ニ
依
リ
大
蔵
�
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
。
右
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
上
減
少

実
施
ノ
期
日
ヲ
定
メ
少
ク
モ
六
十
日
以
前
ニ
其
減
少
高
及
ヒ
其
期
日
ヲ

各
債
主
ヘ
報
知
シ
、
且
十
五
日
以
上
新
聞
紙
ヲ
以
テ
之
ヲ
公
告
ス
ヘ
シ

第
二
十
三
条

前
条
資
本
金
減
少
ノ
際
其
銀
行
ニ
貸
金
預
ケ
金
其
他
銀
行
ヨ
リ
受

取
ル
ヘ
キ
勘
定
ア
ル
者
ハ
、
其
支
払
期
日
ニ
至
ラ
ス
ト
雖
モ
、
右
減
少

実
施
ノ
期
日
前
三
十
日
ノ
間
何
時
ニ
テ
モ
左
ノ
二
項
ニ
準
シ
之
カ
償
却

ヲ
購
求
ス
ル
ノ
権
利
ア
ル
ヘ
シ

第
一

凡
ソ
定
期
ノ
預
ケ
金
又
ハ
貸
金
ア
ル
者
ハ
其
元
金
及
ヒ
現
ニ
仕
払
ヲ

受
ク
ル
日
迄
ノ
利
息
ヲ
受
取
ル
事

第
二

凡
ソ
銀
行
ヨ
リ
受
取
ル
ヘ
キ
勘
定
ア
ル
者
ハ
現
ニ
仕
払
ヲ
受
ク
ル
日

ヨ
リ
其
約
定
期
日
迄
ノ
利
息
ヲ
引
去
リ
其
残
金
高
ヲ
受
取
ル
事

第
二
十
四
条

前
二
条
ノ
手
続
ヲ
ナ
シ
資
本
金
減
少
ヲ
実
施
シ
タ
ル
上
減
少
証
書

ヲ
作
リ
地
方
官
ノ
奥
書
証
印
ヲ
得
テ
之
ヲ
大
蔵
�
ニ
差
出
シ
奥
書
鈴
印

ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
節

株
主
総
会

第
二
十
五
条

合
本
銀
行
ハ
毎
年
一
月
七
月
ノ
両
度
ニ
定
式
株
主
総
会
ヲ
開
テ
半

季
間
処
務
ノ
要
領
諸
計
算
ノ
実
況
ヲ
報
告
シ
利
益
金
配
当
等
ノ
事
ヲ
決

議
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
六
条

定
式
総
会
ハ
株
主
総
会
五
分
ノ
一
以
上
ニ
シ
テ
総
株
五
分
ノ
一
以

上
ヲ
有
ス
ル
株
主
出
席
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
決
議
ス
ル
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
七
条

頭
取
々
締
役
ニ
於
テ
必
要
ナ
リ
ト
思
考
ス
ル
カ
又
ハ
株
主
総
員
五

分
ノ
一
以
上
ニ
シ
テ
総
株
五
分
ノ
一
以
上
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
請
求
ア
ル
ニ

於
テ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
臨
時
株
主
総
会
ヲ
開
ク
ヲ
得
ヘ
シ
。
但
開
会
ノ
期

日
ヨ
リ
七
日
以
前
ニ
議
事
ノ
要
旨
ヲ
各
株
主
ニ
通
知
ス
ヘ
シ

第
二
十
八
条

臨
時
総
会
ハ
株
主
総
員
十
分
ノ
五
以
上
ニ
シ
テ
総
株
十
分
ノ
五
以

上
ヲ
有
ス
ル
株
主
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
決
議
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
十
九
条

支
店
ノ
廃
置
、
資
本
金
ノ
増
減
、
営
業
年
限
ノ
延
期
又
ハ
鎖
店
其
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他
定
款
改
正
ニ
係
ル
事
件
ハ
臨
時
総
会
ニ
於
テ
決
議
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

但
此
等
ノ
事
件
ハ
大
蔵
�
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル
ニ
非
ラ
サ
レ
ハ
施
行
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ス

第
三
十
条

株
主
総
会
ニ
於
テ
ハ
頭
取
ヲ
議
長
ト
ナ
シ
決
議
ハ
投
票
ノ
多
数
ニ
従

フ
ヘ
シ
。
可
否
同
数
ア
ル
ト
キ
ハ
議
長
之
ヲ
決
ス
ヘ
シ

第
三
十
一
条

株
主
総
会
ニ
於
テ
株
主
投
票
ノ
権
利
ハ
其
所
有
ノ
株
数
ニ
拠
ル
ヘ

シ
。
但
十
株
以
上
ヲ
有
ス
ル
株
主
ノ
権
利
ハ
定
款
ニ
於
テ
適
宜
逓
減
ノ

制
ヲ
設
ク
ヘ
シ

第
三
十
二
条

株
主
総
会
ニ
出
席
シ
難
キ
株
主
ハ
委
任
状
ヲ
与
ヘ
他
ノ
株
主
ヲ
シ

テ
代
理
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
、
但
自
身
又
ハ
代
理
ヲ
問
ハ
ス
一
人
ノ
株

数
其
総
数
五
分
ノ
一
又
ハ
出
席
員
所
有
株
五
分
ノ
二
ヲ
超
過
ス
ル
ト
キ

ハ
其
超
過
ノ
株
数
ニ
対
シ
テ
ハ
投
票
ノ
権
利
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
三
条

合
本
銀
行
ノ
株
主
ハ
総
会
前
六
十
日
以
内
ニ
所
有
シ
タ
ル
株
式
ニ

対
シ
テ
ハ
投
票
ノ
権
利
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
四
条

合
本
銀
行
ノ
役
員
ハ
総
会
ニ
於
テ
自
己
所
有
ノ
株
式
ニ
対
シ
投
票

ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
ハ
勿
論
ト
雖
モ
他
人
ノ
代
理
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
三
十
五
条

株
主
総
会
議
事
ノ
�
末
ハ
議
事
録
ニ
詳
記
シ
議
長
之
ニ
検
印
シ
後

日
ノ
証
ニ
供
ス
ヘ
シ
。
但
決
議
ノ
事
件
ハ
直
ニ
大
蔵
�
ニ
届
出
ツ
ヘ
シ

第
六
節

役
員
選
挙

第
三
十
六
条

合
本
銀
行
ノ
取
締
役
ハ
三
名
以
上
ト
シ
株
主
総
会
ニ
於
テ
株
主
中

ヨ
リ
選
挙
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
左
ニ
掲
ク
ル
株
主
ハ
取
締
役
タ
ル
ヲ
得

ス

第
一

千
円
以
上
ノ
株
式
ヲ
有
セ
サ
ル
者

第
二

丁
年
未
満
ノ
者

第
三

後
見
人
ノ
名
義
ヲ
以
テ
ス
ル
者
及
ヒ
共
有
財
産
ヲ
以
テ
加
入
シ
タ
ル

者

第
四

曽
テ
身
代
限
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
シ
者
及
ヒ
曽
テ
銀
行
会
社
ノ
役
員
ト
シ

テ
其
銀
行
会
社
ニ
損
失
ヲ
来
シ
因
テ
之
ヲ
鎖
店
ニ
致
シ
タ
ル
者

第
三
十
七
条

合
本
銀
行
ノ
頭
取
ハ
取
締
役
中
ヨ
リ
互
選
ヲ
以
テ
推
挙
ス
ル
モ
ノ

ト
ス

第
三
十
八
条

支
配
人
以
下
ノ
諸
役
員
ハ
頭
取
々
締
役
ノ
衆
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
選
任

ス
ヘ
シ

第
三
十
九
条

頭
取
々
締
役
支
配
人
ハ
選
任
毎
ニ
其
住
所
姓
名
印
鑑
ヲ
大
蔵
�
ニ

届
出
ツ
ヘ
シ

第
四
十
条

頭
取
々
締
役
ノ
在
職
ハ
一
期
三
年
以
内
ト
シ
満
期
後
幾
回
ニ
テ
モ
選

挙
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
但
株
主
総
会
ニ
於
テ
決
議
ス
ル
ト
キ
ハ
任
期
中
ト

雖
モ
之
ヲ
退
職
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ヘ
シ

第
四
十
一
条

合
本
銀
行
ノ
頭
取
々
締
役
ハ
身
元
保
証
ト
シ
テ
千
円
以
上
ニ
当
ル

其
銀
行
ノ
株
券
ヲ
任
期
中
其
銀
行
ニ
預
ケ
置
ク
ヘ
シ
。
但
本
人
退
職
ス

ト
雖
モ
其
半
期
ノ
決
算
ヲ
完
結
シ
タ
ル
上
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
受
戻
ス
コ

ト
ヲ
得
ス

第
七
節

銀
行
及
ヒ
役
員
ノ
責
任

第
四
十
二
条

合
本
銀
行
ノ
責
任
ハ
倍
額
保
証
ノ
有
限
ト
ナ
シ
銀
行
鎖
店
ニ
際
シ

負
債
弁
償
ノ
為
メ
各
株
主
ノ
負
担
ス
ヘ
キ
義
務
ハ
其
所
有
株
金
ノ
外
更

ニ
之
ニ
対
ス
ル
同
額
ヲ
限
リ
各
々
出
金
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
十
三
条

頭
取
々
締
役
其
他
ノ
役
員
本
条
例
又
ハ
定
款
ニ
背
キ
或
ハ
不
正
ノ

意
思
ニ
ヨ
リ
約
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
苟
モ
社
名
ヲ
用
ヒ
其
事
銀
行
ノ

事
業
内
ニ
ア
ル
ト
キ
ハ
銀
行
ハ
社
外
ノ
人
ニ
対
シ
テ
其
義
務
ヲ
負
担
ス

ヘ
シ
。
但
社
外
ノ
人
其
情
ヲ
知
テ
約
定
ヲ
ナ
シ
又
ハ
相
謀
ル
ノ
証
ア
ル

ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス
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第
四
十
四
条

頭
取
々
締
役
其
他
ノ
役
員
本
条
例
又
ハ
定
款
ニ
背
キ
タ
ル
所
為
ニ

由
リ
銀
行
ニ
損
失
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
人
及
ヒ
之
ヲ
為
サ
シ
メ

タ
ル
者
連
帯
シ
テ
弁
償
ノ
責
ニ
任
ス
ヘ
シ

第
八
節

営
業

第
四
十
五
条

合
本
銀
行
ハ
左
ニ
掲
ク
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
地
所
家
屋
其
他
ノ
物
件

ヲ
売
買
シ
又
ハ
所
有
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ

第
一

銀
行
営
業
ノ
為
メ
必
要
ア
ル
ト
キ

第
二

貸
付
金
抵
当
ノ
流
込
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
キ

第
三

貸
付
金
ノ
抵
当
ニ
シ
テ
裁
判
上
売
払
ト
ナ
リ
又
ハ
貸
付
金
返
済
ノ
為

メ
公
売
ニ
付
シ
タ
ル
ト
キ

第
四
十
六
条

合
本
銀
行
ハ
大
蔵
�
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
他
ノ
銀
行
及

ヒ
諸
会
社
ノ
株
主
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
四
十
七
条

合
本
銀
行
ハ
自
己
ノ
株
券
ヲ
抵
当
ニ
取
リ
又
ハ
之
ヲ
買
戻
ス
コ
ト

ヲ
得
ス

第
四
十
八
条

合
本
銀
行
ノ
営
業
時
間
及
ヒ
休
暇
日
ハ
定
款
ニ
於
テ
之
ヲ
定
メ
新

聞
紙
ヲ
以
テ
公
告
ス
ヘ
シ

第
九
節

検
査

第
四
十
九
条

大
蔵
�
ハ
臨
時
官
吏
ヲ
派
遣
シ
又
ハ
地
方
官
ニ
命
シ
テ
合
本
銀
行

ヲ
検
査
セ
シ
ム
ヘ
シ
。
但
大
蔵
�
ハ
営
業
時
間
中
ト
雖
モ
検
査
ノ
為
メ

一
時
其
営
業
ヲ
停
止
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
五
十
条

合
本
銀
行
ノ
役
員
ハ
検
査
官
ノ
要
求
ニ
応
シ
現
金
薄
冊
及
ヒ
一
切
書

類
ノ
検
閲
ヲ
受
ケ
且
其
推
問
ニ
対
シ
テ
誠
実
ノ
答
ヲ
為
ス
ヘ
シ
。
但
検

査
官
ハ
検
査
ノ
為
メ
必
要
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
株
主
ヲ
徴
集
推
問
ス
ル

コ
ト
ヲ
得

第
五
十
一
条

合
本
銀
行
ノ
株
主
ハ
営
業
時
間
中
何
時
ニ
テ
モ
其
銀
行
ノ
現
金
薄

冊
及
ヒ
一
切
ノ
書
類
ヲ
点
検
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
節

計
算
薄
冊
及
ヒ
報
告

第
五
十
二
条

合
本
銀
行
ハ
毎
年
六
月
十
二
月
ノ
両
度
ニ
其
半
季
間
営
業
ノ
総
勘

定
ヲ
為
シ
損
益
ヲ
決
算
シ
純
益
金
ノ
分
配
ヲ
為
ス
ヘ
シ
。
但
資
本
金
ニ

欠
額
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
純
益
金
ノ
分
配
ヲ
止
メ
之
ヲ
以
テ
其
欠
額
ヲ

補
フ
ヘ
シ

第
五
十
三
条

合
本
銀
行
ノ
薄
冊
及
ヒ
報
告
書
ハ
大
蔵
�
ノ
命
ス
ル
様
式
ニ
従
ヒ

〔
ニ
〕

実
際
ノ
計
算
ヲ
精
確
カ
記
載
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
報
告
書
ハ
毎
年
二

月
十
五
日
八
月
十
五
日
ヲ
限
リ
大
蔵
�
ニ
差
出
ス
ヘ
シ

第
五
十
四
条

合
本
銀
行
ハ
毎
半
季
決
算
後
其
資
産
負
債
及
ヒ
損
益
ノ
計
算
ヲ
簡

明
ニ
記
シ
新
聞
紙
ヲ
以
テ
公
告
ス
ヘ
シ

第
十
一
節

鎖
店

第
五
十
五
条

合
本
銀
行
ニ
於
テ
左
ニ
掲
ク
ル
事
実
ア
ル
ト
キ
ハ
大
蔵
�
ハ
其
銀

行
ヲ
鎖
店
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
一

銀
行
ニ
於
テ
負
債
弁
償
ノ
義
務
ヲ
尽
ス
能
ハ
サ
ル
証
拠
ア
ル
ト
キ

第
二

銀
行
ニ
於
テ
資
本
入
金
高
半
額
以
上
ノ
損
失
ヲ
生
セ
シ
ト
キ

第
三

銀
行
ニ
於
テ
本
条
例
ニ
背
戻
シ
大
蔵
�
之
ヲ
鎖
店
セ
シ
ム
ル
ニ
至
当

ナ
リ
ト
思
考
ス
ル
ト
キ

第
四

株
主
又
ハ
資
本
金
ノ
員
額
第
三
条
ノ
制
限
以
内
ニ
減
少
シ
六
ヶ
月
ヲ

経
過
シ
テ
尚
ホ
之
ヲ
補
充
セ
サ
ル
ト
キ

第
五

株
主
総
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
官
命
鎖
店
ヲ
請
願
セ
シ
ト
キ

第
五
十
六
条

合
本
銀
行
ハ
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
自
ラ
鎖
店
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト

ス
。
但
株
主
連
署
ヲ
以
テ
事
情
ヲ
具
シ
大
蔵
�
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
一

銀
行
ノ
営
業
年
限
満
期
ニ
及
ヒ
タ
ル
ト
キ

第
二

株
主
総
会
ニ
於
テ
自
鎖
店
ノ
決
議
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
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第
五
十
七
条

合
本
銀
行
官
命
鎖
店
ノ
命
ヲ
受
ケ
又
ハ
自
鎖
店
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル

ト
キ
ハ
五
日
以
内
ニ
其
旨
ヲ
株
主
ニ
通
知
シ
且
通
知
ノ
日
ヨ
リ
十
五
日

以
上
新
聞
紙
ヲ
以
テ
公
告
ス
ヘ
シ

第
五
十
八
条

合
本
銀
行
ハ
官
命
鎖
店
ノ
命
ヲ
受
ケ
又
ハ
自
鎖
店
ノ
許
可
ヲ
得
タ

ル
日
ヨ
リ
諸
貸
付
割
引
ハ
勿
論
其
他
一
切
ノ
営
業
ヲ
為
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

但
其
銀
行
ニ
収
入
ス
ヘ
キ
金
員
其
他
ノ
物
件
ヲ
受
取
リ
又
ハ
保
護
預
リ

ノ
金
員
又
ハ
物
品
ヲ
渡
ス
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

第
五
十
九
条

合
本
銀
行
ハ
官
命
鎖
店
ノ
命
ヲ
受
ケ
又
ハ
自
鎖
店
ノ
決
議
ヲ
ナ
シ

タ
ル
日
ヨ
リ
株
券
ノ
売
買
譲
与
ヲ
禁
ス
。
但
之
ヲ
犯
シ
売
買
譲
与
シ
タ

ル
者
ハ
其
効
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
六
十
条

合
本
銀
行
ノ
鎖
店
ニ
際
シ
大
蔵
�
ハ
特
ニ
官
吏
ヲ
派
遣
シ
又
ハ
地
方

官
ニ
命
シ
テ
鎖
店
ノ
処
分
ヲ
監
督
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
六
十
一
条

合
本
銀
行
官
命
鎖
店
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
大
蔵
�
ハ
二
名
以
上
ノ
鎖

店
処
分
人
ヲ
選
任
シ
且
処
務
ノ
権
限
給
料
等
ヲ
定
メ
其
族
籍
氏
名
及
ヒ

事
務
取
扱
ノ
場
合
ヲ
告
示
ス
ヘ
シ

第
六
十
二
条

合
本
銀
行
自
鎖
店
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
二
十
日
以
内
ニ
株
主

総
会
ヲ
開
キ
鎖
店
処
分
人
二
名
以
上
ヲ
選
定
シ
其
権
限
及
ヒ
給
料
等
ヲ

定
メ
大
蔵
�
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
。
但
其
族
籍
氏
名
及
ヒ
事
務
取
扱
ノ

場
所
ハ
十
五
日
以
上
新
聞
紙
ヲ
以
テ
公
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
若
シ
大
蔵

�
其
鎖
店
処
分
人
ヲ
不
適
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
罷
メ
シ
メ
更

ニ
特
選
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
六
十
三
条

合
本
銀
行
ノ
役
員
ハ
鎖
店
処
分
人
命
任
ノ
公
告
又
ハ
告
示
ア
ル
ト

同
時
ニ
各
々
其
職
ヲ
罷
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
営
業
諸
般
ノ
事
件
ニ
係
ル

モ
ノ
ハ
鎖
店
処
分
人
ノ
質
問
ニ
対
シ
答
弁
ノ
責
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
十
四
条

合
本
銀
行
ノ
鎖
店
処
分
人
ハ
某
銀
行
鎖
店
処
分
人
ト
称
シ
其
名
義

ヲ
以
テ
鎖
店
一
切
ノ
事
務
ヲ
担
当
シ
詞
訟
事
件
ニ
付
テ
ハ
原
被
告
タ
ル

ノ
責
ニ
任
ス
ヘ
シ〔人

〕

第
六
十
五
条

鎖
店
処
分
又
ハ
鎖
店
事
件
ニ
付
キ
必
要
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
何

時
ニ
テ
モ
株
主
及
ヒ
債
主
ヲ
招
集
シ
総
会
ヲ
開
ク
権
ア
ル
ヘ
シ

第
六
十
六
条

鎖
店
処
分
人
ハ
各
債
主
ヨ
リ
其
銀
行
ノ
負
債
ニ
属
ス
ル
証
書
類
ヲ

持
参
セ
シ
ム
ヘ
キ
期
日
ヲ
定
メ
少
ク
モ
六
十
日
以
前
ニ
之
ヲ
各
債
主
ニ

通
知
シ
且
十
五
日
以
上
新
聞
紙
ヲ
以
テ
之
ヲ
公
告
ス
ヘ
シ

第
六
十
七
条

鎖
店
処
分
人
ハ
其
銀
行
ノ
資
産
負
債
ヲ
調
査
シ
貸
付
金
其
他
銀
行

ニ
収
入
ス
ヘ
キ
一
切
ノ
金
員
ヲ
取
立
テ
所
有
物
件
ヲ
売
払
ヒ
其
集
合
金

ヲ
以
テ
負
債
ノ
償
却
ニ
充
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
十
八
条

鎖
店
処
分
人
ハ
前
二
条
ノ
手
続
ヲ
完
結
シ
タ
ル
上
負
債
償
却
ノ
方

法
及
ヒ
分
配
期
日
ヲ
定
メ
株
主
及
ヒ
債
主
ノ
総
会
ニ
於
テ
之
ヲ
決
議
シ

大
蔵
�
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
。
但
其
分
配
ノ
期
日
及
ヒ
場
所
ハ
十
五
日

以
上
新
聞
紙
ヲ
以
テ
公
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

〔
リ
〕

第
六
十
九
条

第
六
十
六
条
及
ヒ
前
条
ニ
拠
て
公
告
シ
タ
ル
期
限
内
ニ
証
書
ヲ

〔
カ
〕

持
参
セ
サ
ル
も
又
ハ
分
配
ノ
要
求
ヲ
ナ
サ
サ
ル
モ
ノ
ハ
分
配
ヲ
受
ク

ル
ノ
権
利
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
七
十
条

鎖
店
処
分
人
ハ
第
六
十
七
条
ノ
集
合
金
ヲ
以
テ
負
債
ノ
償
却
ニ
充
テ

過
剰
ア
ル
ト
キ
ハ
株
高
ニ
応
シ
テ
之
ヲ
株
主
ニ
割
戻
シ
又
不
足
ア
ル
ト

キ
ハ
第
四
十
二
条
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
各
株
主
ノ
負
担
ス
ヘ
キ
金
額
ヨ
リ
之

ヲ
徴
収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
十
一
条

鎖
店
処
分
人
ノ
給
料
旅
費
其
他
鎖
店
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
費
用
ハ
他

ノ
負
債
ニ
先
チ
之
ヲ
仕
払
フ
モ
ノ
ト
ス

第
七
十
二
条

鎖
店
処
分
人
本
条
例
ニ
背
キ
又
ハ
権
限
ヲ
越
ヘ
タ
ル
所
為
ニ
ヨ
リ

銀
行
ニ
損
失
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
弁
償
セ
シ
ム
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ル
モ
ノ
ト
ス
。

マ
マ

第
七
十
三
条

鎖
店
処
分
人
鎖
店
ノ
事
務
ヲ
完
結
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
所
務
ノ
�
末

及
ヒ
計
算
報
告
ヲ
作
リ
之
ヲ
大
蔵
�
ニ
差
出
ス
ヘ
シ
。
大
蔵
�
之
ヲ
正

当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
其
銀
行
ヲ
解
散
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
十
四
条

鎖
店
処
分
人
前
条
解
散
ノ
命
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
銀
行
資
産
負

債
ノ
実
況
負
債
償
却
ノ
方
法
及
ヒ
鎖
店
事
務
完
結
ノ
旨
ヲ
五
日
以
上
新

聞
紙
ヲ
以
テ
公
告
シ
其
銀
行
ヲ
解
散
シ
タ
ル
上
之
ヲ
大
蔵
�
ニ
上
申
ス

ヘ
シ
。
但
銀
行
ノ
薄
冊
及
ヒ
緊
要
書
類
ハ
解
散
以
前
ニ
其
管
轄
地
方
庁

ヘ
納
付
シ
地
方
庁
ニ
於
テ
五
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
章

貯
蔵
銀
行

第
七
十
五
条

貯
蔵
銀
行
ハ
資
本
金
ヲ
置
キ
テ
貯
蔵
金
ヲ
預
リ
預
ケ
主
ノ
為
メ
ニ

之
ヲ
利
殖
ス
ル
会
社
ヲ
云
フ

第
七
十
六
条

貯
蔵
銀
行
ノ
責
任
ハ
無
限
ト
ナ
シ
銀
行
鎖
店
ニ
際
シ
其
負
債
ヲ
弁

償
ス
ル
為
メ
資
本
金
ノ
外
仍
ホ
各
株
主
ノ
資
産
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ル
モ

ノ
ト
ス

第
七
十
七
条

貯
蔵
銀
行
ハ
某
貯
蔵
銀
行
ト
称
シ
開
業
前
ニ
貨
幣
又
ハ
公
債
証
書

其
他
政
府
ノ
保
証
ニ
係
ル
証
券
（
時
価
ヲ
以

テ
計
算
ス

）
ヲ
大
蔵
省
ニ
納
メ
貯
蔵
預
リ

ノ
保
証
金
ト
ナ
ス
ヘ
シ
。
但
保
証
金
ハ
必
ス
資
本
金
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
十
八
条

貯
蔵
銀
行
ニ
テ
預
ル
ヘ
キ
貯
金
ノ
総
額
ハ
前
条
ノ
保
証
金
ニ
対
シ

四
倍
マ
テ
ヲ
限
リ
ト
ス
。
其
上
猶
ホ
預
リ
込
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
之

ヲ
大
蔵
�
ニ
出
願
シ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
上
其
保
証
金
ヲ
増
納
シ
更
ニ
之

ニ
対
シ
四
倍
マ
テ
ノ
預
リ
金
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
、
但
資
本
金
ヲ
以
テ
保

証
金
ニ
充
テ
猶
ホ
不
足
ア
ル
ト
キ
ハ
更
ニ
増
株
ヲ
為
シ
テ
之
ヲ
補
充
ス

ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
十
九
条

貯
蔵
銀
行
ノ
保
証
金
ハ
大
蔵
省
ノ
便
宜
ニ
ヨ
リ
其
銀
行
管
轄
ノ
地

方
庁
ニ
納
メ
シ
メ
該
庁
ニ
於
テ
之
ヲ
管
守
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
八
十
条

貯
蔵
銀
行
ハ
各
預
ケ
主
ニ
記
名
ノ
通
帳
ヲ
交
付
シ
其
記
名
者
ニ
係
ル

貯
金
ノ
出
納
ハ
総
テ
之
ニ
記
載
シ
主
務
ノ
役
員
之
ニ
捺
印
ス
ヘ
シ

第
八
十
一
条

貯
蔵
銀
行
ハ
預
ケ
主
一
人
ニ
付
キ
五
百
円
以
上
ヲ
預
ル
コ
ト
ヲ
許

サ
ス
。
但
利
倍
増
殖
ニ
ヨ
リ
右
制
限
以
上
ニ
上
ル
モ
ノ
ハ
此
限
ニ
在
ラ

ス

第
八
十
二
条

貯
蔵
銀
行
ハ
営
業
時
間
中
何
時
ニ
テ
モ
預
ケ
主
ノ
請
求
ニ
応
シ
直

チ
ニ
其
預
リ
金
ノ
全
額
又
ハ
幾
分
ヲ
払
戻
ス
ヘ
シ
。
但
一
口
五
十
円
以

上
ノ
払
戻
ハ
其
預
ケ
主
ヨ
リ
予
メ
通
知
セ
シ
ム
ヘ
キ
日
数
ヲ
定
款
ニ
於

テ
十
五
日
ヲ
限
リ
適
宜
規
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
八
十
三
条

貯
蔵
銀
行
ハ
毎
月
其
営
業
ノ
報
告
表
ヲ
作
リ
大
蔵
�
ニ
差
出
ス
ヘ

シ
。
但
其
様
式
ハ
大
蔵
�
ノ
定
ム
ル
所
ニ
準
拠
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
十
四
条

貯
蔵
預
リ
金
仕
払
準
備
ノ
割
合
、
利
子
ノ
計
算
、
貯
蔵
預
リ
金
ノ

最
低
額
及
ヒ
積
立
金
其
他
緊
要
ノ
事
項
ハ
定
款
ヲ
以
テ
定
ム
ヘ
シ

第
八
十
五
条

貯
蔵
銀
行
ハ
本
章
ニ
規
定
ス
ル
諸
件
ノ
外
仍
ホ
第
一
章
合
本
銀
行

ニ
関
ス
ル
規
定
ニ
準
拠
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
十
六
条

貯
蔵
預
リ
ノ
事
業
ハ
国
立
銀
行
又
ハ
合
本
銀
行
ニ
於
テ
兼
営
ス
ル

コ
ト
ヲ
禁
ス

第
三
章

罰
則

第
八
十
七
条

本
条
例
ニ
準
拠
セ
ス
シ
テ
第
二
条
ニ
記
載
ス
ル
事
業
又
ハ
貯
蔵
預

リ
ノ
事
業
ヲ
営
ム
合
本
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ス
。
之
ヲ
犯
シ
タ

ル
者
ハ
十
円
以
上
二
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
シ
仍
ホ
其
会
社
ヲ
解
散
セ

シ
ム

第
八
十
八
条

株
主
募
集
ニ
関
シ
虚
偽
ノ
広
告
ヲ
為
シ
又
ハ
社
外
ノ
人
ノ
名
義
ヲ
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冒
認
シ
其
他
詐
偽
ノ
所
為
ニ
由
リ
株
主
申
込
ヲ
誘
導
セ
ン
ト
図
リ
タ
ル

者
ハ
詐
偽
取
財
ノ
罪
ト
ナ
シ
刑
法
ノ
各
本
条
ニ
照
シ
テ
処
断
ス

第
八
十
九
条

合
本
銀
行
又
ハ
貯
蔵
銀
行
ノ
頭
取
々
締
役
其
他
ノ
役
員
左
ノ
諸
件

ヲ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
人
及
ヒ
之
ヲ
命
令
シ
又
ハ
聴
容
シ
タ
ル
者
ヲ
拾

円
以
上
弐
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

第
一

第
二
条
規
定
外
ノ
事
業
ヲ
営
ミ
タ
ル
者

第
二

第
二
十
二
条
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
タ
ル
者

第
三

第
四
十
七
条
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
タ
ル
者

第
四

第
五
十
条
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
検
査
官
ノ
要
求
ヲ
拒
ミ
又
ハ
其
推
問
ニ
対

シ
詐
偽
ノ
答
ヲ
為
シ
タ
ル
者

第
五

第
五
十
三
条
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
薄
冊
報
告
ニ
詐
偽
ノ
記
載
ヲ
為
シ
又
ハ

規
定
外
ノ
帳
簿
ヲ
設
ケ
テ
計
算
ヲ
隠
欺
シ
又
ハ
帳
簿
ニ
記
セ
サ
ル
事

業
ヲ
営
ミ
タ
ル
者

第
六

第
五
十
八
条
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
鎖
店
ノ
命
又
ハ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
後
銀

行
ノ
事
業
ヲ
営
ミ
タ
ル
者

マ
マ

第
七

第
六
十
三
条
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
詐
為
ノ
口
実
ニ
ヨ
リ
鎖
店
処
分
人
ノ
質

問
ニ
答
弁
ス
ル
ヲ
肯
セ
サ
ル
者

第
八

方
法
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ス
銀
行
ノ
資
金
ヲ
以
テ
其
銀
行
株
券
ノ
入
金
ヲ

ナ
サ
シ
メ
又
ハ
現
入
金
ナ
キ
株
券
ヲ
振
替
勘
定
等
ニ
ヨ
リ
詐
ツ
テ
入

金
シ
タ
リ
ト
ス
ル
者

第
九

銀
行
ノ
総
勘
定
決
算
ヲ
為
サ
ス
又
ハ
其
決
算
ニ
依
ラ
ス
又
ハ
詐
偽
ノ

決
算
ヲ
為
シ
テ
純
益
金
外
ノ
配
当
ヲ
為
シ
タ
ル
者

第
十

前
数
項
ノ
外
ト
雖
モ
本
条
例
又
ハ
定
款
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
因
テ
銀
行
ニ

損
失
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
者

第
九
十
条

国
立
銀
行
又
ハ
合
本
銀
行
ノ
役
員
第
八
十
六
条
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
タ
ル

者
、
貯
蔵
銀
行
ノ
役
員
、
第
二
章
ノ
規
定
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
及
ヒ
鎖
店
処

分
人
鎖
店
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
亦
前
条
ニ
同
シ

第
九
十
一
条

前
二
条
ノ
諸
件
ヲ
犯
シ
因
テ
銀
行
ニ
損
失
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ

仍
ホ
連
帯
シ
テ
之
ヲ
弁
償
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
四
章

附
則

第
九
十
二
条

本
条
例
布
告
以
前
ノ
創
立
ニ
係
リ
銀
行
又
ハ
会
社
ノ
名
ヲ
以
テ
銀

行
事
業
ヲ
営
ム
モ
ノ
ハ
大
蔵
�
ノ
指
定
ス
ル
期
日
迄
ニ
本
条
例
ニ
準
拠

シ
更
ニ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
。
若
シ
期
日
ヲ
過
キ
其
手
続
ヲ
為
サ
ヽ
ル
モ

ノ
ハ
其
社
ヲ
解
散
セ
シ
ム
ヘ
シ
。
但
第
三
条
第
十
五
条
ノ
制
限
及
ヒ
第

〔
件
〕

三
十
六
条
第
一
項
ノ
規
定
ニ
適
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
此
三
条
ヲ
除
ク

ノ
外
総
テ
本
条
例
ニ
準
拠
シ
更
ニ
出
願
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
向
五
年
ヲ
限
リ

之
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
九
十
三
条

本
条
例
布
告
以
前
ニ
係
リ
国
立
銀
行
又
ハ
合
本
銀
行
ニ
於
テ
貯
蔵

預
リ
ノ
事
業
ヲ
兼
営
セ
シ
者
ハ
第
七
十
六
条
ヲ
除
ク
ノ
外
総
テ
第
二
条

ノ
規
定
ニ
準
拠
シ
更
ニ
出
願
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
向
三
年
ヲ
限
リ
之
ヲ
許
可

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
九
十
四
条

政
府
ニ
於
テ
必
要
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
本
条
例
ヲ
改

正
増
削
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

437



形態 数量 備考 元老院会議関係

状 １

文部省三等出仕正五位田中不二麿より諸府
県へ。
明治６年１０月１８日文部省１２７号「学制第七
十章但書外国ニ於テ大学卒業免状ノ項取
消」

綴 １
写し。『明治天皇紀』明治八年十月十二日
条（５１５～５１８頁）に同文あり。

綴 １
元老院議官宛。
「内田海江田二公建白之表」（『明治建白書
集成』第四巻９５３～９５４頁所収）。

綴 １

写し。続日本史籍協会編『島津久光公実
記』三（東京大学出版会、２００２年〈覆刻
版〉、２８８～２９５頁）、『明治天皇記』明治七
年十月条（３２６～３３０頁）と同文。

状 １

状 １
元老院罫紙。

仮綴 １

「控甲天第一二四号 十四年十月十二日受
付課 銀 銀十ノ二七一号」と朱書あり。
大蔵�佐野常民宛。写し。
『明治財政史』第１２巻（６９１～７０８頁）の一
部と同文。

仮綴 １

元老院罫紙。

綴 １ 元老院罫紙。

綴 １

元老院議長佐野常民宛。別紙欠。
明治１５年９月１日太政官第４８号布告（内務
�連署）「伝染病予防規則中追加改正」布
告後、元老院にて検視のこと。

第３４９号議案検視会の史料。
『筆記』第１３巻８４５～８４６頁。

仮綴 １
明治１５年１２月１１日太政官第５７号布告。

仮綴 １ 元老院罫紙。朱書訂正あり。

仮綴 １

状 ３
綴とじはずれ。「手形条例領布伺之義ニ付
回議写」など。

綴 １ 「火薬取締規則」の修正草案。

状 １

蒟蒻版。元老院議長佐野常民宛。
明治１６年３月１６日「太政官第１０号布告（内
務�連署）石油取締規則施行延期」布告後、
元老院にて検視のこと。

第３８２号議案検視会の資料。
『筆記』第１６巻６７～６９頁。
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四條男爵家文書（三）目録
元老院関係

番号 枝番 標題 年月日 作成者

１
〔文部省第百二十七号学制第七
十章但書外国ニ於テ大学卒業免
状ノ項取消〕

明治６年１０月１８日

２ 参議板垣退助奏疏 明治８年１０月１２日 参議正四位板垣退助

３
〔内田政風・海江田信義意見
書〕

明治８年１０月３０日
従五位内田政風・従五位海江田
信義

４ 〔島津久光上奏文〕 明治８年 左大臣従二位島津久光

５
〔明治六年徴兵令明治八年改正
徴兵令比較表〕

〔明治８年〕

６
〔明治十二年十月二十七日太政
官第四十六号布告徴兵令改正沿
革〕

〔明治１３年〕

７
〔商人手形流通ノ儀ニ付関係書
類〕

明治１４年１０月１２日

８

〔明治十五年六月八日外務省達
（司法�連署）清国及朝鮮国各
港駐在領事兼判事裁判事務取扱
方〕

明治１５年６月８日 外務�井上馨・司法�大木喬任

９ 〔行政官吏服務紀律〕 明治１５年７月２７日 太政大臣三條実美

１０
〔第三百四十九号議案 伝染病
予防規則中止加及改正ノ儀〕

明治１５年９月１日 太政大臣三條実美

１１ 為換手形約束手形条例 〔明治１５年１２月１１日〕

１２ １ 〔手形条例布告案〕 〔明治１５年〕

１２ ２ 為換手形約束手形条例附則 〔明治１５年〕

１３ 〔綴断片〕 〔明治１５年〕

１４ 〔火薬取締規則草案〕 〔明治１５年〕

１５
〔第三百八十二号議案 石油取
締規則施行延期ノ儀〕

明治１６年３月１６日 太政大臣三條実美
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形態 数量 備考 元老院会議関係

状 １
元老院議長佐野常民宛。別紙欠。
明治１６年５月９日太政官第１５号布告後、元
老院にて検視のこと。

第３９１号議案検視会の資料。
『筆記』第１６巻３１６～３２１頁。

状 １
蒟蒻版。元老院副議長東久世通禧宛。
明治１６年５月２６日太政官第１７号布告後、元
老院にて検視のこと。

第３９２号議案検視会の資料。
『筆記』第１６巻３３１～３３２頁。

綴 １
元老院罫紙。

仮綴 １
元老院罫紙。国立国会図書館憲政資料室寄
託「箕作阮甫・麟祥文書」１２７「合本銀行
貯蔵銀行条例」と同文。

綴 １

活版印刷。 第４１５号議案の審議資料。
『筆記』第１８巻９８４～９８５頁。
「公立農学校実験用田圃ニ供スル官有地無
借地料使用差許」明治１６年１０月２０日太政官
第４５号達。

綴 １

活版印刷。 第４１３号議案の審議資料。
『筆記』第１８巻９６３～９６５頁。
「烟草税則中追加」明治１６年１２月１２日太政
官第４１号布告（大蔵�連署）。

綴 １

活版印刷。表紙に「秘」と朱印あり。朱書
訂正あり。

第４１４号議案の審議資料。
『筆記』第１８巻９６６～９８３頁。
「酒造、�麹、売薬、烟草税則ニ関シ租税
官吏犯則アリト認知思料スルトキ証憑取調
処分方」明治１６年１２月２０日太政官第４３号布
告（大蔵�連署）。

綴 １

活版印刷。朱書あり。 第４１６号議案の審議史料。
『筆記』第１８巻９８６～９９０頁。
「朝鮮国貿易品輸出入陸揚方布告廃止朝鮮
国貿易ハ他ノ外国貿易手続ニ依リ出入港及
手数料徴収方」明治１６年１２月７日太政官第
４０号布告（大蔵�連署）。

仮綴 １
元老院議長佐野常民宛。活版印刷。表紙に
「秘」とあり。

第４０６号議案の審議資料。
『筆記』第１７巻５４５～６３８頁。

綴 １
活版印刷。表紙に「秘」とあり。元老院議
長佐野常民宛。朱書あり。

第４１１号議案の審議史料。
『筆記』第１８巻６７９～９５８頁。

仮綴 １
活版印刷。表紙に「秘」とあり。鉛筆書込
みあり。

第４１８号議案の審議史料。
『筆記』第１８巻１０１５～１０２９頁。

綴 １
活版印刷。表紙に「秘」とあり。元老院議
長佐野常民宛。朱書あり。

第４１１号議案の審議史料。
『筆記』第１８巻６７９～９５８頁。

仮綴 １

活版印刷。表紙に「至急」「秘」とあり。 第４１９号議案の審議史料。
『筆記』第１８巻１０３０～１０５４頁。
「賭博犯処分規則」明治１７年１月４日太政
官第１号布告（内務�司法�連署）。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

１６
〔第三百九十号議案 富山佐賀
宮崎三県設置ノ儀〕

明治１６年５月９日 太政大臣三條実美

１７
〔第三百九十二号議案 布告布
達ノ施行期限制定ノ儀〕

明治１６年５月２６日 太政大臣三條実美

１８ １
合本銀行貯蔵銀行条例御発行ノ
義ニ付上申

明治１６年１０月

１８ ２ 合本銀行貯蔵銀行条例 〔明治１６年１０月〕

１９
〔第四百十五号議案 公立農学
校実験用田圃免税ノ儀〕

明治１６年１１月２０日

２０
〔第四百十三号議案 煙草税則
追加ノ儀〕

明治１６年１１月２２日

２１
〔第四百十四号議案 酒造税則
等ニ関シ犯則ノ証憑取調処分ノ
儀〕

明治１６年１１月２２日

２２
〔第四百十六号議案 明治九年
第百弐拾九号布告廃止等ノ儀〕

明治１６年１１月２４日

２３
号外第三十九号刀剣商取締規則
制定ノ儀意見書

明治１６年１１月２７日 議官鍋島直彬ほか

２４
〔第四百十一号議案 徴兵令改
正ノ儀全部付託委員修正報告
案〕

明治１６年１２月９日 全部付託委員議官大鳥圭介ほか

２５
〔第四百十八号議案 大蔵省証
券条例制定ノ儀〕

明治１６年１２月１２日

２６
〔第四百十一号議案 徴兵令改
正ノ儀全部付託委員修正報告
案〕

明治１６年１２月１８日
全部再付託委員議官大鳥圭介ほ
か

２７
〔第四百十九号議案 賭博犯処
分規則制定ノ儀〕

明治１６年１２月１９日
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形態 数量 備考 元老院会議関係

仮綴 １

活版印刷。表紙に「至急」「秘」「四條」と
朱印あり。鉛筆書込みあり。

第４２１号議案の審議史料。
『筆記』第１８巻１０７６～１０８９頁。
「金札引換無記名公債証書条例制定金札引
換公債条例第三条停止」明治１６年１２月２８日
太政官第４８号布告（大蔵�連署）。

綴 １

活版印刷。表紙に「至急」「秘」「四條」と
朱印あり。鉛筆書込みあり。

第４２０号議案の審議史料。
『筆記』第１８巻１０５５～１０７５頁。
「中山道鉄道公債証書条令」明治１６年１２月
２８日太政官第４７号布告（大蔵�連署）。

仮綴 １

活版印刷。表紙に「秘」とあり。鉛筆書込
みあり。

第４２４号議案の審議史料。
『筆記』第１９巻１５～６４頁。
「民事訴訟用印紙規則制定訴訟用罫紙規則
廃止」明治１７年２月２３日太政官第５号布告
（司法�連署）。

仮綴 １

活版印刷。「秘」と朱印あり。朱書訂正あ
り。

第４２５号議案の審議史料。
『筆記』第１９巻６５～２３２頁。
「地租条例制定地租改正条例及地租改正ニ
関スル条規等廃止」明治１７年３月１５日太政
官第７号布告（大蔵�連署）。

綴 １

活版印刷。朱書込みあり。 第４２７号議案の審議史料。
『筆記』第１９巻２３５～２７０頁。
「海軍治罪法」明治１７年３月２１日太政官第
８号布告（海軍�連署）。

綴 １

活版印刷。「秘」とあり。朱書込みあり。 第４２８号、第４２９号、第４３１号、第４３８号、第
４３９号議案の審議史料。
『筆記』第２０巻２７１～５７２頁、第２１巻６７１～７５１
頁。
明治１７年５月７日太政官第１３号布告（内務
�大蔵�連署）、明治１７年５月７日太政官
第１４号布告（内務�連署）。

仮綴 １

活版印刷。朱書込みあり。 第４３１号議案の審議史料。
『筆記』第２０巻４３７～５７２頁。
明治１７年６月７日太政官第１９号布告（農商
務�連署）。

仮綴 １
活版印刷。元老院議長佐野常民宛。「秘」
と朱印あり。朱書訂正あり。

第４２５号議案の審議史料。
『筆記』第１９巻６５～２３２頁。

綴 １

活版印刷。「秘」「至急」とあり。朱書込み
あり。

第４３４号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻５８９～６１２頁。
「質屋取締条例」明治１７年３月２５日太政官
第９号布告（内務�連署）。

綴 １

活版印刷。「秘」とあり。朱、鉛筆書込み
あり。

第４３５号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻６１３～６５７頁。
「証券印税規則改正」明治１７年５月１日太
政官第１１号布告（大蔵�連署）。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

２８
〔第四百二十一号議案 金札引
換無記名公債証書条例制定ノ
儀〕

明治１６年１２月２４日

２９
〔第四百二十号議案 中山道鉄
道公債証書条例制定ノ儀〕

明治１６年１２月２４日

３０
〔第四百二十四号議案 民事訴
訟用印紙規則制定ノ儀〕

明治１７年１月７日

３１
〔第四百二十五号議案 地租法
制定ノ儀〕

明治１７年１月２３日

３２
〔第四百二十七号議案 海軍治
罪法制定ノ儀〕

明治１７年１月２９日

３３

〔第四百二十八号地方税規則第
三条第十五項改正ノ儀、第四百
二十九号区町村会法改正ノ儀、
第四百三十号区町費規則制定ノ
儀、第四百三十八号地方税規則
第三条第十五項改正並ニ区町会
法改正ノ儀、第四百三十九号区
町費怠納者処分方ノ儀〕

明治１７年２月１３日

３４
〔第四百三十一号議案 商標条
例制定ノ儀〕

明治１７年２月１５日

３５
〔第四百二十五号議案 地租法
制定ノ儀 全部付託調査委員修
正報告案〕

明治１７年２月１８日
全部付託調査委員議官三浦安ほ
か

３６
〔第四百三十四号議案 質屋取
締条例ノ儀〕

明治１７年２月２７日

３７
〔第四百三十五号議案 証券印
税規則改正ノ儀〕

明治１７年３月３日
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形態 数量 備考 元老院会議関係

状 １

活版印刷。「秘」「至急」とあり。 第４３６号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻６５９～６６１頁。
「租税未納者処分規則第二条中第二項改
正」明治１７年３月１４日 太政官第６号布告
（大蔵�連署）。

綴 １

活版印刷。「秘」とあり。 第４２８～４３１号議案の審議史料。
『筆記』第２０巻２７１～５７２頁

綴 １
活版印刷。 第４３１号議案の審議史料。

『筆記』第２０巻４３７～５７２頁

綴 １

活版印刷。鉛筆書込みあり。 第４３７号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻６６３～６７０頁。
「北海道水産物取獲願出及違犯者処分方」
明治１７年５月２日太政官第１２号布告（大蔵
�連署）。

綴 １

活版印刷。「秘」とあり。鉛筆書込みあり。第４４０号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻７５３～７６９頁。
「兌換銀行券条例制定洋銀券発行規則廃
止」明治１７年５月２６日太政官第１８号布告
（大蔵�連署）。

仮綴 １

活版印刷。鉛筆書込みあり。 第４４１号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻７７１～７７７頁。
「北海道ニテ臘虎並膃肭獣猟獲禁止及犯者
処断方」明治１７年５月２３日太政官第１６号布
告（農商務�連署）。

状 １

蒟蒻版。元老院議長佐野常民宛。
明治１７年５月７日「太政官第１４号布告（内
務�連署） 区町村会法改正」布告後、元
老院にて検視のこと。

第４４２号議案検視会の史料。
『筆記』第２１巻７７９～７８１頁。

仮綴 １

活版印刷。「五月十七日渡」と鉛筆書込み
あり。

第４４３号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻７８３～７９０頁。
「単身戸主死亡又ハ除籍者絶家期限」明治
１７年６月１０日太政官第２０号布告（内務�連
署）。

状 １

蒟蒻版。元老院副議長東久世通禧宛。「別
紙第十九号布告」と朱書きあり。別紙なし。
明治１７年６月７日太政官第１９号布告（農商
務�連署）「商標条例」布告後、元老院に
て検視のこと。

第４４５号議案商標条例検視会の史料。
『筆記』第２１巻７９３～７９６頁。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

３８
〔第四百三十六号議案 明治十
年第七拾九号布告第二条第二項
改正ノ儀〕

〔明治１７年３月７日〕

３９

〔第四百二十八号議案地方税規
則第三条第十五項改正ノ儀、第
四百二十九号議案区町村会法改
正ノ儀、第四百三十号議案区町
費規則制定ノ儀、全部付託調査
委員修正報告案〕

明治１７年３月６日
全部付託調査委員議官渡辺洪基
ほか

４０
〔第四百三十一号議案 商標条
例制定ノ儀全部付託調査委員修
正報告案〕

明治１７年４月１０日
全部付託調査委員議官宮本小一
ほか

４１
〔第四百三十七号議案 北海道
海産取締方ノ儀〕

明治１７年４月１４日

４２
〔第四百四十号議案 兌換銀行
券条例〕

明治１７年４月２３日

４３
〔第四百四十一号議案 臘虎并
膃肭猟禁止ノ儀〕

明治１７年４月２４日

４４
〔第四百四十二号議案 区町村
会法改正ノ儀〕

明治１７年５月７日 太政大臣三條実美

４５
〔第四百四十三号議案 絶家期
限制定ノ儀〕

明治１７年５月１３日

４６
〔第四百四十五号議案 商標条
例制定ノ儀〕

明治１７年６月７日 左大臣熾仁親王
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形態 数量 備考 元老院会議関係

状 １

蒟蒻版。元老院副議長東久世通禧宛。「別
紙第二十二号布告」と朱書あり。別紙なし。
明治１７年６月１３日太政官第２２号布告（内務
�大蔵�連署）「十三号布告以前地方税予
算額決定ノ府県ハ常置委員ノ議決施行」布
告後、元老院にて検視のこと。

第４４７号議案検視会の史料。
『筆記』第２１巻７９７～８０１頁。

状 １

蒟蒻版。元老院副議長東久世通禧宛。「別
紙第二十一号布告」」と朱書あり。別紙な
し。
明治１７年６月１３日太政官第２１号布告（文部
�連署）「明治十四年第三拾八号小学校設
置区域ニ関スル布告但書中改正」布告後、
元老院にて検視のこと。

第４４６号議案検視会の史料。
『筆記』第２１巻７９７～８０１頁。

仮綴 １

活版印刷。 第４５０号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻８０９～８１２頁。
「旧銅貨天保通宝通用禁止」明治１７年１０月
２日太政官第２６号布告（大蔵�連署）。

状 １

蒟蒻版。元老院議長佐野常民宛。別紙なし。
明治１７年１０月３日太政官第２７号布告（司法
�連署）「裁判所一覧表中改正増補」布告
後、元老院にて検視のこと。

第４５１号議案検視会の史料。
『筆記』第２１巻８１３～８１４頁。

綴 １

活版印刷。鉛筆、朱書込みあり。 第４５２号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻８１５～８８５頁。
「西洋形船舶検査規則」明治１７年１２月２２日
太政官第３０号布告（農商務�連署）。

綴 １
活版印刷。鉛筆書込みあり。 第４５３号議案の審議史料。

『筆記』第２２巻８８７～９２３頁。

仮綴 １
議長佐野常民宛。活版印刷。朱書、書込み
あり。附属「布告案」１枚

第４５２号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻８１５～８８５頁。

状 １
議長佐野常民宛。活版印刷。修正報告案の
本文欠。

第４５２号議案の審議史料。
『筆記』第２１巻８１５～８８５頁。

状 １

活版印刷。「至急」「秘」と朱印あり。 第４５５号議案の審議史料。
『筆記』第２２巻９２５～９２８頁。
「府県会規則第三十一条中改正」明治１７年
１２月８日太政官第２８号布告（内務�連署）。

仮綴 １
第４５６号議案の審議史料。
『筆記』第２２巻９２９～９３３頁。

仮綴 １

活版印刷。 第４５７号議案の審議史料。
『筆記』第２２巻９３５～９３９頁。
「内国及万国郵便往復葉書発行並郵便条例
中改正追加」明治１７年１２月２７日太政官第３３
号布告（農商務�連署）。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

４７

〔第四百四十七号議案 本年第
拾三号布告以前十七年度地方予
算決定セシ府県ハ常置委員ノ議
決ヲ取リ施行ノ儀〕

明治１７年６月１３日 左大臣熾仁親王

４８
〔第四百四十六号議案 明治十
四年第三拾八号布告但書改正ノ
儀〕

明治１７年６月１３日 左大臣熾仁親王

４９
〔第四百五十号議案 天保銭通
用禁止ノ儀〕

明治１７年９月２２日

５０
〔第四百五十一号議案 明治十
六年第弐号布告裁判所一覧表中
増補改正ノ儀〕

明治１７年１０月３日 左大臣熾仁親王

５１
〔第四百五十二号議案 西洋形
船舶検査規則制定ノ儀〕

明治１７年１０月９日

５２
〔第四百五十三号議案 沖縄県
酒類出港税則制定ノ儀〕

明治１７年１０月３１日 左大臣熾仁親王

５３
〔第四百五十二号議案西洋形船
舶検査規則制定ノ儀 付託修正
委員修正報告案〕

明治１７年１１月５日 付託修正委員議官大鳥圭介ほか

５４
〔第四百五十二号議案西洋形船
舶検査規則制定ノ儀 再付託修
正委員修正報告案〕

明治１７年１１月２０日 再付託修正委員議官三浦安ほか

５５
〔第四百五十五号議案 府県会
規則第三十一条中改正ノ儀〕

明治１７年１１月２４日

５６
〔第四百五十六号議案 本年第
拾弐号布告中追加ノ儀〕

明治１７年１２月２０日

５７
〔第四百五十七号議案 郵便往
復葉書発行ノ儀〕

明治１７年１２月２４日
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形態 数量 備考 元老院会議関係

綴 １

活版印刷。 第４５８号議案の審議史料。
『筆記』第２２巻９４１～９６５頁。
「軽罪ニ係ル控訴ノ規則ヲ定ム」明治１８年
１月６日太政官第２号布告。

状 １

蒟蒻版。 第４５９号議案の審議史料。
『筆記』第２２巻９６７～９６９頁。
「根室国『シコタン』島千島国ヘ編入色丹
郡ト称ス」明治１８年１月６日太政官第１号
布告。

状 １
蒟蒻版。元老院議長佐野常民宛。 第４６９号議案の審議史料。

『筆記』第２３巻１２３３～１２５３頁。

状 １

蒟蒻版。元老院議長佐野常民宛。
明治１７年１２月２７日太政官第３２号布告（内務
�司法�連署）「爆発物取締罰則」布告後、
元老院にて検視のこと。

第４６１号議案検視会の史料。
『筆記』第２２巻９７１～９７７頁。

状 １

蒟蒻版。元老院議長佐野常民宛。「別紙ハ
第三十一号布告」と付箋あり（付箋剥れ）。
別紙欠。
明治１７年１２月２７日太政官第３１号布告（内務
�陸軍�海軍�連署）「火薬取締規則」布
告後、元老院にて検視のこと。

第４６１号議案検視会の史料。
『筆記』第２２巻９７１～９７７頁。

綴 １
付箋あり。元老院罫紙。
明治１７年１０月１０日陸軍省甲第４１号達「陸軍
医官徴兵検査規則」ほか。

状 ５
和文タイプ。第１～７条、９～１２条。１８～
２２条。朱書訂正あり。

状 １

蒟蒻版。元老院議長佐野常民宛。別紙欠。
明治１８年１月２４日太政官第４号布告「明治
十七年第十九号布告商標条例附則中一項追
加」布告後、元老院にて検視のこと。

第４６２号議案検視会の史料。
『筆記』第２２巻９７９～９８０頁。

状 １

元老院議長佐野常民宛。蒟蒻版。「別冊ハ
第五号布告」と貼り紙あり。別冊欠。
明治１８年２月２５日太政官第５号布告「日本
仏蘭西間郵便為替条約」布告後、元老院に
て検視のこと。

第４６３号議案検視会の史料。
『筆記』第２２巻９８１～９８４頁。

綴 １

活版印刷。「秘」と朱印あり。鉛筆書込み
あり。

第４６４号議案の審議史料。
『筆記』第２２巻９８５～１０３８頁。
「専売特許条例」明治１８年４月１８日太政官
第７号布告。

綴 １

活版印刷。「秘」と朱印あり。鉛筆、墨書
込みあり。

第４６６号議案の審議史料。
『筆記』第２２巻第１１２１～１１７７頁。
「菓子税則」明治１８年５月８日太政官第１１
号布告。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

５８
〔第四百五十八号議案 軽罪ノ
控訴実施ノ儀〕

明治１７年１２月２４日

５９
〔第四百五十九号議案 根室県
下郡名新設ノ儀〕

明治１７年１２月２６日

６０
〔第四百六十九号議案 貯金規
則制定ノ儀 全部付託調査委員
修正報告案〕

明治１７年５月１１日
全部付託調査委員議官村田保ほ
か

６１
〔第四百六十一号議案 爆発物
取締罰則〕

明治１７年１２月２７日 太政大臣公爵三條実美

６２
〔第四百六十号議案 火薬取締
規則〕

明治１７年１２月２７日 太政大臣公爵三條実美

６３ 〔徴兵検査関係法令〕 〔明治１７年〕

６４ 西洋形船舶検査規則 〔明治１７年〕

６５
〔第四百六十二号議案 明治十
七年第拾九号布告商標条例附則
追加ノ儀〕

明治１８年１月２４日 太政大臣公爵三條実美

６６
〔第四百六十三号議案 仏国政
府ト郵便為替条約ノ義〕

明治１８年２月２５日 太政大臣公爵三條実美

６７
〔第四百六十四号議案 専売特
許条例制定ノ儀〕

明治１８年３月９日

６８
〔第四百六十六号議案 菓子税
則制定ノ儀〕

明治１８年４月４日

449



形態 数量 備考 元老院会議関係

綴 １

活版印刷。「至急」と朱印あり。朱書訂正
あり。

第４６７号議案の審議史料。
『筆記』第２２巻１１７９～１２０５頁。
「電信条例改定」明治１８年５月７日太政官
第８号布告。

綴 １

活版印刷。朱書訂正あり。 第４６８号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１２０７～１２３２頁。
「普通治罪法陸軍治罪法海軍治罪法交渉ノ
件処分法」明治１８年５月２９日太政官第１２号
布告。

綴 １

活版印刷。朱書訂正あり。 第４６９号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１２３３～１２５３頁。
「預金規則」明治１８年５月３０日太政官第１３
号布告。

綴 １

活版印刷。元老院議長佐野常民宛。 第４７０号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１２５５～１２５７頁。
「明治１７年第拾八号布告兌換銀行券条例第
六条ニ但書追加」明治１８年５月７日太政官
第９号布告。

仮綴 １

活版印刷。元老院議長佐野常民宛。 第４７１号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１２５９～１３０５頁。
「日本形五百石以上ノ船舶明治二十一年一
月ヨリ製造禁止」明治１８年７月８日太政官
第１６号布告。

状 １

元老院議長佐野常民宛。蒟蒻版。「別紙は
第八号布告」と朱書あり。別紙なし。
明治１８年５月７日太政官第８号布告「電信
条例改定」布告後、元老院にて検視のこと。

第４７２号議案検視会の史料。
『筆記』第２３巻１３０７～１３０９頁。

綴 １

活版印刷。元老院議長佐野常民宛。「秘」
と朱印あり。

第４７３号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１３１１～１３１７頁。
「政府発行ノ紙幣ハ明治十九年一月ヨリ漸
次銀貨ニ交換消却ス」明治１８年６月６日太
政官第１４号布告。

仮綴 １

活版印刷。元老院議長佐野常民宛。鉛筆書
込みあり。

第４７５号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１３３９～１３５６頁。
「海底電信線保護万国聯合条約罰則」明治
１８年７月１７日太政官第１８号布告。

綴 １

活版印刷。元老院議長佐野常民宛。書込み
あり。

第４７４号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１３１９～１３３７頁。
「海底電信線保護万国聯合条約」明治１８年
７月１７日太政官第１７号布告。

仮綴 １

活版印刷。元老院議長佐野常民宛。表紙に
「秘」「至急」と朱印あり。

第４７６号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１３５７～１３６４頁。
「明治十四年第拾四号布告地租徴収期限第
三期以下改正」明治１８年６月１５日太政官第
１５号布告。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

６９
〔第四百六十七号議案 電信条
例改定ノ儀〕

明治１８年４月１５日

７０
〔第四百六十八号議案 普通治
罪法陸軍治罪法海軍治罪法交渉
ノ儀〕

明治１８年４月１６日

７１
〔第四百六十九号議案 預金規
則制定ノ儀〕

明治１８年４月２３日

７２
〔第四百七拾号議案 兌換銀行
券条例第六条ニ但書追加ノ儀〕

明治１８年５月１日

７３
〔第四百七十一号議案 日本形
船五百石以上製造禁止ノ儀〕

明治１８年５月７日

７４
〔第四百七十二号議案 電信条
例改定ノ儀〕

明治１８年５月７日 太政大臣公爵三條実美

７５
〔第四百七十三号議案 政府紙
幣交換ノ儀〕

明治１８年５月２６日

７６
〔第四百七十五号議案 万国海
底電信船保護聯合条約罰則ノ
儀〕

明治１８年６月５日

７７
〔第四百七十四号議案 仏蘭西
巴里府ニ於テ万国海底電信線保
護聯合条約ニ加入ノ儀〕

明治１８年６月５日

７８
〔第四百七十六号議案 地租徴
収期限改定ノ儀〕

明治１８年６月９日
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形態 数量 備考 元老院会議関係

綴 １

活版印刷。元老院議長佐野常民宛。 第４７７号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１３６５～１４３７頁。
「獣医免許規則」明治１８年８月２２日太政官
第２８号布告。

仮綴 １
活版印刷。元老院書記官宛。万国海底電信
線保護聯合条約並罰則の正誤。

仮綴 １

活版印刷。「七月七日会議」と表紙に朱書、
書込みあり。

第４７８号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１４３９～１４８８頁。
「違警罪即決例」明治１８年９月２４日太政官
第３１号布告。

仮綴 １

活版印刷。「秘」と朱印あり。鉛筆書込み
あり。

第４７９号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１４８９～１５０１頁。
「明治十六年第拾二号布告新聞紙条例第三
十一条改正追加」明治１８年７月２９日太政官
第２１号布告。

仮綴 １

活版印刷。「秘」と朱印あり。 第４８０号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１５０３～１５０８頁。
「明治十年第七拾九号（租税未納者処分ノ
規則）布告第二条改正」明治１８年７月２９日
太政官第２０号布告。

状 １

蒟蒻版。元老院議長佐野常民宛。「別紙ハ
第十六号布告」と付箋あり。別紙欠。
明治１８年７月８日太政官第１６号布告「日本
形五百石以上ノ船舶明治二十年一月ヨリ製
造禁止」布告後、元老院にて検視のこと。

第４８１号議案検視会の史料。
『筆記』第２３巻１５０９～１５１０頁。

仮綴 １

活版印刷。 第４８２号議案の審議史料。
『筆記』第２３巻１５１１～１５１９頁。
「海上衝突予防規則中改正追加」明治１８年
８月２１日太政官第２７号布告。

仮綴 １

活版印刷。「秘」と朱印あり。朱書訂正あ
り。

第４８３号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１５２１～１５７９頁。
「教育令ヲ改正シ明治十四年第三拾八号布
告中教育令第九条トアルヲ教育令第八条ト
改ム」明治１８年８月１２日太政官第２３号布告。

仮綴 １

活版印刷。表紙に「秘」と朱印あり。 第４８４号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１５８１～１５８８頁。
「土地ニ賦課スル区町村費ハ明治十九年度
ヨリ地租七分ノ一ヲ超過スルヲ得ス」明治
１８年８月１５日太政官第２５号布告。

状 １
明治１８年７月２９日太政官第２０号布告「明治
十年第七拾九号（租税未納者処分ノ規則）
布告第二条改正」
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

７９
〔第四百七十七号議案 獣医開
業免許規則制定ノ儀〕

明治１８年６月１６日

８０ 第四百七十四・五号議案正誤 明治１８年６月１８日 内閣書記官

８１
〔第四百七十八号議案 違警罪
即決例制定ノ儀〕

明治１８年６月２９日

８２
〔第四百七十九号議案 新聞紙
条例第三十条追加ノ儀〕

明治１８年６月３０日

８３
〔第四百八十号議案 明治十年
第七十九号布告中改正ノ儀〕

明治１８年７月２日

８４
〔第四百八十一号議案 日本形
船五百石以上製造禁止ノ儀〕

明治１８年７月８日 太政大臣公爵三條実美

８５
〔第四百八十二号議案 海上衝
突予防規則中改正追加ノ儀〕

明治１８年７月９日

８６
〔第四百八十三号議案 教育令
改正ノ儀〕

明治１８年７月２１日

８７
〔第四百八十四号議案 区町村
費節減ノ儀〕

明治１８年７月２１日

８８
〔明治十年太政官第七十九号布
告改正布告案〕

〔明治１８年７月〕
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形態 数量 備考 元老院会議関係

状 １

元老院議長佐野常民宛。「別紙ハ第二十九
号布告」と朱書あり。別紙欠。元老院罫紙。

第４９０号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１５９５～１５９８頁。
「明治十五年第三拾壱号布告虎列剌病流行
地方ヨリ来ル船舶検査第二条ヘ但書追加」
明治１８年９月２日太政官第２９号布告。

仮綴 １

活版印刷。表紙に「九月二十一日会議」と
朱書あり。

第４９１号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１５９９～１６３２頁。
「種痘規則」明治１８年１１月９日太政官第３４
号布告。

状 １

元老院議長佐野常民宛。「別紙ハ第三十号
布告」と朱書あり。別紙欠。元老院罫紙。

第４９２号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１６３３～１６４１頁。
「日本北米合衆国間郵便為替定約」明治１８
年９月１６日太政官第３０号布告。

状 １

元老院議長佐野常民宛。「別紙ハ第三十一
号布告」と朱書あり。別紙欠。元老院罫紙。

第４９３号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１６４３～１６４５頁。
「違警罪即決例」明治１８年９月２４日太政官
第３１号布告。

状 １

元老院議長佐野常民宛。「別紙ハ第三十二
号布告」と朱書あり。別紙欠。元老院罫紙。

第４９４号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１６４７～１６４８頁。
「明治十六年第弐号布告裁判所一覧表中増
補改正」明治１８年１０月１２日太政官第３２号布
告。

状 １

元老院議長佐野常民宛。「別紙ハ第三十三
号布告」と朱書あり。別紙欠。元老院罫紙。

第４９５号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１６４９～１６５０頁。
「札幌根室始審裁判所ニ重罪裁判所開設」
明治１８年１０月２２日太政官第３３号布告。

仮綴 １

活版印刷。「十一月十七日会議」と朱書あ
り。「至急」「秘」と朱印あり。

第４９７号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１６６１～１７０６頁。
「米商会所条例第十一条及第十五条第一節
改正」明治１８年１１月２８日太政官第３６号布告、
「株式取引所条例第七章第四十一条改正」
明治１８年１１月２８日太政官第３７号布告、「米
商会所並株式取引所収税規則」明治１８年１１
月２８日太政官第３８号布告

仮綴 １

活版印刷。「秘」と朱印あり。 第４９８号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１７０７～１７０９頁。
「貨幣条例公差表中補助銀貨品位公差ヲ改
ム」明治１８年１２月３日太政官第４１号布告。

仮綴 １

活版印刷。「十一月十七日会議」と朱書あ
り。「至急」「秘」と朱印あり。

第４９６号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１６５１～１６５９頁。
「東京大坂横浜神戸各株式取引所ノ金銀貨
幣取引禁止」明治１８年１１月２８日太政官第３９
号布告。

状 １

元老院議長佐野常民宛。元老院罫紙。「別
紙ハ第四十号布告」とあり。別紙欠。

第４９９号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１７１１～１７１２頁。
「明治十六年第弐号布告裁判所一覧表中改
正」明治１８年１２月１日太政官第４０号布告。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

８９
〔第四百九十号議案 明治十五
年第三拾壱号布告第二条ヘ但書
追加之儀〕

明治１８年９月２日 太政大臣公爵三條実美

９０
〔第四百九十一号議案 種痘規
則制定ノ儀〕

明治１８年９月１５日

９１
〔第四百九十二号議案 北米合
衆国駅逓院ト郵便為替定約ノ
儀〕

明治１８年９月１６日 太政大臣公爵三條実美

９２
〔第四百九十三号議案 違警罪
即決例ノ儀修正ノ件〕

明治１８年９月２４日 太政大臣公爵三條実美

９３
〔第四百九十四号議案 明治十
六年第弐号布告中増補改正ノ
儀〕

明治１８年１０月１２日 太政大臣公爵三條実美

９４
〔第四百九十五号議案 札幌根
室始審裁判所ニ於テ重罪裁判所
ヲ開クノ儀〕

明治１８年１０月２２日 太政大臣公爵三條実美

９５

〔第四百九十七号議案 米商会
所条例中改正ノ儀 株式取引所
条例中改正ノ儀 米商会所並株
式取引所税制定ノ儀〕

明治１８年１１月１２日

９６
〔第四百九十八号議案 貨幣条
例中補助銀貨品位公差改正ノ
儀〕

明治１８年１１月１２日

９７
〔第四百九十六号議案 株式取
引所ニ於テ金銀貨幣取引禁止ノ
議〕

明治１８年１１月１２日

９８
〔第四百九拾九号議案 明治十
六年第弐号布告裁判所一覧表中
改正ノ儀〕

明治１８年１２月１日 太政大臣公爵三條実美
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形態 数量 備考 元老院会議関係

状 １

元老院議長佐野常民宛。元老院罫紙。「別
紙ハ第四十二号布告」と朱書あり。

第５００号議案の審議史料。
『筆記』第２４巻１７１３～１４頁。
「釧路集治監ノ囚人罪ヲ犯シ軽罪以下ニ該
ル者ノ裁判及治罪ノ手続」明治１８年１２月１７
日太政官第４２号布告。

状 １ 陸軍省罫紙。

綴 １

活版印刷。朱書込みあり。
表紙に「第五百八十九号議案 商法第一編
第一章乃至第六章 右其院議定ニ付ス（明
治二十一年九月二十八日 元老院議長伯爵
大木喬任宛内閣総理大臣黒田清隆 蒟蒻版
「廿一年十月十日送付」と鉛筆書あり。
「四條」と書込あり。）」１枚貼り付け。

第５８９号議案の審議史料。
『筆記』第３３巻６７～７５頁。

冊 １

活版印刷。「秘」「至急」と朱印あり。
表紙に「第五百九十号議案 秘郡制（明治
二十一年十月一日 元老院議長伯爵大木喬
任宛内閣総理大臣伯爵黒田清隆 蒟蒻版」
１枚貼り付け。

第５９１号議案の審議史料。
『筆記』第３３巻７７～２８４頁。

状 １
蒟蒻版。「秘」「至急」と朱印あり。元老院
議長伯爵大木喬任宛。

第５９１号議案の審議史料。
『筆記』第３３巻７７～２８４頁。

綴 １
蒟蒻版。２７頁。
国立国会図書館憲政資料室寄託「尾崎三良
関係文書」書類の部１４０と同文。

綴 １

表紙に「第九回議会第六百三十号 民事訴
訟法右其院議定ニ付ス。明治二十二年四月
十九日 内閣総理大臣伯爵黒田清隆 元老
院副議長伯爵柳原前光殿」と貼り紙あり。
活版印刷。朱書込みあり。

第６３０号議案の審議資料。
『筆記』第３５巻１１～２３頁。

仮綴 １

活版印刷。表紙に「民法人事編獲得編第二
部ヲ除ク 右過般其院議定ニ付シタル処更
ニ別冊下付候條最前ノ分ハ返納可有之此旨
及照会候也。明治二十二年七月四日内閣総
理大臣伯爵黒田清隆 元老院議長伯爵大木
喬任殿」（蒟蒻版１枚）、「第六百十四号民
法人事編獲得編第二部ヲ除ク、第六百十五
号商法第一編第一章乃至第六章 右其院議
定ニ付ス。明治二十二年一月二十四日内閣
総理大臣伯爵黒田清隆 元老院副議長伯爵
柳原前光殿」（蒟蒻版１枚）の貼り紙あり。
表紙に「校了」と朱書き、「四條」と書込
みあり。本文中に朱書き訂正あり。

第６１４、６１５号議案の審議資料。
『筆記』第３４巻２９７～３３９頁。

状 １
活版印刷。元老院廃止について。「元老院
廃止ノ件」明治２３年１０月２０日勅令第２５５号。

仮綴 １
元老院罫紙。表紙に「謄写掛校正済」と朱
印あり。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

９９
〔第五百号議案 釧路集冶監ヘ
裁判権付与ノ儀〕

明治１８年１２月１７日 太政大臣三條実美

１００ 〔徴兵関係法令一覧表〕 〔明治１０年代後半〕

１０１
〔第五百八十九号議案 商法第
一編第一章乃至第六章〕

〔明治２１年９月〕

１０２ 〔第五百九十号議案 郡制〕 〔明治２１年１０月〕

１０３
〔第五百九十一号議案 府県
制〕

明治２１年１０月１日 内閣総理大臣伯爵黒田清隆

１０４ 民法草案ニ付意見 明治２２年１月 法律取調委員尾崎三良

１０５
〔第六百三十号議案 民事訴訟
法〕

明治２２年４月１９日

１０６
〔第六百十四号議案 民法人事
編獲得編第二部ヲ除ク〕

明治２２年７月２４日

１０７ 〔元老院廃止について〕 明治２３年

１０８ １ 〔元老院議員規則集〕
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形態 数量 備考 元老院会議関係

仮綴 １ 元老院箋。表紙に「四條」の印あり。

綴 １

綴 １

状 １ 元老院罫紙。綴の一部。

状 １
「元老院」罫紙使用。戸籍関係の法令条文
の記載あり。

綴 １ 元老院罫紙。朱書訂正あり。

仮綴 １ 元老院罫紙。「未発」と朱書あり。

綴 １ 元老院罫紙。

状 １
活版印刷。「秘」と朱印あり。朱書訂正あ
り。

状 １
活版印刷。「秘」と朱印あり。朱書訂正あ
り。

綴 １ 表紙に「壱」と付箋あり。元老院罫紙。

仮綴 １ 「元老院」罫紙使用。

状 １ 元老院罫紙。徴兵令関係。

状 １ 徴兵免除規定対照表。

綴 １ 活版印刷。第１条～第６７条（１丁～１５丁）。

状 ３
活 版 印 刷。第１０４条～第１２２条（２４丁～２６
丁）。

綴 １ 活版印刷。６７丁。

仮綴 １ 活版印刷。朱書込みあり。

冊 １
活版印刷。表紙に「校了」の朱書、「四
條」の書込みあり。

綴 １ 活版印刷。５１丁。

状 １
活版印刷。民法ヵ。第１５５条～第１６０条（３３
丁）。時効に関する内容。

状 ３
活版印刷。民法ヵ。第１２３条～第１２６条（２７
丁）、第１６０条～第１６２条（３４丁）、第１６７条
～第１６８条（３６丁）

状 １
活版印刷。第６８条～第１０３条（１６丁～２３丁）、
第１２７条～第１３４条（２８丁）、第１４０条～１５４
条（３０丁～３２丁）。時効に関するもの他。

状 １
活版印刷。第１６３条～１６７条（３５丁）。時効
に関するもの。

綴 １
活版印刷。四條の署名あり。朱書訂正あり。

冊 １ 活版印刷。

仮綴 １ 活版印刷。

状 １
「元老院」罫紙。朱書あり。

状 １
元老院罫紙。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

１０８ ２ 〔元老院議員規則集〕

１０９ 大坂切手裁判慣習聞合書

１１０ 大阪旧両替屋実際概挙書

１１１ 戸籍改造順序

１１２ 〔綴断片〕

１１３ 〔陸軍徴兵関係法令〕

１１４ 徴発事務条例

１１５ 徴兵令

１１６ 徴兵令比較一覧略表

１１７ 徴兵令比較一覧略表

１１８ 後備軍司令部条例

１１９ 〔徴兵入費沿革書上げ〕

１２０ 〔綴断片〕

１２１ 〔綴断片〕

１２２ 民法証拠編

１２３ 民法証拠編

１２４ 民法人事編

１２５ 民法草案債権担保編

１２６ 民法草案財産取得編

１２７ 民法財産取得編（続）

１２８ 〔綴断片〕

１２９ 〔綴断片〕

１３０ 〔綴断片〕

１３１ 〔綴断片〕

１３２
商法草案第一篇第七章以下及第
二編第三編

１３３ 府県制

１３４ 法例

１３５
新聞紙条例抜粋罰金新旧比較略
表

１３６
明治十四年二月十七日第十四号
布告
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形態 数量 備考 元老院会議関係

状 １ 元老院罫紙。

状 １
明治１３年１月第１号布告薬品取扱規則につ
いての改正案。
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番号 枝番 標題 年月日 作成者

１３７ 〔綴断片〕

１３８ 〔綴断片〕

（凡例）
本目録は四條男爵家文書のうち、元老院関係の書類について、元老院の審議状況を考慮しつつ時系列に
記載したものである。
１）表題は史料によった。原題にない場合は内容をもとに適宜付し、括弧とともに表記した。
２）年代は史料に記されている場合はこれによった。ない場合は内容をもとに適宜推定の上、括弧とと
もに表記した。また、年代を推定できない史料は、項末に記した。
３）作成者は写しの場合も含め、史料に名前が記載されているものは、これによった。
４）「元老院会議関係」の項には、参考として、史料に関係する会議を明治法制経済史研究所編『元老
院会議筆記』（元老院会議筆記刊行会、１９６３～１９９２年）により補ったほか、審議を経て成立した法令名
を記した。
５）『元老院会議筆記』は『筆記』と略した。
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